
    序文     
 
この報告書は、平成 11年 11月 29日に大阪科学技術センターで開催されたK12「インターネットと教育」
フォーラム'99 における講演およびその他の発言を、当日の録音、録画に基づいて採録したものである。原則
として、録音から書き起こした内容について、原意と文脈を損ねない範囲で講演者の加筆、修正を求めたのち、
文章を確定して採録してあるが、時間の関係でその手順を十分に履行できなかった場合もあるので、この報告
書の依拠して、引用、参照、批判を行なう場合には、編集の責任者である千葉大学土屋俊(tutiya@chiba-u.ac.jp)
のご連絡いただきたい。また、講演については、講演の際に使用したスライド類もあわせて採録した(ただし、
カラーで作成されたものが多かったが、本報告書作成、印刷の場合はモノクロームとなった点については、ご
容赦いただきたい)。巻末には、当日の参加者の一覧を付録として付した。 

 
この報告書は、本フォーラムの実施についての報告であり、フォーラルの目的である初・中等教育における
インターネットと教育における情報倫理的問題の考察については、当日に配布された『実践報告集』を参照さ
れたい。これは、千葉大学文学部「情報倫理の構築」プロジェクト(info@fine.chiba-u.ac.jp)から入手すること
ができる。  

 
本報告書の作成にあたって、当日の録音、録画、また、書き起こしと編集などのさまざまな段階で協力して
いただいた千葉大学生、吉永敦征、川端良子、谷川卓に感謝するとともに、講演者による加筆・修正の依頼に
応じていただいた講演者のかたがたにもお礼申しあげたい。 

 
平成12年3月1日 

                                                        土屋 俊 
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教育とインターネットフォーラム報告書 
 
おはようございます。開会に先立ちましてインタ
ーネットと教育フォーラム実行委員会からいくつか
連絡をさせていただきます。本日非常に多くの方が
参加されておりますので席は必ず詰めてお座り下さ
い。またアンケートのご協力をお願いしております
ので御記入の方宜しくお願い致します。お昼のお弁
当は事前のお申し込みの方のみに販売致しておりま
す。昼食はこちらの大ホールならびに一階の中ホー
ルで御取り頂けるようになっています。またフォー
ラムの終了後５時３０分より懇親会を実施致します。
参加をご希望の方は事前にチケットを御求めの上ご
参加下さい。本日、中ホールでの展示、即売は午後
３時には終了させて頂きますので、ご利用の方はお
昼休みを中心に利用して頂きます様宜しくお願い致
します。また報道関係者には１２時３０分よろ６回
の６０１という部屋におきまして今回のフォーラム
に関する背景説明資料をお渡し致しますので報道関
係者の方は１２時３０分に６０１の部屋にお越しく
ださい。その際、若干の御質問にはお答えできます
様に主催者側から腰桐教授が立ち会う事になってお
りますので積極的にお越しください。なお、報道関
係者の写真撮影に関しましては各発表者の冒頭でな
るべくおすませくださいますようお願い致します。
まもなくフォーラムをスタート致しますので、携帯
電話の電源を必ず切ってお待ち下さい。宜しくお願
い致します。 

 
ただいまからインターネットと教育フォーラム実
行委員会主催によります「インターネットと教育 情
報教育の新展開 インターネットと情報倫理」の方を
始めさせて頂きたいと思います。今回、総合司会を
務めさせて頂きます私は、京都ノートルダム女子学
院で情報教育を担当しております吉田智子と申しま
す。どうぞ宜しくお願い致します。（会場拍手）では
さっそくプログラムの方にはいらさせて頂きます。
開会の挨拶を日本学術振興会電子社会システム推進
委員会委員長でいらっしゃいます辻井重雄先生の方
にお願いしたいと重います。どうぞ宜しくお願いし
ます。 

 
（会場拍手） 
 
辻井： 
 

どうも皆様おはようございます。大変熱のこもっ
た素晴らしいフォーラムでご挨拶させていただきま
すのは大変光栄でございます。日本学術振興会とい
うのは文部省直轄の認可法人で、現在プロジェクト
を何百と走らせておりまして何百億というお金が出
ておりますが、これがほとんど理工系、技術系なん
です。私も以前から学振の会議で、もう少し社会系
とか人文系の、特に情報倫理なんかはやるべきでは
ないか、とういうことを申し上げていたんですが、
それが昨年から、発足致しました。私が委員長を努
めております電子社会システム研究推進委員会の下
に、法律、経済、倫理等４つのプロジェクトが活動
しております。特に「情報倫理の構築」プロジェク
トは土屋先生、今、外国いっておられます京都大学
の水谷先生、それから広島大学の越智先生、こうい
ったすごいパワーの人達によりまして推進されてお
ります。 
 
さて、最近は欧米では「第二の市民革命」という
言葉も聞かれるようですが、日本ではあまり「市民」
という概念は育っておらず、これまで自立した個が
水平に結びついたような意味の「市民」という意識
は希薄でした。明治１１年に福沢諭吉が『人情一新』
という本を書きましてその本で印刷、電信、蒸気船
車、郵便、この４つは「社会全体に影響を及ぼし内
部の精神を動かして知徳の在り方をも一変したるも
の」と言っております。確かに、社会も変えたし、
人々の意識も大きく変えたと思うのですが、日本人
が内部の精神を動かされたかというとちょっと疑問
だなと思います。知識人達、例えば夏目漱石なんか
もいろいろと悩んでいた訳ではありますが、そうい
った知識人の近代の超克についての悩みをよそに、
とにかく富国、経済成長を達成したということにな
ります、一時戦争で挫折は致しましたけれども。 
 
これは何故かというと、農業社会から工業社会へ
の変化というのは数学の言葉で言うと解析接続的な
連続性があったのであって、これから始まる情報社
会というのはちょっと質が違うのか思われます。果
たして日本はこれでやっていけるのかということで
すね。内部の精神を動かさない事には駄目なんでは
ないかという気がしております。最近サイバーシチ
ズン---サイバーシチズンは NHK で放送していまし
たが---「インターネットと教育」という番組の最後
のほうで、「グローバルフレンド」なんていうキーワ
ードも出ておりました。組織やシステムだけでなく
て、内部の精神、知徳のありさままで変わっていく
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のではないか、また、変えなくてはいけないのでは
ないかと思います。 
 
今日のフォーラムがその一環として熱の入った議
論が展開される事を期待致しましてご挨拶とさせて
頂きます。どうもありがとうございました。 
 
（会場拍手） 
 
司会： 
 
辻井先生ありがとうございました。続きまして本
日のフォーラムの来賓の皆様を紹介させて頂きたい
と思います。本日のフォーラムは、文部省、通商産
業省、郵政省、大阪府教育委員会、大阪市教育委員
会他の皆様からご後援を頂戴致しております。来賓
の皆様をご紹介させて頂きます。恐れ致しますが、
私がお名前をお呼び致しましたらお立ち頂ければ幸
いでございます。 

 
通商産業省 ひらもとけんじ様 （会場拍手） 
郵政省 大橋ひでゆき様（会場拍手） 
大阪府教育センター 北川けいいち様 
大阪市教育センター 北村翼様 
 
どうもありがとうございました。（会場拍手） 
 
それでは講演の方にうつらさせて頂きます。最初
の講演は「日本のインターネットの歴史と教訓」早
稲田大学の後藤滋樹先生にお願い致します。後藤先
生宜しくお願い致します。 
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後藤滋樹（早稲田大学） 
 
ご紹介頂きました後藤滋樹です。大層な講演の題
名がついております。これは打ち合わせを電子メー
ルで進めて行くうちに誇大妄想的になってきたから
であります。本人としても、いささか気後れするの
ですが、ご容赦願いたいところです。あまりいい訳
をしておりますと時間が無くなりますので、さっそ
く本題に入らさせて頂きます。大体の内容はお手元
の資料集に書いてあります。 

 
最初にお見せする図は非常に古いものです。この
図はお手元の資料には入っておりませんので、申し
訳ありません。ｂｉｔ(ビット)というコンピュータ
ーサイエンスの雑誌が共立出版から発行されていま
す。当時と今とでは本の版型が変わっています。１
９８６年に発行された臨時増刊に、当時のＪＵＮＥ
Ｔの図が載っております。これを見ますと、ちょっ
と会場の後ろの方は画面がご覧になりにくいと思い
ますけれども、例えば大阪は、大阪大学が接続され
ています。ただし、大阪大学と京都大学とでメール
を交換する時に、わざわざ東京まで行くことになり
ます。こういうことが図から読み取れるわけです。
似たような事例は筑波についても言えます。図書館
情報大学から筑波大学への通信は、東京の中を、し
かも二つのノードを経由することになります。 

 
なぜこういう風な地図になったのかという理由は、
当時の事情を知っている人に聞かないとわかりませ
ん。例えば中心人物の一人としてＪＵＮＥＴの接続
を推進されたのは、ＮＴＴ研究所の野島久雄さんで
す。野島さんは、本日この会場にいらっしゃいます。
私は当時ＮＴＴ研究所に勤務しておりまして、野島
さんの横にいてネットワークが出来ていく様子を見
ておりました。それぞれの大学や研究所ににいろい
ろ因縁といいますか、経緯があります。例えば、資
料集の中に祝辞を頂戴している村井純先生は、慶応
大学の大学院を卒業されて、東工大のセンターの助
手をつとめた後に、東大に移られました。その軌跡
が地図の中に残っている訳です。別の例としてＫＤ
Ｄ研究所の幹部が東工大に教授として移られた。そ
の両者間は当時としては珍しい専用線で接続されて
いたのです。東工大は、先ほどご挨拶を頂いた辻井
先生の本拠地でもある訳です。 

 
スライドの表題として一番上に書いてありますけ

れども、コンピュータネットワークというのは偉そ
うな事を言っていても、結局のところ、それを使う
のは人間です。そこで何よりも重要なのは、ヒュー
マンネットワークです。ここにいらっしゃるような
方々には、当然至極の事だと思います。国の施策で、
従来型の補正予算ですと土木、道路、建物になる。
さすがに今日では、ハイウェイを引くよりも、ネッ
トワークを引こうという声が大きくなっています。
ところが、評判の悪い、どこかの農道とか林道であ
っても、車が全然通らない道というのは、無いです。
予定よりも交通量が少ないという事はありますけれ
ども。 

 
ことコンピュータネットワークに関しては、成功
した部分だけ取り上げますと、大変効果があったと
いうことになります。その裏側には失敗した事例も
相当の数があるわけでして、つまりネットワークを
引いたのに、全然使わないところもあるわけです。
その原因を考えますと、ネットワークを使う人間の
側、つまり社会の側が非常に重要だと認識させられ
ます。そういった意味でも、今日ここにお集りの方々、
まさに会場に入りきれないような大盛況であります
けれども、皆様のような方々が大変重要であります。
ヒューマンネットワークの観点から見て貴重だとい
う意味です。さらに、こういう会合を支える方々と
いうのは非常にご苦労があるわけです。それだけに
情報を共有している集団としての強みがあります。
今回のフォーラムに関連するメーリングリストを、
私も幾つか拝見しています。準備が大変であること、
あるいは皆さんが活躍されているという様子がよく
分かります。さすがに昨日の夜くらいから今朝まで
は、皆さんが直接に集まっているためか、メールの
上での連絡の頻度は少ない様であります。私は、昨
日の深夜と、今日の早朝と、ちょっと仕事の関係で
農水省の方とメールのやりとりをしていましたので、
メールのチェックをしておりました。 

 
（３） 
 
ネットワークと人間社会との関わりというのは、
この後の話題としても再度出てきますが、微妙なも
のがあります。宗教的な表現を教育の場に持ち込む
のは日本ではあまり宜しくないと思うのですが、あ
る宗教の教えによりますと、神様は自分の姿に似せ
て人間を作ったと言われております。あまり単純化
して言いますと非難されてしまうかもしれません。
そこは置いておきまして、次に人間は自分の姿に似
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せてコンピュータを作ろうとした。これが成功すれ
ば非常に偉かったんですけれども、成功しておりま
せん。今のところ成功しているのは自分の飼い犬の
姿に似せて作ったロボットくらいです。 

 
人間とコンピュータを対比してみますと、似てい
るような似ていないような、結局似てないようです。
ところが、私のようなコンピュータ屋から見ますと、
会社組織とコンピュータというのは割合似ていると
ころがあります。旧来のメインフレームという大型
計算機を作っていた会社は、会社の規模が大きい。
それで中央集権的で階層的な会社組織です。今日の
小さなコンピュータを作っているのは、だいたい小
さな会社です。それが大きくなろうとすると独占禁
止法に違反するから分割と、そんなに単純ではあり
ませんが、昔に比べると今はコンピュータも会社も
小さい。世の中の流れという意味では興味深い趨勢
です。さてコンピュータネットワークですけれども、
ネットワークを作った側に、社会に似せて作ろうと
いう意識があったかどうか分かりません。実際のと
ころは、コンピュータネットワークといいますけれ
ども、それを使っているのはユーザーであります。
従って人間社会に似ているような、あるいはネット
ワークが人間社会に影響を及ぼすということは必ず
あります。 

 
私が資料に文章として書いた事例は、昔の話です。
私は古いといえば、そうとう古くから電子メールを
使っています。最初に使ったのは１９７９年のこと
です。ただし、１９７９年に使った電子メールとい
うのは哀しいことに一つの研究室の中しか届かない。
ですから、あまり大きなことは言えない。日本国内
にメールが届くとか、アメリカまで届くというのは
先ほどのＪＵＮＥＴが動き出してからです。つまり
国内は１９８４年、国際的なリンクは１９８５年か
らです。今日の会場からはネット上に中継が行われ
ているわけで、隔世の感があります。 

 
さて昔の話です。私はＮＴＴ研究所の武蔵野、地
理的にはＪＲ中央線の三鷹の駅の北の方にある研究
所に勤務していました。１９８１年に、私は横須賀
の研究所に転勤になりました。スライドの中には、
ＶＴ１００と書いてあります。このＶＴ１００とい
う名称は、今時の学生でもコンピュータをちょっと
いじる学生ならば端末の名称と知っています。でも
実物を見た事のある学生はあまりいないでしょう。
それもそのはずです。ＶＴ１００というのは、その

学生が生まれた頃の製品です。もう本物を保存して
いる人もいないかもしれません。そのＶＴ１００と
いうのは、今では信じられませんが、単なる端末が
１００万円近くした時代です。その頃でも横須賀の
研究所から、さすがにＮＴＴの研究所です、武蔵野
の研究所まで伝送路がありました。テレビ会議の実
験などに使われていたのです。その一部を借りまし
て、私は武蔵野にあるコンピュータを、横須賀の自
分の席から使えるようにしておりました。 

 
面白かった経験は、ちょうど武蔵野の研究所で、
私のいた研究室が二つに分かれました。発展的に分
割というわけです。二つの研究室は、同じ建物の別
のフロアになりました。私はその片方の研究室に接
続していたわけですが、その二つの研究室の間では、
回線をひきまして、自分たちで光ファイバーをくぐ
らせるような事をしていました。それで、私は電子
メールですとか、その他のツールを使いまして、離
れている武蔵野と横須賀の研究所の間で、種々の連
絡をしておりました。そうしますと、その二つ研究
室は物理的に離れてしまったわけですから、当然な
がらメンバの間の連絡は次第に疎になってしまう。
一方私は、長い間慣れた研究室から離れたところに
おりましたから、いろんなことをメールで連絡しま
す。そうしますと実は離れたところにいる私は、分
かれた両方の研究室の様子をよく知っている。実際
に武蔵野のほうにいる人は、自分の周りしか知らな
いということがありました。「後藤さん、なんで研究
室のなかで噂になっているようなことまで知ってい
るんですか」というので、「いや、それはやはりコン
ピュータネットワークは便利なのだよ」という事が
あったのです。 

 
（４） 
 
次のスライドは、別に皆さん乱視になったわけで
はなく、寝起きが悪いわけでもありません。何しろ
コンピュータを相互に接続するというのは大変なの
です。おそらく野島さんはよく覚えていると思いま
すが、この画面は何かといいますと、１９８５年か
ら１９８６年にかけて日本とアメリカでコンピュー
タを相互に接続した。当時日本とアメリカを接続し
た通信回線というのは複数あったわけです。その中
の一つです。このスライドを見ても何だか良く分か
らないですけれど、これは要するにモデムに雑音が
入っている状況をそのまま記録したものであります。
今時はモデムも回線も自動的にエラーを修正するも
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のが多いですから、このような、いわばアナログの
ノイズをデジタル化して見る経験をする方も少ない
でしょう。こうしたことは、今やろうとしてもなか
なか却って大変だと思いまして、当時の記録を復元
してみました。スライドの上に書いてある通り、人
間は大変だってわけです。 

 
（５） 
 
このままですと、とても見にくいのでノイズを除
いて表示します。先ほどの画面でも同じですが、バ
ックスラッシュが円記号になっています。これは文
字の違いなので仕方がありません。ノイズを除くと
この画面のようになります。この記録は１９８６年
の１０月２０日の２３：００、これは本当の記録（ロ
グ）なのです。電話番号のところだけちょっと修正
しているのですけど、ＮＴＴの研究所からアメリカ
のスタンフォード大学を呼んで計算機に接続すると
きのログであります。しかし字が非常に乱れていま
す。こんな昔の話をしても、たぶん役に立ちません
が、この箇所はスタンフォードとでるべきところが
字が化けているわけです。 

 
その次には、２４００とあります。当時で言いう
と高速のモデムであります。向こうのマシンはＳｈ
ａｓｔａ（シャスタ）と言います。スタンフォード
大学ではカリフォルニアの山の名前を付ける例が多
かったようです。シャスタというのはサンフランシ
スコの方からオレゴン州のほうに向かっていきます
とある程度高い山であります。その名前が付いるマ
シンです。当時としては珍しいのですが先頭が大文
字になっています。UNIXマシンですのでマシンの
名前は普通は小文字です。それから最長で６字まで
ということになっていました。当時からアカウント
持っている人は名前が長くても６文字しか書けない
というので、今でもお世話になっている方で、当時
から日米間を接続するのに大活躍されたＫＤＤ研究
所の小西さんの苗字は「ｋｏｎｉｓｈｉ」なんです
けど「ｋｏｎｉｓｈ」で最後のＩが無い６文字にな
っておりました。６文字しか通らないという古い時
代のＵＮＩＸの制限です。 

 
（６） 
 
次のスライドは続きです。今でも覚えております
が、１９８５年に日米間をつないだ年に、私がスタ
ンフォード大学から帰ってきて、その次には奥乃博

さんがスタンフォードに行くことになった。彼は今
では東京理科大の教授です。彼の住居の手配などを
スタンフォード側に頼むのに電子メールを活用した。
それがうまく行ったので、もうＡＲＰＡネットと同
じだ。米国並みに通信ができるのだから、クリスマ
スカードもメールで送ろう、と当時としてはかなり
画期的な作戦を立てました。当時、そういうことが
できる日本人というのは、ごく少数でした。クリス
マスの前に、カードを船便で送ると１１月に投函し
ないと間に合わない。メールで送れば瞬間に行くか
らギリギリでいいや、などと呑気に構えていたら、
何とお正月までたってもそのメールが送信できませ
ん。当時はＴＣＰ／ＩＰではなく、ＵＵＣＰという
プロトコルを使っておりました。これは単純であり
まして、送信すべきメールが溜まっている、それを
順番に送信するわけですが、エラーがありますと、
そのエラーの後のメールは送信されません。この画
面の例もそうです。これは動いているように見えま
すが、実はパスワードを送りまして、シャスタのロ
グインと進みまして、うまく succeedと出るんです
けれども、実は、その２分後にむなしくタイムアウ
トになっているわけです。（笑） 

 
（７） 
 
お正月になってから、しょうがないなあと、クリ
スマスカードを泣く泣く消したという思い出があり
ます。それが８６年のお正月です。先ほどのＪＵＮ
ＥＴの地図と同じ年です。ところで、先程のログが
なぜ２３時かというと、今でも夜中の１１時という
のはインターネットが混む時間帯です。実は当時か
ら電話料金が夜中の１１時くらいを境に安くなって
いました。先ほどの古文書と一緒に出てきた資料は、
このアスキーの文字コード表ですね。これは文字が
化けているかどうか、人間が見る為のものです。そ
れからもう一つ出てきたのは、これはＯＨＰのシー
トになっているんですが、ＫＤＤの国際ダイヤル通
話料金表であります。つまりお金を気にしながら、
ログを見て手動で起動していたのです。この料金と
いうのは昔は非常に高いわけでありまして、アメリ
カの欄が惜しくも消えていますが、参考までにスウ
ェーデンを見ますと、国番号４６、夜間６秒ごとに
４９円、オペレータ申し込み１通話指名通話３５０
０円という時代です。覚えているのは、昼間にアメ
リカに掛けると最初の１分が３００円位だったと思
います。そういう時代でした。 
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それで人間が手動で通信のコマンドを打っていた
りしたわけです。この経験は古いのですが、教訓は
今でも役に立つかもしれません。実はこの会場にい
らっしゃる皆さんもいろんな意味で大変ご苦労され
ていることが多いと思います。私は、いわゆる人工
知能という分野の研究をしたことがあります。その
方面では、どうしてもコンピュータは人間にかなわ
ない、という言い方をするのです。しかし、通信に
関してはですね、やはり人間はコンピュータに勝て
ないと諦めたほうがいいわけです。これは普通の計
算でもそうですけれども、先ほどの辻井先生の暗号
の計算でもですね、５１２桁の素数を掛算する競争
をしたら、これはもう人間の方はとてもかなわない
わけであります。 

 
通信、当時はＮＴＴの研究所でも電子メールを使
って国際的に連絡をしようという人は２０人くらい
でありまして、接続している計算機も６台くらい。
そういう時代ですから、人間が手動で運用できたわ
けです。しかし先ほどの野島さんも私も、夜１１時
くらいになりますと自宅からログインしまして、今
のようなログを見ながらコマンドを打つ。それで連
日睡眠不足です。今の時代でもコンピュータネット
ワークに関しては、いろいろ皆さんもご苦労がある
と思います。それで、コンピュータを使えるところ
はなるべく使おう。とかく日本人は名人といういこ
とで頑張ってしまう。しかし人力では限度がありま
す。という事になります。乱れた画面をご覧にいれ
て、皆さん目が疲れちゃったかもしれません。 

 
（８） 
 
そうこうするうちにＪＵＮＥＴが普及してきます。
このグラフは野島さんが情報処理学会に出したのを
再録したものです。今ではＷｅｂ（ウェブ）があり
ますが、ウェブとかＨＴＴＰが出てきたのは最近で
ありまして、昔は電子メールかニュースか、こうい
うわけです。このグラフはｆｊと呼ばれているニュ
ースグループの投稿数をカウントしています。国内
のニュースグループと言っても良いです。そこに投
稿された数、単位をアーティクルと言っていますが
記事の数です。ちょっと字が小さくて、画面が見に
くいかと思います。ここが８５年Ｓｅｐｔｅｍｂｅ
ｒです。ＪＵＮＥＴネットは発足８４年ということ
になっていますが、本格的につながり出したのは８
５年なのです。 

 

こういう古い時代の統計があるというのは非常に
貴重です。この辺で投稿数が急増します。このジャ
ンプするのが、本格的な展開の一年後の８６年２月
というあたりです。月ごとにカウントすると、ちょ
っと下がるところもあります。今ではお正月でもゴ
ールデンウィークでもネットワークは動くのですが、
昔のＪＵＮＥＴの時代には、休みになると大学は停
電ということになりまして、休みの間は停止するこ
とがありました。それで夏枯れとか、冬枯れという
現象がありました。 

 
いずれにしても投稿数が急増するわけです。それ
までに２００とあるのは、１ヶ月のアーティクルの
総数であります。ある意味では非常に細々とやって
いた。実はこのグラフに重ねるべき統計があります。
当時から野島さんがこういうのを調べるのは得意で
して、それは日本語が導入された普及度です。現在
ではＩＳＯ－２０２２－ＪＰというインターネット
の標準になり、ＲＦＣにもなっております。そうな
る前は、実は日本人の投稿も英語、あるいはローマ
字です。電子メールも同じです。この辺から日本語
環境というのが普及して、投稿数が急増してくるわ
けであります。それとともに起きてくるのはニュー
スとかメールの上で喧嘩をするという、いわゆる「電
子喧嘩」です。 

 
（９） 
 
電子喧嘩に関しては、心理学の分野での研究があ
ります。先ほどの野島さんは元来は心理学がご専門
でありますから、いろいろな分析があります。とこ
ろでＪＵＮＥＴでよく「喧嘩」をする人というのは、
その世界では結構有名でありますので、情報関係の
学会なんかで実例の分析を発表すると差し障りがあ
る。彼には、なるべく心理学の方の学会で発表して
くれなんて頼んだ覚えがあります。実は、私自身も
その電子喧嘩の当事者になったことがあります。ま
あ大変なものです。皆さんも、メールというのは便
利だし、友達が出来るよ、だけど喧嘩になった時に
は行き違いが起こりやすいよ、という風なことをご
経験になっていると思います。そういうことは日本
以外の国でもよく研究されております。普通の喧嘩
ですと、昨日バカとか言われたなあと覚えていても、
次の日になると少し忘れています。まあいいか、と
なります。ところが電子喧嘩というのは、とても忘
れにくい。あいつにメールでバカと言われて、夜の
うちに反論を書いた。少し書き過ぎたかもしれない。
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冷静になってから返事を出そう。と一晩寝て、次の
日の朝になる。普通ですと少し忘れているのですが、
メールですから読み直す。すると忘れるどころか、
これじゃ言い足りないなんて、益々強く書いたりす
る。これは心理学の人がよく分析してますが、携帯
電話で話をするときは、みんな声が大きくなる。つ
まり相手の声が小さいとこっちの声を大きくする、
あるいは耳の悪い人は声が大きくなる。私も声が大
きいので、耳が悪いんじゃないかと疑われた事があ
ります。今のところ聴力は大丈夫でございます。 

 
人間は、チャネルが細ければ、声を大きくする。
これは適応しているわけであります。従って電子メ
ールの上では充分なコミュニケーションが取れない
と、つまり細いチャンネルだと、認識しますと、声
が大きくなる。メールでは声ではないですが、表現
がきつくなります。ごく自然なことなんですが、逆
に言うとメールというのを、人間が使いこなしてい
るとも言えます。電子メールというのは非常に良い
事もあるんですが、悪いこともある。喧嘩も起こる。
しかし、私も多くの場面で経験しておりますが、メ
ールで感動が伝わるということも確かにあるわけで
す。だからどのように使いこなしていくかというの
は非常に重要なんです。これは私のところでは論じ
きれません。本日の午後に大討論会といいますかデ
ィベートがある予定です。今日はそういう企画であ
ります。当然ながらウェブと電子メールでは、属性
が違うという感じがします。 

 
（１０） 
 
ところで、昔のことを説明するときに、よく聞か
れる質問があります。今のような商業的な（コマー
シャルの）プロバイダーというものを何故、昔は誰
もやらなかったんですかということです。実はアメ
リカでも同じでありまして、アメリカではベンチャ
ーと称して、いろいろと新しい試みを実行する人が
多いわけです。そのアメリカでも商業用のプロバイ
ダーというのが出てくるのはご存知のように９０年
代になってからのことです。それは、どういう理由
かというと、８０年代には実はある意味でご法度で
あった。 

 
どういう行為がいけないか、という具体的な記述
が書いてある文書は少ないんですけれども、米国の
ＡＰＲＡネット、ＮＳＦネットには、いわゆるアク
セプタブルユースポリシー（ＡＵＰ）という規則が

ありまして、商用は原則禁止である。あるいは研究
用のネットワークを、そのほかの目的に使ってはい
けないという風なことが堅く言われていました。例
えば大学などでも、普通に研究室からは自由に使え
ましたけれども、ダイアルアップで使えるアカウン
トの資格は大学ごとに厳しく管理しておりました。 

 
ＡＲＰＡネット時代にはいくつかのエピソードが
あります。例えばスタンフォード大学では、大学の
なかに日本で言うサークルの事務所みたいのがある
わけですが、比較的良い場所を占めているのがゲイ
アンドレズビアンクラブという組織であります。ま
ああの辺の地域にふさわしいとも言えます。そこの
人がＵＣバークレーの人に向けて、まあニュースに
等しいＢボード、ブレティンボードといいますが、
電子掲示板に会合のアナウンスを流した。それをバ
ークレーのほうの管理者が、そういうのは目的外で
あるから嫌だと拒否をした。これは是か否かという
ことでスタンフォードのなかで議論が盛り上がった
ことがあります。当時私はスタンフォードにいて様
子を見ていたんですけれども。これは本当に何百と
いう意見が寄せられました、喧喧諤諤やったんです
が結果としてはスタンフォード側が謝りまして、バ
ークレーの言う通りである。 

 
スタンフォードとバークレーというのは、あの地
域の早慶戦という感じです。いろいろお互いにライ
バル意識があります。スポーツの試合の前日に、相
手の大学の噴水に染料を流し込んで、試合の当日に
は、真っ赤な噴水になってたいたとか。大学の中に、
無料で配布している大学新聞が置いてありますが、
ある日行ってみたら夜中のうちに全部入れ替えられ
ていて、全部向うの大学の新聞になっていた。とい
う風なイタズラをやるわけであります。日本の大学
では、そういう楽しい事をやる学生が減っているよ
うでありますけれども、ライバルですから向うから
言われると「何を」というようなこともあったので
しょう。けれども、議論は落ち着いておりました。
もう一つの例は、私は直接見ておりませんが、ＭＩ
Ｔに模型飛行機に関するメールが来て、それをどう
扱うかということで議論になった。もしかすると、
ＦＢＩのおとり捜査のためのメールではないかと疑
ったなど、いろいろあったようです。とにかく目的
外の使用があるとＡＲＰＡなりＮＳＦから大学が接
続を切られちゃうぞ、という感覚がアメリカの大学
でもあったようです。 
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こういう感じでしたから、今でもシリコンバレー
の知人と話すと、何でアメリカで商用の発想が早く
に出なかったのだろうねなんて言うくらいです。ま
あ当時は、日米格差が相当にありましたので、日本
に発想が無かったとしても無理はない。これは言い
訳にもなりませんけれども。ただし、社会論みたい
のに入るとキリがないですが、先ほどの辻井先生の
話にもあったかと思います。社会の発展過程がそう
簡単にジャンプしないということです。解析接続に
なるか、どれくらい滑らかになるかというのはご専
門の先生によっていろいろ説があると思いますけれ
ども、あるいは経済学でいろんなものの微分取っち
ゃったりするのはちょっと仮定が甘いところはある
かと思います。しかしどうも、一足飛びに行くとい
う事はできないという気がするのです。 

 
（１１） 
 
よく日本はキャッチアップばかりだという指摘が
あります。後を追うのは面倒だから、アメリカを一
気に抜こう、という提案もあります。しかし、同じ
プロセスを辿るのに、多少の加速は可能かもしれま
せんが、途中の段階を省く、抜かすというのは結構
難しいと思います。ここにいらっしゃる方々もいろ
いろとご経験があって、「こんなことを、次にやる人
には苦労してもらわなくてもいいよ」「我々が一回
やれば十分だ」ということで、みなさん工夫されて
いると思うのです。けれども、なかなか途中を飛ば
しちゃうというのはうまくいかないんじゃないか。
これは異論のある方もいらっしゃると思うので、後
の討論の時間に委ねたいと思います。なお、日本が
後追いである、キャッチアップであるということは
至るところ言えるわけでありまして。私も通産省の
方と議論した時に「確かに産業界はキャッチアップ
ですけれども、実は学会もキャッチアップじゃない
んですか」なんて逆にお役人にいわれて、反省して
いるところがあるんです。 

 
スライドの上にある「新奇」という単語は、オリ
ジナリティーがあるような研究を評価する時に、通
信学会ではよく使う言葉です。論文の査読などをす
るときです。画面にＯＫと書いてあるのは、岩波の
国語辞書にも載っているということで、普通の日本
語ですよという意味です。それで日本にオリジナル
な発想があるかどうか、これはちょっと複雑だと思
います。私の結論としては、日本人にも新しい発想
がある。 

 

国際競争力の比較の観点から、少し調べてみたこ
とがあります。先駆的なアイデアにおいては、日本
人もそうバカにしたものではありません。例えばＷ
ｅｂ（ウェブ）というのはご存知のようにＣＥＲＮ
というヨーロッパの高エネルギー物理の研究所で、
データを整理するために始めたのが発端です。その
前に、非常に流行りましたが、後にウェブに抜かれ
ちゃったｇｏｐｈｅｒ（ゴーファー）というのがあ
ります。それと類似で先駆的な研究がＡｖｅｎｕｅ
（アベニュー）とスライドに書いてあります。これ
は豊橋技科大にいる梅村先生がＮＴＴ研究所時代に
実現したものです。 

 
実際にＮＴＴの研究所の中では、それを使って電
話帳を引く事が行われていました。ＮＴＴの研究所、
武蔵野は先にご紹介したように、三鷹駅の北方です
が、敷地がわりあい広いのです。ですから、表のほ
うから入るのと裏のほうから行くのと、それぞれ配
達に来る酒屋さんのテリトリーが違うようなことが
ありました。我々のいたところは裏銀座と言われて
おりまして、裏門に比較的近いところにいました。
よく酒屋さんが来て、交換研究所の何某さんという
ところにビールを届けるんだけど、部屋はどこだろ
うかという。それで、ちょっと待っててといって、
検索してあげる。これは所内の電話帳のデータベー
スを入れてあるから部屋番号が分かる。ああ便利で
すね、これうちでも使わせてくれませんか。もし、
あのとき酒屋さんに使わせてあげれば、日本でも率
先して商用のインターネットになったかもしれませ
ん。それはだめだ。研究所の中だけしか使えないん
だよ。なんてやってました。酒屋さんは頻繁に来て、
検索してもらっていましたけれども、そういう先駆
的なものは日本にもあったのです。 

 
最近はプログラミング言語といえばＪＡＶＡです
ね、私の大学も情報学科ですので、今年の一年生か
らプログラミング言語はＪＡＶＡに切り替えました。
これは電総研、通産省の研究所の佐藤豊さんが先駆
的な研究をしています。彼は科技庁にも出向されて
いました。その当時に開発したＤｅｌｅＧａｔｅと
いうソフトで有名な方です。彼は大学院の学生の頃
に、遠隔実行可能な言語というのを研究しておりま
した。これは凄いです。言語のスペックとプログラ
ムがいっしょに飛んでいきます。つまりどのような
言語でも向うで実行できる。考えてみれば非常に恐
ろしい言語なんです。それで、アメリカの場合には、
そのような先駆的な研究から商売を生み出すような
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ところがある。それに対して日本の場合には、研究
として見ても、先駆的な本人自身でも、必ずしも最
後までやっていないところがあります。それを考え
ますと、どうも研究者というのは世の中と隔絶した
ように言われることがあるんですけれども、決して
そんなことはない。研究というのは本当に社会的な
活動だと思います。 

 
（１２） 
 
人間は自分の姿を直接認識することができない。
物理的な姿を見るためにも鏡が要る。社会的に自己
認知をするためには、社会の鏡に反映させて、自分
というものを認識する。そこで、社会から全く反応
がないとすると、研究としては進みません。今も二
つだけ事例を紹介しましたが、私は日本でも先進的
なアイデアがあると思います。研究としては、それ
こそ論文として残っています。そのような例を探っ
て、いろんな方にお話を伺ってみますと、周囲から
適切な反応がないと、研究が進まなくなる。新しい
アイデアがあっても、その本人すら研究続行しない
ということがあります。ご紹介した二つの例は、論
文が後に残るような研究ですが、アイデアだけで論
文として残らなかったような事例は、もっと沢山あ
るのではないか。このように考えますと、周囲の反
応、社会からのフィードバックというのはとても重
要だといえる。 

 
（１３） 
 
先程からご紹介しているように、私も最近になっ
てから慌てて古い資料を集めております。実は、な
かなかうまく集まりません。冒頭でご紹介したＪＵ
ＮＥＴの地図は、ｂｉｔ誌に掲載されたものですか
ら、図書館に残っていたわけです。先ほどの図は、
実際に早稲田の図書館でコピーを作って、それを見
て書いたのです。私が昔から覚えていたわけではあ
りません。これに限らず、ネットワークの世界では、
古文書というのが殆ど残っていないのです。この点
には非常に注意する必要があります。例えば、私は
学生の卒論の指導の中で、そんな参考書なんて読ん
だってだめだ、インターネットのことはインターネ
ットで調べろ。という調子で言います。夏休みぐら
いに、先生ここに載っていましたというので、よし
ＯＫとなるわけですね。ところが、お正月くらいに
なってから、その学生が、いざ卒論の中に参考文献
として記述しようとすると、真っ青になって、先生

以前のページがありませんと。だから夏休みのうち
に、そういう学生にはＭＯ、今年はＤＶＤも購入し
ましたが、必要なページは全部これにコピーして持
っておくようにというわけです。従来の図書館であ
りますと、だいたい理工系の本というのは初版でも、
１６５０部くらい印刷すると思うのです。詳しくは
出版社の人に聞くべきですが、それだけの部数が各
地の図書館に染み込んでいるわけです。従って書籍
が物理的に残っているのですが、ネットの方は新し
い情報は溢れているのに、古いページはリンクが切
られたら最後、それ以上の探求はできません。文字
通り発掘するような努力が必要になってしまう。 

 
今は朝日新聞の雑誌の編集長である服部桂さんは、
本もよくお書きになる方ですが、彼が、昔の話を取
材している時に、ＪＵＮＥＴの始まったころの写真
がありませんかと言われました。そんな写真は無い
わけですね。ＪＵＮＥＴの解散した時の写真という
のはあるんですけど、発足式は写真がない。ところ
が他の分野を見ると、これが原子力の最初とか、こ
れが宇宙の何ロケットとか、何か日本で最初となる
と写真や記録があります。こんなロケットあげたぞ
なんて時には、ちゃんと関係者の写真も残っている
んです。今日も土屋先生が絶対記録取るんだと言わ
れて、いろいろ配置されてるようですけれども、こ
れは重要です。こういう会合でも、あの時には盛り
上がったんだ、と言ってもずっと後になって「え、
本当ですか」なんてことになります。記録は非常に
重要です。ネットの人は自分たちが情報発信源だと
思っているのか、その客観的に残すという努力がち
ょっと不足しています。こんなに証拠が無い分野は
他には無い、と言われてしまいました。昔話が書き
にくくて仕方がない、というわけです。これは朝日
新聞の他にもですね、ヤフージャパンの方、それか
ら最近はアスキーの方にも指摘されました。 

 
ヨーロッパでは、さすがにその社会学というので
しょうか伝統というのでしょうか、今の日本の変化
をちゃんと記録しようと言う事で研究者が乗り込ん
できています。今日は、国際的なゲストは現れない
かもしれませんけれども、皆さんのところにもいろ
んな方が訪問していると思います。結局、日本社会
というのは今非常に世界的にも面白い、大変化の観
測対象だと思うのです。けれども日本人自身がです
ね、どうも昔からおみこし担ぐ時はみんなで担いじ
ゃおう、みたいなところがあります。その横で、冷
静に記録を取っている人が少ないという気が致しま
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す。これは反省しなければいけない。私はよく学校
教育関係の方に申し上げています。非常に大変なの
は分かる。死にそうなのも、その通りでしょう。そ
ういう忙しい人でも、毎日一行でもいいから日記を
つけといてください、というわけです。 

 
（１４） 
 
先ほどから、私が紹介してきた昔の話も、記憶だ
けに頼るのはとても大変です。古い資料の例をご覧
にいれます。これは、日本で一番初めにウェブを立
ち上げた組織、実は文部省の高エネルギー研究所で
す。今は研究機構と名前が変わったようですが、そ
の最初のウェブが１台、それから４台というふうに
推移しているわけです。こういう資料、実はこのグ
ラフも復元図であります。NTTのウェブを立ち上げ
た方々（坂本さん、佐藤さん、高田さん）に昔の図
をもらいまして逆に書き起こしたものであります。
今みんなウェブウェブと騒いでますけれども、１９
９４年くらいには日本のサーバーというのは２０台
くらいだという図であります。このスライドは、古
い資料の例ということで、ご紹介しました。（１５） 

 
もう一つのグラフは、先ほどの電子喧嘩にも関係
があります。先ほどからメールにちょっと拘ってい
ます。このグラフはメールを受け取った人が何時間
後に返事を書くかという統計なのです。この統計は
古いもので、９３年くらいです。これを見ますと、
２４時間後とか４８時間後にちょっと飛び出してい
るのですが、全体としては急峻にカーブが下がりま
す。この手の分布は、よく指数分布になるといわれ
ています。いわゆるサービス分布です。ところが、
この実例のグラフがフィットするのは負の２項分布
ということになりました。この詳細には立ち入りま
せんが。非常に急峻に下がります。皆さん、メール
を読むとすぐ返事を書くわけです。その実例は、皆
さんもご経験の通りであります。この４８時間後か
ら後はあまり返事がありません。つまり、教訓とし
てはメールを受け取ってから二日以内にメール書き
ましょう。こうなります。こういうことを大学で一
年生に言うと、すぐ一年生から質問のメールが来ま
す。私はそれに二日以内に答えなきゃいけない。私
は自分で自分の首を絞めているんです。 

 
（１６） 
 
もう一つ数値を出します。どうやら、２０対３と

いう比率があります。これも電子メールなのですが、
ある相手に２０通を出して、３通の返事が返るとい
うのが限界の比率です。これ以下になりますと、音
信不通ではないですが、ダメです。一般に日本に限
らず、アジアの諸国では、公式になればなるほど自
分の一存では答えられない。返事を書くためには、
委員会を開かなければならないことがあります。実
際にメールを２０通くらいもらって、返事が３通く
らいしか出せないことがあります。この比率を下回
りますと、お互いに意志の疎通がダメだと判定する
ようです。それで、メールをもらったよと、必ず確
認を出せと私は学生に言っているんです。お互いに
確認ばかりですと、ヤギさんの郵便のように、メー
ルもらった、それをもらった、のようになって、ど
うもおかしいですが。普通は、日本人も含めて返事
を出さない方が多いので、これは強調しておきたい
と思います。 

 
（１７） 
 
そろそろ終了すべき時間ですので、最後のところ
だけは、抜けないように説明しておきたいと思いま
す。本来は、大事なことを先に言ったほうが良いん
で、大事なものを最後に言うのはいけないですね。
ここにいらっしゃるような方々はオピニオンリーダ
ー、つまり指導者的な立場にいると思うのです。先
程から申し上げている通りに、人間社会というのは
急激な変化が出来ません。これは考えてみれば当た
り前です。非常に先進的な人々が社会から離れ始め
ますと、どんどんと距離がひらいてしまいます。そ
ういうのはどう考えても安定な社会とは言えません。
人間社会というのは、安定機構が備わっています。
つまりスタビライザーというのが、最初から組み込
まれておりまして、先進的な動きには自動的にブレ
ーキがかかる。いろんな方法でブレーキがかかりま
す。例えば、有名になって取材が多くなると、これ
は宣伝になると思う方もいるでしょうが、プロジェ
クトにとって、一般的には自動的なスタビライザー
になります。マスコミの人はそういう意識をしてい
るかどうか分かりませんけれども。よく出版社の人
に言うのです。本屋さんというのは、忙しい人に執
筆を頼むのだから、社会をより不安定にしていると。
それで出版社の人から、「そん事を言っても、暇な人
に執筆を頼む本屋がどこにいますか」と言われてし
まうわけです。皆さんも各種の執筆で大変な方が多
いと思います。 
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（１８） 
 
この図は野島さんの研究成果から、図をスキャナ
ーで取りこみました。ちょっとボケていますので、
ご本人は不満足かもしれません。社会の中で先進的
な人がいる。社会が小さい時はそれでいいんですが、
社会の規模が大きくなった時には、うまく三層の構
造を構成しないと安定になりません。その中間層を
ブローカーといっています。あるいは野島さんの用
語ではゲートキーパーとも呼んでいました。その真
中の層が重要だという指摘です。そういうところを
意識しませんと、いつまでも自分一人で頑張ること
になります。あるいは自分たちだけで頑張ることに
なります。会場にいらっしゃるような先生方は、真
面目なので、そういう傾向があります。それでは、
先ほどもいいました通り、コンピュータにはかない
ません。コンピュータに人力で立ち向かおうとする
と無理になります。また人力の方も、孤軍奮闘は避
けた方が良いのです。この辺を具体的にどう進める
かという作戦は、この後の討論でもあると思います。 

 
（１９） 
 
そろそろ本当に終了時間であります。この２－８
の法則を最後にご紹介します。法則というほど立派
ではないのですが、会社では２割の人が全体の仕事
をこなしているというふうに言われています。これ
は人間社会だけでなく、昆虫もそうだと、いろんな
研究があるようです。私はさらにこれを、情報通信
時代においては、２－８の二乗というのを唱えてお
ります。つまり２０パーセントのまた２割ですね。
ですから４パーセントです。インターネットではだ
いたい４パーセントの人が全体の９６パーセントの
面倒を見ているというのが私の感想であります。し
たがって皆さん方、どうか無理をなさらずに、また
自分達だけでやるというのは所詮無理があります。
ですから適切に社会全体が動くような作戦を立てて
頂きたい。今日ここにいらっしゃるような指導的立
場の方々、もちろん、皆さんは世の中で尊敬されて
いるるのですが、そのまま行くのは、なかなか難し
い問題があります。私の話が皆さんのお役にたった
かどうか、一応私の経験に基づきまして、私なりに
教訓といえるかなと思ったことを、後の討論の材料
にしていただければと思います。私の話は以上で終
わらせていただきます。どうもありがとうございま
した。 
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1

日本における
インターネットの
歴史と教訓

１９９９年１１月２８日

後藤 滋樹

早稲田大学理工学部
2

１．ヒューマンネットワークが重要

ＪＵＮＥＴ （bit １９８６年臨時増刊７月 p.325）

図書館情報大学

筑波大学

ＫＤＤ研

理化学研究所

東京大学

東京工業大学

上智大学

長野大学

ＮＴＴ通研

慶応義塾大学

東北大学

山梨大学

静岡大学

京都大学

大阪大学

津田塾大学

九州大学

 

3

ネットワークと人間社会

神様  →  人間  →  コンピュータ   △
                会社  →  コンピュータ   ◎
        人間社会  →  ネットワーク   ○

横須賀

ＶＴ１００

ＤＥＣ ２０

武蔵野

4

２．疲れを知らないコンピュータ
=== Mon Oct 20 23:04:05 JST 1986 ===
wanted CONNECT ¥015¥012ATDT000118007001
234¥015¥015¥012RRING¥015¥012¥015¥012CON
NECTgot that
send ¥r
RETURN
wanted ogin:  2400¥015¥012{u!^?{kO¥015¥
012¥015¥012StanF¥033¥011¥0364m¥0273 BSD
 UNIX (Shast!)¥004¥012¥015¥015¥012¥0151
ogin:got that
send login  

5

ノイズを除いた記録
=== Mon Oct 20 23:04:05 JST 1986 ===
wanted CONNECT                 ATDT000118007001
234                        RRING                                CON
NECTgot that
send ¥r
RETURN
wanted ogin:  2400
                    StanF¥033¥011¥036        ４m    3 BSD
 UNIX (Shast!)
ogin:got that
send login 6

wanted assword:  ^?{i]^?{^?{ok^?{^?{^?{
^?{¥015¥012^?{¥015¥012¥015¥012Stanford
4.3 BSD UNIX (Shasta)¥015¥012¥015¥015¥0
12¥015login: g#^?{^?^?{]I^?^?{^?{i]^?{^
?{^?{q¥013/}^?{^?{?;^?oks¥027^?{s¥027^?
{9Z¥lq¥005^?{7¥0136.Kv{S7^?uuntmi}RJyxD
/7yPassword:got that
send password
uucp Shasta (10/20-23:02-8338) SUCCEEDED
uucp Shasta (10/23-23:04-8338) TIMEOUT

 

7

wanted assword:
                                                           Stanford
4.3 BSD UNIX (Shasta)
            login:

                                                     uuntmi}RJyxD
    Password:got that
send password
uucp Shasta (10/20-23:02-8338) SUCCEEDED
uucp Shasta (10/23-23:04-8338) TIMEOUT

人間はコンピュータには敵わない WWW6

３．電子喧嘩の驚きと感動
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Ｂｙ 野島久雄  
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9

喧嘩ができる優れたメディア

• 電子喧嘩は「しつこい」

私自身も経験：

細いチャネルでは大声になる

• 電子メールは感動も伝わる

→ 集中ディスカッション 10

４．商用への感覚は
米国でも欠如

• ＡＲＰＡｎｅｔ、ＮＳＦｎｅｔ

商用禁止（ＡＵＰ： acceptable use policy）

• ベンチャービジネスの本場、米国でも商用

の発想は長らく欠如していた

• 社会の発展過程ではジャンプが起きない

 

11

５．新奇の試みと手応え

• 日本は「後追い」であるという非難

事実はやや複雑

米国に比肩できる先駆的な研究あり

• WWW (HTTP), Gopher // avenue

• Java // 遠隔実行言語

ＯＫ

12

研究も社会的な活動

• 人間は自らの姿を直接に認識できない

• 社会は鏡の役割を果たす

研究者も俗世間と隔絶していない

• 周囲から反応がないと、研究を止

めてしまう
 

13

６．インターネット博物館の必要性

誰が記録をしているのか

これほど古文書が残らない分野も珍しい

朝日新聞・服部桂氏の嘆き

ヨーロッパから研究者が日本に乗り込む

変化する日本社会は絶好の対象

日記をつけるのも一案
WWW6

W W W  Servers in Japan
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Ｂｙ 坂本、佐藤、佐藤 

15

７．電子メールの返事は４８時間以内

２４ ４８

16

２０：３ の比率では落第

• 返事をするために委員会を開いてい

たのでは間に合わない

• 確認の返事だけは出すようにしたい

沈黙は何も意味しない

説明しないのは不気味だ
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17

社会にはスタビライザが
組み込まれている

• 人間社会は急激な変化ができない

• 先進的な人が独走すると、不安定な

社会となる

• 変革には自動的にブレーキが作用

８．社会の変化と孤立

18

重要な中間層の役割

ゲートキーパ

 

19

２：８の法則

• 会社では、２割の人が全体の８割

の仕事をこなしている。

• ２：８の二乗法則

インターネットでは４％の人が、

社会の９６％の面倒を見ている。
20

FIN

 



 

 17 

２ 「情報倫理と教育」 
 
越智 貢（広島大学） 
 
司会： 
 
それでは続きまして次の講演に移りたいと思います。次の講演の方はタイトル 
が「情報倫理と教育」ということで広島大学の越智貢先生の方にお願いしたい 
と思っています。越智先生よろしくおねがいします。 
 
（会場拍手） 
 
越智： 
 
おはようございます。絶対に時間を守らなければならないというふうに言われていますのでさっそく話には
いらさせて頂きたいと思います。 

 
「情報倫理と教育」ということで特に先生方ご存知のようにまもなく情報モラルの教育というのが始まる訳
ですけれどもそれを巡る問題というのを少しお話させて頂くという事になると思います。私は、趣味で学校が
好きなものですから、よく学校に行って授業を見たりしまして現場の先生方とも親しくして頂いてるんですが、
最近どの学校でも先生方あまり元気が無くて元気が出ないような状況というのがまあたくさんあるわけです。
けれどもここにいらっしゃる先生方はそうじゃないんだなと感じます。まあこういう活気が大切なんでしょう
ね。「これから学校を建て直す」なんて言い方をしたら不味いのかもしれませんけれども、これからの教育を支
えるのはおそらく先生方の団結、熱気であろうという、そういう気持ちが先ほどの講演を聞かせて頂いて致し
ました。４０分ほどの短い時間ですので、通常私達が話す時９０分くらい話す訳ですが、舌足らずなことにな
るだろうと思いますけれども、なんとか４０分でお話していきたいと思います。趣旨はレジュメに書いてあり
ますとおりのことです。「情報モラル」だけでは駄目だというお話になるはずです。あのレジュメ、レジュメと
も言えないようなレジュメですけれども、少しこと分けて何というか別の角度から少し理屈を交えたお話にし
たいと思います。 

 
で、中身はこういうことになります。簡単に、言わずもがなのことですけれども情報倫理のことを振りかえ
ってみて「情報モラル」というのがどういうところから出てきたのかを確認してその性格を取り出して、決し
てモラル一般という形で「情報モラル」を理解することは出来ないんだというお話になると思います。そこか
ら情報モラルの、「高さ」というのは変ですけれども、その程度のお話をして、最後にどの程度の効力があるの
かなとそういうお話で進むのではないかと思います。 

 
情報倫理という言葉がいつ出てきたのかを振り返りたい訳ですが、たいていの方々はここにいらっしゃる先
生方もおそらく情報倫理ということが身近になったのは４年前、直接はおそらくネチケットガイドライン(東金
の高橋先生が訳しておられますよね)、そのガイドラインがでてきてそれを後追いするかのように次の年に電子
ネットワーク協議会が「ルールアンドマナー集」、あるいは「プロバイダーの倫理綱領」というのを発表する訳
ですね。これをきっかけとして、覚えている方も多いと思いますけれども、モラル論争というんでしょうか、
電子ネットワーク協議会対それに対立する側の論争が、電子ネットワークの中でですけれども繰り広げられた
という、そういうことも御記憶の方も多いと思います。ですが実はもっと前からモラルの問題というのは随分
さかんに議論されておりました。ただそのころには情報倫理、あるいはその元にあった「インフォメーション
エシックス」なんて言葉が無かった時代です。まあ 90 年代くらいまではその情報倫理という言葉はなかった
わけですけれども、もうすでにそのころからモラルの問題というのは注目されておりました。ただしアカデミ
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ズムのなかではありません。「コンピュータークライム」あるいは「コンピュータ犯罪」がインターネット時代
以前の閉ざされたネットワーク時代にもかなり起きていましたので、それに対処する為に法律を作ってみたり
あるいは技術でなんとかしようとしてみたりするわけですが、現在と同じようにうまくいかない訳です。必ず
法律には限界がある。だいたい法律というのはすぐ、すぐに時間的に対処できるような体制になっておりませ
んのでどうしても後追いになってしまう。技術も同じで、どうしても技術が、あたらしい技術が出来るとそれ
に対するさらにそれを乗り越えるようなそういう別のプラグのもとになるような技術というのが出てきて同じ
ことが行われる。最終的にはモラルだというので、８０年代にも(まあこれは日本ではなくてアメリカですけれ
ども)特に工学系の学生に対してモラル教育というのが盛んに行われていた訳です。そのころどういう呼び方を
していたかというと、「情報倫理」という言葉ではありませんでした。アメリカでは「コンピューターエシック
ス」という言葉が、これ１９８０年代というふうにかいておきましたけれども正確に言いますとその書名が現
れたのがその半ば、１９８５年です。まだインターネットが普及するずっと前の話です。９０年代に入って、
皆さんご存知のように、プロバイダーが出てきて(まあアメリカですけれども)はじめに出てきてどっとユーザ
ーが増えます。そのころからインフォメーションエシックスという言葉でネットワークの色々なプラグが議論
されるようになりました。「情報倫理」という言葉は、その後おそらく」インフォメーションエシックス」の訳
語として定着した言葉だと考えて良い訳です。 

 
さらに「情報モラル」という言葉が去年の１２月、新学習指導要領のなかで打ち上げられる訳ですが、この
情報モラルというのはそういう「インフォメーションエシックス」とか「コンピューターエシックス」とかは、
歴史の中にあるかというとそうではなくて、実は文部省の周辺から出てきた言葉です。もうちょっと中身を言
いますと、本当はさっき電子ネットワーク協議会の「倫理綱領」のお話しましたけれどもだいたいそのころか
ら文部省の周辺では特に中教審とかですね、そういう審議会のあたりでは「情報モラル」という言葉が使われ
始めていました。それが一つの形になりまして新学習指導要領のなかにはいっていたという訳です。ただ先生
方ご存知のように、その「情報モラル」という言葉は随分普及しましたけれども、その中身というのは意外に
ハッキリしておりません。学習指導要領のなかでも定義のようなものはほとんど見当たりません。非常に大事
だということがうたわれるばかりで、その中身というのはそれほどふれられていないんですね。もちろん著作
権が大事だとか知的所有権が大事だとか、あるいは人権、プライバシーの権利をちゃんとしなきゃいけないと
かそういうことは書いてはある訳ですけれども、そう明確に規定してはいません。中学校でも当然そうですが、
高校でも「情報A、B、C」とありますけれども、いずれを見てもそれほど明確な形で書かれてはいない。ただ
言えるのはその学校の中に二つのモラルというものが混在する、あるいは共存と言っていいのかわかりません
が、まあ並存するということです。もちろんその二つは比較できないほど違う訳です。例えば「道徳教育」、「道
徳の時間」というのは、先生方ご存知のように、昭和３３年に特設されて今日に至る訳ですが、小学校中学校、
週に１時間、ちゃんと確保されている訳ですけれども、情報モラルというのはご存知のように中学校だったら
技術のあるその小さな少ない時間の中で行われますし、高校でも教科の中で部分的に行われるだけです。ただ、
昭和３３年ですから(１９５８年になるのかな)、１９５８年から４０年後に新たなモラル教育が行われるとい
うこと、しかもトップダウンで行われるということ、これはある意味でとてもセンセーショナルなことのよう
な気が私は致します。 

 
さて以上の点で、いわゆる道徳教育は、情報モラル教育とは違う訳ですけども、もうちょっと違うのではな
いかというお話をすることになるんだろうと思いますが、その「情報モラル」は先程も言いました通り、そん
なにはっきりしていないのです。３年か４年前から情報モラルというのがいろんなところで公的に、オフィシ
ャルに語られはしますけれども、その中にもすこしづつ揺れているというか、変わってきています。現在でも
そろそろ指導書がでてきてそこでは定義がなされるのだというようなお話も耳にはしていますけれども、少な
くとも現時点でははっきりしたものはないだろうと断言していいんじゃないかと思います。ただ、文部省につ
いて言いますと、大学、つまり高等教育では情報倫理という言葉を使っています。初等中等教育に限ってその
情報モラルという言葉を使うわけですね。ですからおそらくは情報倫理、特に初等中等段階における情報倫理
というものを念頭においている、それは確かであろうと思います。ですからここではお話を簡単にするために
その情報モラルを直接議論するのではなくて、ちょっと斜めから、情報論理の分析からお話をすすめていきた
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いと思います。情報倫理の一般的な定義というのがすでにたくさんあります。もちろんこれは高等教育、一般
社会、企業等においてですけれども、例えば高等教育で私立大学情報教育協議会というのがございますが、そ
の中で情報倫理の定義というのが試みられている訳です。南山大学の後藤先生がこれに関与していらっしゃい
ますからよくご存知だと思いますけれども、その中では(今年改訂するというお話らしいですので、この文言が
残っているかどうか分かりませんが)「情報化社会において我々が社会生活を営む上で他人の権利との衝突を避
けるべく各個人が最低限守るべきルールである」とそういう定義がなされています。これが正解だというので
はなくて、多くの組織で行われている定義というのは大体これと似たりよったりです。こういう方針のもとに、
いろいろなガイドライン、あるいは綱領に類したものが作られていると、そういう状況になっているんだと思
います。 

 
まあ何を持ってきてもいいんですが、私の大学にも３年ほど前からそういうガイドラインがあります。「ネッ
トワーク市民の手引き」というふうに書いてあるんですが、まあどこのでもいいんですけれども、これが別に
優れている訳ではないんですが、これを使うとうちの学長が喜ぶものですから、これ使わせてもらいます。た
しかこれはインターネットで流してあるんだってことなんで、今日は土曜日だから学長は見てませんね、みて
ないかもしれませんけれどもこれを使いましょう、部分的にちょっと。綱領に違反する行為と、いわゆるその
ネチケットですが公序良俗に違反する行為、それから、教育機関から禁止された行為とそういう分け方で書か
れているのですが、例えば綱領に違反する行為は、これは言わずもがなですけれども、先生方ご存知の事柄が
挙げられております。もう少し本当は説明がある訳ですけれども、中身をピックアップすれば、無権限アクセ
スとかですね、それから情報破壊、ウイルス配布、それから猥褻公開ですね、猥褻画像などの公開、それから
人権の侵害、それからプライバシーの侵害それから知的所有権を侵害してはいけないと等々のことが書いてあ
ります。これはどこでも同じようなものです。公序良俗に違反する行為としては例えば匿名的な発言をしては
いけないとか、他人の名前をかたってはいけないとかですね。あるいは真実でない情報を流してはいけないと
か、まあチェーンメールを送ってはいけないとか、猥褻情報、アダルトサイトへリンクを張ってはいけないと
か、あるいはメーリングリストの問題、それからメール爆弾の問題ですね。それから更には、他人のファイル
をのぞいちゃいけないとかですね、そういうことが書いてある訳です。こういうものを称して高等教育ないし
は一般に学会レヴェルでの情報倫理というふうに捉えていると言っていいと思うのですけれども、こういうも
のがもし情報倫理の中身だとすると、当然のことながら情報モラルというものも今はハッキリしませんけれど
も大体こういうイメージで捉えられている、そういう風に推測する事ができます。もちろん中身はほとんど変
わる訳です。少しずつ変わっていきます。第一、インターネットが普及する前にもモラルの問題議論されてい
たという風に言いましたけれども、そのときは当然ウイルスの配布なんていう問題は起こりませんでしたし、
あるいは猥褻公開、猥褻画像の公開なんてこともいっさい私は知りません。 

 
こういうふうに歴史的に社会が動くと共に情報倫理の中身変わりますけれども、しかし、その特徴を取り出
しことができる。その特徴は内容的な特徴よりもひょっとしたら形式的な特徴というふうに言えるかも知れま
せんけれども、いろいろなガイドラインあるいは私の大学のガイドラインだけを見ても取り出せる訳ですが、
例えばこういうふうな性格をもっていると言う事ができます。まずこういう問題にしているということが言え
る。「～をしてはいけない」という形で行為のある性格に注目した倫理的な規定になっている。もう少し違った
言い方をしますと、ここでは行為が問題とされているのであって、人間性は問題とされていない、そういうこ
とが言えると思うんですね。いろんなガイドラインあるいはガイドラインの中身というのを見ますと、特定の
行為については言及してありますけれども、それを行為する人については言及していない。つまり、簡単に言
えば行為者の人柄を問題としているのではなくて、誰であろうとある特定の行為、それを問題としている。そ
の意味で「情報倫理」あるいは「情報モラル」というのは人間性の倫理ではなくて行為の倫理を目指している
というか、そういう性格をもっている。先程私立大学の情報教育協議会の定義をご紹介しましたけれども、そ
こにたしか最低限のルールという言葉があったのを覚えてらっしゃると思います。しかし、ルールというのは
これ人間のルールではなくて、人間性のルールではなくて、行為のルールです。そういうふうに行為というの
をちゃんと狙っている。そういうふうに言うことができます。しかもその行為というのは決してポジティブな
行為ではない。そういう意味でネガティブな、消極的な行為「～してはいけない」、つまり「してはいけない」
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行為がここで考えられている。しなきゃいけないこと、例えば他人を助ける事が大事だ何てそんなことが問題
とされているのではなくて他人を妨げない「～してはいけない」という消極的なそういう行為が問題とされて
いると言えます。さらにはするかしないか、ここで倫理のポイントが分かれてしまう。その場合にいやいやす
るか、あるいは、喜んでするかどうでもいいのです。するかしないか、つまり動機を問わない。結果がどこま
でも大事だとそういう性格をもっています。ここで言えるのは、喜んで行おうといやいや行おうとその価値は
同じになるということです。もうすこし違った言い方をしますと良い行為と悪くない行為というものが等価に
なっている、そういう性格をもっていると言っていいと思います。さらに、その行為の良し悪し、やっちゃい
けない行為とやって良い行為、やって許される行為との区別というか基準というか、それが私の中にはない。
私の中ではなくて私の外、例えばガイドラインとかあるいは倫理綱領とかそういう知の対象と言いますか、規
則とか知識としてあるのです。私の外部に基準があるという性格を持っています。ですから情報倫理において
は無知の善人というのはいない。例えば私達の日常のモラルの中には常に無知の善人が登場します。知的には
例えば無学だけれどもしかし良い人と言うのが登場する。しかしネットワークの中、電子ネットワークの中に
は無知の善人はいません。むしろ知らないと言う事が責任を問われることがあるようなそういう世界であるこ
と。そういう意味で知の倫理であると。そういう意味で言って良いのではないかと私は思うのです。私が見る
ところもっと大きい性格があって、これが一番大事なのではないかという気がしてなりません。それは何かと
言うと、全てここで問題になっている行為、すべてここで問題になっている消極的な行為、それは何を目指し
ているかと言うとセキュリティーを目指している。安全保障を目指している。ユーザーの安全保障、システム
の安全保障、そういう安全保障を脅かすそういう行為は実はネガティブな行為であると、そういうふうに考え
る事ができます。もちろん安全を脅かす行為といっても軽微なレヴェルから重大なレヴェルまでいろいろあり
ますけれども、そして重大なレヴェルの場合にはモラルのレヴェルの問題ではなくて法律の問題になってしま
いますけれども、ともかく安全を脅かすような迷惑の行為がここで問題になっております。しかし、翻って安
全というもの、セキュリティーというものを価値として目指す、これは非常に独特な性格を持っております。
どういうことかといいますと、通常モラルというものは、ある秩序(安全と言っても良いと思うんですが)、あ
る安定した秩序を破壊する働きもするわけです。例えば、社会変革のそのそういうその時期というものを考え
れば良い訳でありますけれども、ある社会を覆すためにあるモラルが共有されるということはしばしば起こる
訳ですが、こと情報モラルあるいは情報ネットワークの中でモラルと考えられるものに限って言いますと、セ
キュリティーの価値というものを至上の価値にしますと、社会を変革するようなそういう力を持たない。むし
ろ社会を固定してしまう。秩序を生み出すベクトルにしか働かないようなそういうモラルであるということが
出来ます。これは善し悪しの問題ではないのですけれども、少なくともこのモラルにどこまでも従う限り、電
子ネットワーク世界、電子ネットワークの中から外に出ることができません。そういうような危険性も持って
いるというふうに言う事ができるのではなかろうかと思うのです。ただ安全の倫理と言うのは電子的ネットワ
ークの中だけではなくて実は私達の日常にもたくさんあります。たとえばスポーツモラルというものがある種
のセキュリティーモラルと言う事が出来ると思います。僕たちは良い運転手とか良い歩行者とかいう言い方を
しますけれどもその場合に人間的に優れた運転手とかドライバーとか、あるいは人間的に優れた歩行者だなん
て考えていません。逆に、人間的にどんなに優れていても場合によっては良いドライバーでは有り得ないよう
な人達がいる。良いネットワークもそうです。よいネチズンと呼ばれる人は人間性豊かであるかというとそう
ではない。いや豊かな人もいるわけですけれども、豊かな故に良いネットワーカーだと言われる訳ではない。
そうではなくて情報倫理を守るからです。つまりここでは同じ、日常モラルで「良い」という言葉を使う訳で
すけれども、同じ「良い」という言葉を使っても意味が違っている。良いドライバー、良い歩行者というのは
少なくとも道路交通法を守るとそういう人を指している。つまりここで用いられている「良さ」というその言
葉は、セキュリティーというその価値を目指してその基準からとられた良さである、そういうふうに言ってい
いのだろうと思います。 

 
今お話した事はどういうことかというと、こういうことです。情報モラルというのは低い。そんなに高い事
柄が要求されているわけではない。法を守ればいいのです。しかも良い動機に基づいた行為でなくてもいい。
そういう意味ではモラルに高い低いという言い方をしていいのかどうかということはまた問題になりますけれ
ども(深い浅いという言葉の方が良いかもしれませんが)、それほど高いモラルではない。それに対して、例え
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ば、私達が日常関係している日常モラルというのは(これは当然道徳の時間というか道徳教育で追求されるべく
モラルということになりますけれども)、これは非常に高いと言っていいと思います。例えば、学習指導要領を
持ち出しても仕方ありませんが、学習指導要領の中にですね「道徳」というのがありますね。これは確か小学
校の５年生と６年生用のものだったと思いますけれども、そこには「誰に対しても思いやりの心を持ち相手の
立場にたって親切にする」なんていうことが書いてあります。まあこれが実現できるかどうかは別にして、こ
れは非常に高いモラルです。こういうものを日常モラルというのは目指している。これに比べれば情報モラル
というのは、はるかにといっては何ですけれども、かなり低いところにあるといっていいのだろうと思うので
す。今は、高いか低いかと言うところから、通常の僕らの現実のモラルと情報モラルとを突き合わせてみたわ
けですけれども、別のところから突き合わせてみるともう少し正確な違いが分かってくるのではないかと思う
のです。それは強制力と言うか抑止力というか、ある道徳的な、あるいはモラル的なモラルに適った行為をし
ている時には、まあよほどの人でない限りその抑止力ないしは強制力というものがモティベーションとして働
かないと、なかなかこうできることではない。まあそういう観点から研究する人もいる訳ですから、ちょっと
紹介しますと、いくつかそういう考え方を始めた、１９世紀なんですけれどもベンサムという人がいて、道徳
を考えている時にそのサンクションという(彼はサンクションという言葉を使う訳ですが)強制力という観点か
ら調べた人がいます。この人は４つのサンクション、強制力というものを考えた訳です。物理的なサンクショ
ン、政治的なサンクション、大衆的なサンクション、宗教的なサンクション。物理的サンクションというのは
力ずくでやらせるという、いってみれば暴力です。政治的サンクションというのは中心は法律になります。で
すから、これは権力と言っても構わない。大衆的なサンクションというのは、そういう暴力や権力でなしに、
人々が例えばどういったら良いか、世論を形成したりして行うそういうサンクションだと言っていいでしょう。
宗教的サンクションは神様です。こういうサンクションを考えたのですが、その弟子筋の人にミルという人が
いて、彼がお師匠さんのそのサンクションを見直して、こういうふうな言方をしています。ベンサムの４つの
サンクションというのは、よく見ると全部自分の外側のサンクションである。自分の外側にある、自分とは直
接関係がなくて外側から自分にやってくるようなそういう抑止力なんだ、だから、外的サンクションといって
いいだろうし、外的サンクションというものがあるんだったら当然、内的サンクションとうものがあるはずや
と。それをミルは最強のサンクションなのだと言っています。中身は何かと言うと、彼が考えたのは良心のこ
とです。そういう良心という内側からはたらく強制力と言うものがあるのではないか。それで、ミルは外的サ
ンクションと内的サンクションの関係からそのモラルの問題を議論しているわけです。これを利用しますと先
ほどの二つのモラル、日常モラルと情報モラルはこういうふうな対比ができるのではないかというふうに思う
のです。日常モラルは、先ほども言いましたとおりかなり高いところに目標を置いています。それが実現でき
るかどうかは別にして目標とするところは非常に高い。道徳的心情を問題としていますから、これは人間性を
問題としていると言って良い訳であってですから、当然のことながら外的サンクションではなくて、サンクシ
ョン論の観点から言えば内的サンクションの育成を目指している、そういうふうに言っていいわけであります。
内的サンクションが、その育成される事によって道徳的行為が取られる事になろうと、そういうふうな構図の
なかで考えられている。ところが情報モラルというのは、先程見てきました通り、行為の動機は問わないで、
結果だけで良い。しかも行為を行う人間のレヴェルも問わない。つまり行為の倫理というところだけでいいわ
けです。ですから情報モラルによってよいネットワークを作ると言う事はできない、良い人を作る事はできな
い。言い換えますと内的サンクションを育成するそういうふうなメカニズムは情報倫理や情報モラルの中には
ない。とすると当然のことながら外的サンクションに依存しなければならないわけですけれども、そうなると
非常に奇妙な事が起こってきます。ある種その違和感と言うんでしょうか、そういうものを覚えてしまう。と
いいますのはどういうことかと言いますと、一番始めにモラルというのは、インターネットの時代以前から議
論されていたのだというお話を致しましたけれども、そこで三位一体と言うのでしょうか、法律と技術とモラ
ルの組み合わせというのが注目されてきたということも指摘致しました。それはなぜかと言うと、外的サンク
ションが機能しにくいからです。外的サンクション、例えば法的なものがちゃんとトラブルを防ぐ事ができな
い、だから最後にモラルに頼るとそういう構図があったわけです。ところがそのモラルを今度は実現する為に
は、さらにその外的なサンクションを要請しなきゃいけないという。ここにはもちろんのことながら、よく問
題とされるネットワークの非対面性と言いますか、あるいはその匿名性の問題と言うのが絡んできますけれど
も、外的サンクションの不備をモラルが補うためにさらに別の外的サンクションを要請せざるをえないという
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のはこれはある意味で明らかに循環を引き起こしている訳です。こういうふうな状況にある。そこのところも
う少し詳しくお話したいのですけれどもちょっと時間がありませんので先に進みます。 

 
そうしますともし内的サンクションというものが非常に重要であるとすれば、それは情報モラルの外側、情
報モラルの外部で加工しなければならない。ということに当然のことながらなってきます。ではその外部と言
うのは何なのか。非常に荒っぽい議論ですけれども、すくなくとも今日私がお話したコンテクストで言います
と、それは日常モラル以外にはないということになるであろうはずなのです。つまり、日常モラルと情報モラ
ルの関係というのは、おそらくは情報モラルがちゃんとした効力を持つ為にはこのようになるんだろう。情報
モラルだけが独立して機能するのではなくてそれを下支えするような日常モラルみたいなものが、ある種その
効力を持っていなければならない。そういうふうにいっていいと思う訳です。これを教育の場面に置き直しま
すと、おそらくは非常に単純に図式化しておりますけれども、情報モラル教育というのは、何らかの形でいわ
ゆる道徳教育に支えられなければならない。そういうふうに言っていいだろう。これが私が今日言いたかった
事なのです。そのようなことをレジュメではあのように書いておきました。つまり、情報モラルというのは良
い人を作る事ができない。良い人をつくる、良い人をつくるのは別のものがつくる、まあここでは日常モラル
がつくるというふうに言っておりますけれども、それは良い人がいて始めてその上で成り立つモラルである、
そういうふうに考えるのが一番素直であろうと私は思います。ただし、そこまではいいのですけれども、そう
すると問題が非常にやっかいだということが分かってきます。と言いますのは、その日常モラル、支える筈の
その日常モラルというのがおかしいからです。あるいはその教育の場面で言いますと、その道徳教育というの
がちゃんと実行力をもっているかというと、どうもいろんなところでいわれますように、そしてひょっとした
ら先生方自身が感じておられるように、まあ機能不全という言い方は言い過ぎかもしれませんけれども、十分
にその効力、機能を果たしていないと言う事が出来るのではないか。とするとこれは非常に大変な事になる。
僕たちは電子ネットワークの世界でこれからその子供たちを教育するということになるわけですけれども、し
かしそのときに僕たちはどうしても電子ネットワークの方にいってしまうのですが、しかし同時に、足元と言
うのでしょうか電子ネットワークではなくて、その現実世界の中のモラルというのをやはり考えざるを得ない。
そこのところをもし置いてけぼりにしちゃうと、ひょっとすると情報モラルというのは名前だけであって、そ
れが例えばトラブルの回避とかあるいはその情報世界にその参加する為の適切な姿勢、そういうものとは結び
つかない性格のものになるという恐れがあるというよりも、その可能性の方が強いというふうに私には思えて
ならないのです。もちろんこれは警鐘の意味もありますので、そうならないことを祈ります。ですからすくな
くとも情報と言うレヴェルだけで、これからの情報教育といいことをひょっとしたらやっていってはいけない
のではないか。少なくとも論理的にはそう言えるのではないか、そういうふうに申し上げて終わる事にさせて
頂きたいと思います。今日は優秀ですね、制限時間内に終わりました。それではこれで私の話は終わりにしま
す。どうもありがとうございました。 

 
 
（会場拍手） 
 
司会：越智先生ありがとうございました。それでは休憩は持たずに次のディスカッションのほうに入ってい
きたいと思います。 
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１１：００; 教育実践報告 
「インターネットと情報倫理」 
小学校/養護学校の部 
コーディネイター 石原一彦（瀬田小学校（元平野小学校）） 
       小学校の実践報告（１） 
       小学校の実践報告（２） 
       養護学校の実践報告 
 
司会： 
 
それでは休憩は持たずに次のセッションの方に入っていきたいと思います。準備のほう進めつつ、はい、紹
介していきたいと思いますけれども。次からのセッションっていいますのは実践報告、教育実践報告、「インタ
ーネットと教育倫理」ということでその第一部は小学校・盲・聾・養護学校の部と言う事になっております。
これからはコーディネーターの方が司会をしてくださるということで私の方はコーディネーターの方にお任せ
しようと言うふうに思っています。教育実践報告のその小学校・盲・聾・養護学校の部のコーディネーターは
大津市立瀬田小学校石原一彦先生にお願いする事になっております。もう石原先生お願いしてもいいですか。
はい。では石原先生どうぞよろしくお願い致します。 

 
（会場拍手） 
 
石原： 
 
 ただいま紹介して頂きました大津市立瀬田小学校の石原です。どうかよろしくお願い致します。私のほう
は授業実践報告ということで小学校・盲・聾・養護学校の部を担当させて頂きます。どうぞよろしくお願い致
します。それでは今もセッティングしておられますが、最初の実践報告は、埼玉県にあります朝霞市立朝霞第
六小学校の宝迫先生の発表を聞いて頂きたいと思います。宝迫先生の学校は、昨年度コンピューターが導入さ
れ、ISDNに接続されて１５台のコンピューターがインターネットリーチャブルになっているという学校であ
ります。接続されたその年からインターネット上の不正な情報に対しての指導や教育上好ましくない情報に対
する指導を主にされてこられた訳なんですが、今年に入ってからは情報の発信に関する様々な課題についても
取り組んでおられるということです。小学校において具体的にどのような授業の場でその様な情報に関わる
様々な課題を解決しておられるのかということは同じ教員仲間として大変注目したいと思っております。それ
ではお待たせ致しました。早速ですけれどもこれから宝迫先生の発表をお願いしたいと思います。宝迫先生ど
うかよろしくお願いします。 

 
宝迫： 
 
 それではただいまご紹介に預かりました、埼玉県朝霞市立朝霞第 6小学校の宝迫芳人と申します。この度
は、このような場で実践報告の機会を頂き、ありがとうございます。拙い実践ではありますが、私が昨年度行
いました情報倫理の教育、授業ですね。インターネットの落とし穴について発表させて頂きます。本日受付で
配布されている事と思いますが実践報告集の方に私の原稿が載っております。もしお持ちでしたらば８０ペー
ジをご覧になりながらお聞きください。よろしくお願いします。 
 本校には昨年度１０月に１６台のコンピュータが導入されましてルーターを介して全てのパソコンからイ
ンターネットを利用できるような環境になっております。導入当初からソフトウェアの数があまりにも少なか
った為にインターネットにあるウェブページを利用した教育実践に取り組むことを考えました。はじめにイン
ターネットの入口というページを作成しまして学習に必要なリンク集、それから子供たちの作品などをそこに
貼り付けまして子供たちがウェブブラウザーを起ちあげるとそのページからインターネットに入る事が出来る
と言うような形で学習に活用するように致しました。このような学習の中で、子供たちは去年一年間を通しま
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して、インターネットを使った教育をしてきましたので、コンピュータ上にある情報を学習に活用していこう
とする態度、心構えが出来上がって、あ 
るいはまた技術が身に付いてきたということです。しかしながら、やはりこの段階ではインターネットの負
の部分ですね、陰の部分を理解するには至っておらずウェブページを含むコンピュータの活用が進むにつれて、
こういうコンピュータ上の情報をうのみにしてしまったりあるいは危険な情報、さらに学習に必要の無い情報
に手を出してしまったりという可能性が考えられました。そこでこういう現状を踏まえて情報教育が担うもの
が、こういった機器の操作の習熟だけにとどまらず、子供たち一人一人が（情報を）正確に理解し伝えたりし
ようとする態度や必要なもの、不要なものを取捨選択して正しく活用していこうとする態度を養う事を含むと
考えられる事から情報倫理の授業を行う事にしました。この点、拠り所となっているのは小学校学習指導要領
解説などに詳しく載っておりますので御参照下さい。 
 それから本校のコンピュータの活用状況については、時間の関係で割愛させて頂きます。 
 次に今回の授業に至るまでということで、今回の授業にはインターネットの情報には何らかの意図があり
全てを正しいものとして判断する事は、危険である事を子供たち一人一 
人に認識させ、インターネットを活用させる上での心構えを育てるということを目的にして授業を行いまし
た。この目的を達成する為に５つのhtml教材を作らせて頂きました。一つ一つご覧頂きたいと思います。 
 まず、インターネットの落とし穴についてということで一つ目が緊急ニュースというようなページです。
このようなページを作りました。これは地震が起こると言うような内容のもので、パニックをあおるようなそ
ういうページとして作りました。実際には嘘だと言うふうに思っていても本当だったらどうしようという、そ
んな不安がチェーンメールなど引き起こしたり、集団をパニックにおとしいれるような、そんな内容のページ
です。 
 次です、2 番目です。友達の事を教えてというようなページになっています。基本的には掲示板のような
イメージで作ったものなんですけれども、読者の投稿などで成り立っているページと考えて頂ければ良いと思
います。内容的には原稿集の方にも書いてありますけれども簡単に言うと何気ない悪口というんでしょうかね、
鬱憤ばらしを書いてしまうと、そのことでこれがインターネットに公開される事でだんだん話しが大きく展開
してしまうような、そんな内容になっています。 
 その次です。これはアンケートフォームなんですけれども、インターネット上でよく見かける懸賞付きの
アンケートです。これがすべて嘘だと言う訳ではないのですけれども、中には個人情報の収集だけを目的とす
るようなページもありまして、子供たちには名簿業者が君たちの個人情報を欲しがっているんだよ、なんて話
をしていた関係上インターネットにもこういうものがあるんだよってことで、それを教える為に作りました。 
 その次です。ちょっと名前が分かりにくいというところもあるんですが、「秘密の部屋」というページを作
りました。これについては子供たちがふれる機会も少ないと思った 
のですけれども、万が一ということで作らさせて頂きました。ここには 18 歳未満お断りと書いてあります
けれども、実際に見ている人が 18 歳だかそれ以上なのかそれ以下なのかというのはコンピュータで分かりま
せんので、だれでもが入る事が出来てしまうと言う事で注意を喚起する為に作りました。 
 最後は５つ目です。「メールを送ってね」ということで、こんなタイトルで作らせて頂きました。実際にウ
ェブページの中にはメール友達を募集するような、そういうページがかなりありますけれども、不用意にそう
いうところにメールを送る事によって後々えらく付きまとわれて困ったというような被害状況を聞いておりま
す。そんな関係でこのペー 
ジを作りました。あわせてうちの学校では、個人、子供たち一人一人にメールアドレスを配らないと言うこ
とになっておりますので、そんな関係でメールは送れないんだとということを指導するためにもこのページを
作りました。 
 このようなページを使って、授業を実際に行っていきました。授業に付いてはそちらのほうに指導案でも
載せておけば分かりやすかったと思うんですけれども、ちょっと指導案にする事ができませんで申し訳ありま
せん。こういったページを、先ずはじめに使い方に付いて説明した後に、ほぼ自由に、好きなように見せまし
た。見たあとにワークシート配って、自分で感じた事や気をつけなきゃいけないなというようなことを、各自
書かせました。そこで感じた事をもとに学級の中で話し合ってどこがどうまずいのか、どこに気をつけていっ
たら良いのか、ということを討論するような形で授業を展開してまいりました。最終的にはそういった討論を
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集約しまして、私のほうでまとめて、こんなことにも気をつけなきゃいけないねというような形で話をさせて
頂きました。 
 で、今見せました５つのページについて、これは私が作ったページであるということを先に述べておきま
した。本来ならそんなことは言わずに、「こんなページを見つけたんだけど」というような形でやるのが一番良
いかとは思ったのですが、子供たちの方がまだインターネットにふれてあまり時間がたっていないというよう
な関係もありましたしちょっと時間数的にも、この授業にあまり時間を割けないというような校内事情があり
まして、効果を先に考えて、私が作ったものだけれども皆で考えていこうね、みたいな形にしてしまいました。
ただ、そうやって話をしていったというようなこともあったんですけれども、先の悪口のページについては約
５９%の子供が、それからアンケートフォームには４７%の子供が反応しました。１８歳未満のダウンロード
というスイッチにはその言葉の意味も分からないのに、まあ６５%の子供が反応したということです。こうし
た中で、一番問題にしたのはこういうページ、どんなページにしろ注意を喚起するようなメッセージが書いて
あるにも拘わらずそれを見ずにどんどんと進んでしまう。何て言うんでしょうか、押せるところは押してみる、
そういうような傾向が子供たちにあったということで非常にコワイなと思いました。こうしたことはコンピュ
ーターを含めた様々な機器を使っていく上でも重要な問題であると考えました。と、同時に日ごろから授業に
集中したり、人の話を良く聞いたり、学習した内容を振り返ったりと言う基本的な学習態度が身に付いている
かいなかということが、その反応の仕方の差に現れたような気が致します。今回の授業を通して、現在の日本
ではインターネットの普及にともなってその利便性ばかりが取りざたされていますが、その陰には気をつけな
ければならないことがある、ということを知る事が出来たようです。この授業を行った後も、インターネット
を活用した調べ学習等を行っていますけれども、今の子供たちは授業の内容から逸脱する事も無く、またコン
ピュータだけに偏るようなことがなく、コンピュータを情報機器の一つとして活用しようとする態度が見られ
るようになっています。 
 反省および今後の課題としてなんですけれども、先程紹介の中にもありましたけれどもこの授業の実践に
付いては昨年度の実践で、今年度からは自分たちの考えた事や発表したいことをウェブページの形にまとめて
発表していこうというような取り組みを行っております。そんなようなわけで、情報発信者としての心構えと
いうものも今後は指導していく必要があるだろうなと感じております。 
 最後に今回このような場所で発表の機会を与えて下さったイ教協の皆さんはじめ関係者の皆さん、そして
今日ここにご参集の皆さんに篤く御礼を申し上げて私の研究発表を終わらせて頂きます。どうもありがとうご
ざいました。 

 
（会場拍手） 
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編集注：宝迫先生はHTML ブラウザ―を使って発表されたので、 
     編集の都合上テキスト部分を採録しました。 
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《資料一覧》《資料一覧》《資料一覧》《資料一覧》 

 

1.授業に至るまで授業に至るまで授業に至るまで授業に至るまで  

A.発端（児童の実態）発端（児童の実態）発端（児童の実態）発端（児童の実態） 
 本校には、昨年度末、校内 LAN（といってもコンピュータ室にひとまとまりになっている）でつながれ、
同時にルーターを介してインターネットにつながる 16 台のコンピュータが導入されました。導入されたソフ
トウエアが少なかった当初（今でも少ない）から、本学級の児童には、このコンピュータを使った試験的な授
業を行ってきました。具体的には、校内のコンピュータのみで使える「インターネットの入り口」というホー
ムページを作成し、その下に html教材やインターネット上のWebPageへのリンクページを作成して授業に
利用しました。そのため、本学級の子どもたちは、コンピュータ導入後の早い段階からコンピュータの使い方
に慣れ、インターネットからの情報を学習に活用しようとする態度を身に付けられたと感じています。 
 しかし、この段階では「インターネットの負の部分」については理解されておらず、インターネットの情報
を鵜呑みにしてしまったり、危険な情報や学習に必要のないページに手を出してしまう可能性が考えられまし
た。 
 また、私自身、情報教育の担うものは、情報機器に関してその使い方を習熟させ活用させるだけでなく、情
報そのものに対する態度（心構え）の育成を含めたものと解釈していましたので、情報倫理の教育が必要であ
ろうと考えていました。この点は、コンピュータの活用という範囲だけにとどまらず、日常的な指導の中で、
人の話の聴き方、本や新聞の読み方、情報の捉え方や伝え方から基本的な学習態度の育成を含めて、計画的に
学習を進める必要があると考えています。 
 今回のコンピュータ導入とそれに伴うインターネット接続により、情報機器としてコンピュータの学習をす
る環境が整いました。このような状況から、子どもたち一人一人が情報を正確に理解したり伝えたりする態度
や、必要なものと不要なものを取捨選択して正しく活用していこうとする態度を養うために、本教材を設定し
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ました。 
  

B.本校のパソコン環境と活用状況本校のパソコン環境と活用状況本校のパソコン環境と活用状況本校のパソコン環境と活用状況  
 朝霞市立朝霞第六小学校（以下本校）では、平成10年の秋頃、16台（Windows98機×15台、WindwsNT
機×1台）のパソコンが導入されました。全て、TCP/IPで職員室のWindws NT機をサーバとしてLANが組
まれており、図書室の隣のコンピュータ室に15台のWindows 98機が設置されています。 
 実際に授業で活用し始めたのは 11 月頃からですが、主にアプリケーションソフトを使ってお絵かきや学習
ソフトのゲームなどを楽しむ程度にとどまっています。 
 インターネットの利用については、html教材作成・活用を含めて私の個人的な実践でしかなかったのですが、
最近になって何人かの先生方の目にとまり、実際に授業で活用していただいたり、教材づくりについての相談
を受けるようになりました。 
 現在は、「情報教育」で市の委嘱を受け、年度内にいくつかのコンピュータ＆インターネットを使った授業実
践が予定されています。 
 

C.html教材を使った情報倫理の指導教材を使った情報倫理の指導教材を使った情報倫理の指導教材を使った情報倫理の指導 
 情報倫理というものは、本来はインターネットだけに限られるものではありません。広くは、メディアと
呼ばれる物から得る情報について、それを正しく認識し、解釈し、活用したり発信したりする際に必要な態度
（心構え）を指すものと考えています。 
 その上で、平成 13 年度の全校インターネット接続に伴って、必要になるであろうインターネットに対する
情報倫理教育の実践をどのように行っていけばよいのか、あるいは、子どもたちがそういう教育を受ける素地
をどのくらい備えているかを知る意味で、はなはだ実験的で拙いものと感じたましたが、試しに授業をやって
みることにしました。 
 まず、WebPage作成ソフトで、例となるhtml文書を作成しました。この時に、平野小学校さんのページを
参考にさせていただきました。中には本校の実状にあわせ、インターネットの決まり事を徹底するというねら
いも含んでいるので、純粋に情報倫理とは言えない部分もあります。 
 このような考えのもとに作られたWebPageを子どもたちに見せ、どのような反応があるか観察した上で、
各自の感想や注意点をワークシートにまとめさせるという形で授業を展開していきました。 
 

↑はじめにもどる 
 

2.授業の目的授業の目的授業の目的授業の目的  

 インターネットの情報には、何らかの意図があり、全てを正しいものとして判断しては危険な場合がある
ことを、子どもたち一人一人に認識させ、インターネットを活用する上での心構えを育てる 
 

↑はじめにもどる 
 

3.教材：「インターネットの落とし穴」について教材：「インターネットの落とし穴」について教材：「インターネットの落とし穴」について教材：「インターネットの落とし穴」について  

 今回は、5種類のWebPageを用意しました。以下にそれぞれのPageのねらいを示します。  
・緊急ニュース！  
 「地震が起こる」ということで、パニックをあおるような内容の Page です。うそだと思っても、本当だ
ったらどうしようという不安が、チェーンメールの発端になったり、集団をパニックに陥れたりする可能性が
あります。 
 
・友達のこと教えて  
 掲示板のようなものをイメージして作ったものです。読者の投稿などで成り立つ Page と考えていただけ
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ればわかりやすいと思います。何気ない悪口やうっぷん晴らしが、インターネットに公開されることで、大き
くなっていく可能性や思わぬ方向へ発展してしまう可能性が予想されます。 
 
・アンケート 
 インターネット上でよく見かける懸賞つきアンケートです。すべてのアンケートが「うそ」というわけで
はありませんが、中には個人情報の収集だけを目的にするようなものがあります。子どもたちへは名簿業者へ
の対策から、個人情報の漏洩を防ぐという指導をしていましたので、このPageを用意しました。 
 
・ひみつの部屋  
 実際にさわることの方が珍しいと思いますが、万が一そうしたものに出くわしたらどうするかという考え
のもとに作成しました。「18 歳未満禁止」とはなっていても、それは何の規制もないことを知り、興味本位に
こうした情報にふれることで、思わぬことに巻き込まれてしまう危険があるということを理解させるために、
このPageを用意しました。 
 
・メール送ってね  
 WebPageに書かれていることを信じて、誰かもわからない人へやたらとメールを出さないようにするため
のものである。あわせて、本校のパソコンからは、外部へメールを送れない（やろうと思えばできるのですが）
環境になっているため、そのことを指導するために作った Pageでもあります。本市では、今のところ子ども
たちにメールを使用させる予定はありません。 
 

↑はじめにもどる 
 

4.授業の内容授業の内容授業の内容授業の内容  

A.授業の流れ（２時間扱い）授業の流れ（２時間扱い）授業の流れ（２時間扱い）授業の流れ（２時間扱い）  
※指導案にしてみました 
 
時間 学習活動 指導上の留意点 備考・準備・資料など  

5 1.インターネットについて 
○今までのWebページを利用した学
習でインターネットが便利なことは
わかったと思います  

・今までの Web ページを使った学
習を思い出させる 
   

 

2.本時の学習課題の提示 
○インターネットには、たくさんの情
報があってとても便利だけれど、気を
つけなくてはならないこともありま
す。今日は、先生が作った教材を見な
がら、こんなページに出会ってしまっ
たらどうしたらよいのか考えてみま
しょう。  

5 
  
  
  
  
  
  
  
  
5 
  
  
  
  

 
いろいろなWebページを見て、気
をつけなければいけないことを考え
よう  

 

  
  
  
  
  
  
・課題を明示し、学習の方向性を見
失わないようにさせる 
  
・教師用のコンピュータで操作手順
を教える 
・見方だけ教えて詳しい内容には触
れないようにする 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
・html教材 
「インターネットの落と
し穴」 
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30 
  
  
  
  
5 

3.教材の見方（操作）についての説
明 
 
  
  
  
4.html 教材「インターネットの落
とし穴」を見て、感じたことや気をつ
けなければいけないと思うことを書
く 
○Web ページを見て、感じたことや
気をつけなければいけないと思うこ
とをワークシートに書きましょう  

5.感じたことを発表する 
○Web を見てワークシートに書いた
ことを発表しましょう  

  
・ワークシートを用意し、感じたこ
とをまとめさせる 
  
・Webの内容についての質問には答
えないようにする 
・事前にワークシートをチェックし
て、発表者を決めておく  

  
・ワークシート  

15 
  
  
  
  

20 

6.感想をもとに気をつけなくては
ならないと思うことを話し合う 
○みんなの感想から、こうした Web
ページを見たときに気をつけなけれ
ばならないことを話し合おう  

7.Webページを見る上で、気をつけ
なくてはならないことについて説明
を聞く  
○Web ページから得られる情報に
は、気をつけなくてはならないことが
あります  

  
  
・ワークシートに書いたことを発表
させる 
  
・各自の反応を振り返らせながら聞
くようにさせる  

 

5 8.まとめる 
○学習を終えて、わかったこと感じた
ことなどをワークシートにまとめま
しょう  

・最後に学習を終えた感想をワーク
シートにまとめさせる 
・ワークシートに書かれたことを発
表させる  

 

B.子どもの反応及び変容子どもの反応及び変容子どもの反応及び変容子どもの反応及び変容 
 もともと、上記の教材が私の作ったものであることを伝えていたので、はなから信用している者はいませ
んでした。【A男、B男、C男、D女、E女、F女】（そのことが気軽に反応していた理由になっていたと思い
ます）ワークシートにも「うそっぽい」とか「信じられない」とか「あやしい」という記述が多く見られまし
た。中には、自分が一人で見たことを想定して、だまされないように気をつけなければならないと書いている
子もいました。 
 悪口のページには、2０名（約59％）の児童が興味を示しました。アンケートフォームでは、16名（約4７％）
の子どもがアンケートを送ろうとしました。また、「ダウンロード」というスイッチには、その言葉の意味を理
解していないのに2２名（約65％）の子どもが反応しました。中にはメールを送ろうとしてメールソフトを立
ち上げてしまい、どうにもならなくなって助けを求める児童もいました。（メールの設定をしてないので、実際
には送れないのですが） 
 こうした中で一番問題に感じたのは、アンケートフォームにしろ、メールにしろ、ダウンロードにしろ、そ
の記述や注意を喚起するメッセージを見ないで次々と押してしまう傾向があったことです。これは、コンピュ
ータを含めた様々な機器使っていく上でも重大な問題であると感じました。と同時に、日頃から授業に集中し
たり、人の話をよく聞いたり、学習した内容を振り返ったりという基本的な学習態度が身に付いているか否か
によって、反応のしかたに差が出てしまったことがわかりました。 
 授業を終えて、数人の子どもが私の所にかけよってきて、「自分が（個人的に自宅のコンピュータから）出し
たメールは誰にも読まれないのか」と聞いてきました。私は、「絶対に読まれないということはない」と話すと、
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自分のメールが知らない人に読まれてしまうなんて信じられないという様子でした。  
 今回の授業を通して、現在の日本では、急速なインターネットの普及にともない、その利便性ばかりがや
たらに取りざたされていますが、その陰には忘れてはならない問題があることを知ることができたようです。 
 子どもたちにとっては、初めて聞くことばかりでショックが大きかったと思いますが、皆一様に、気をつけ
ていきたいと感想を述べてくれました。その後も、インターネットを活用した調べ学習などを行っていますが、
授業の内容から逸脱することもなく、また、コンピュータだけに群がるようなこともなく、コンピュータを情
報機器の一つとして活用しようとする態度が見られるようになっています。時には、ある個人を中傷する
WebPageを発見した児童が、「この人は、悪いことをしている」と報告してくれることもあります。 
 

C.反省及び今後の課題反省及び今後の課題反省及び今後の課題反省及び今後の課題 
 今回取り上げたものは、比較的わかりやすいものばかりでした。今後は、少し判断の難しいものに対する
対応も考えさせる必要があるのではないかと感じています。また、今後子どもたちがWebPageを作成するこ
とになれば、情報を発信する側になるので、情報発信者としての態度（心構え）についても考えさせる必要が
あると考えています。 
 この授業を通して、日常の学校生活に必要な「聞く話す見る」態度を養っておくことが、情報教育において
とても重要なことであるということを感じました。これは、情報機器を活用するという以前の問題であり、本
来学習者の心構えとして大切なものであると感じます。その意味では、情報教育とは言っても今までの指導の
延長線上にあり、その方向性としては何らか変わるものではないということがよくわかりました。あわせて、
「子どもの思うがまま」という教育の姿勢が本当に正しいのか、という問題を提起しているようにも思いまし
た。  
 今後は、こうした授業をより多くの先生方に実践していただき、子どもたちに情報とそれを伝えるメディ
アに対する接し方を学習させていく必要があると感じました。 
 

↑はじめにもどる 
 
《資料一覧》  

1. 【教材】緊急ニュース！  
2. 【教材】友達のこと教えて  
3. 【教材】アンケート  
4. 【教材】ひみつの部屋  
5. 【教材】メール送ってね  
6. 【反応】A男  
7. 【反応】B男  
8. 【反応】C男  
9. 【反応】D女  
10. 【反応】E女  
11. 【反応】F女  

↑はじめにもどる 
 
企画・制作：宝迫 芳人  
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石原： 
 
 どうもありがとうございました。質疑応答に移
らせて頂きます前に一つ連絡させて頂きます。今回
の各報告ごとに用意している質疑応答の時間は５分
間しかございません。そこで十分議論が出来るかど
うか自信がありませんので、もしこの場で論議でき
なかった問題についてはメーリングリスト等でさら
に継続して論議を深めていきたいと思います。そこ
でインターネットと教育研究協議会のウェブページ
がつい２、３日前から立ち上がり始めております。
これがURLになっております。「www.k12.gr.jp。」
こちらのほうに我々イン 
ターネットと教育研究協議会の情報を集約してま
いりたいと思いますのでこちらのほうアクセスして
頂いて、協議会の倫理部会で開設しているML倫理
というメーリングリストを設定しますので、入会方
法などもここにアップしますのでここをチェックし
て頂けるとありがたいと思います。お手元の予稿集
のｐｄｆファイルもすべてこちらに公開されており
ますのでもう一部欲しいという方はそちらのほうの
ｐｄｆファイルをダウンロードして頂いてお手持ち
のプリンターで印刷して頂いたら大変ありがたく存
じます。 
 それでは今の宝迫先生の御提案に対して質問、
意見のおありの方、もしおられましたら会場のもの
がマイ 
クをお持ちしますので挙手をお願いいたしたいと
思います。いかがでしょうか。 

 
質問： 
 
 茨城県のインターネットシティー支援事業とい
うので委託を受けてやっております有限会社電脳組
という 
ものなんですけれども、この授業実践は具体的に
何年生を対象に行われたのでしょうか。 

 
宝迫： 
 
 行った学年は５年生です。教材としてはそうで
すね、３、４年生辺りからインターネットを使った
調べ学習等行っておりますので、そのくらい、４年
生より上くらいの学年にはこういう教材でできるか
なということで作らせて頂きました。 

 

石原： 
 
 それでは他のご意見や御質問ありましたら挙手
お願い致します。 

 
質問： 
 
 京都女子大学の水野と申します。それぐらいの
子供ですと親がちょうど３０代後半くらいから４０
代くらいまでで、仕事でパソコン使っている人が多
いので子供によっては非常に経験があったりするわ
けですが、ふつうはまあ使っているだけなのでその
辺の家庭における経験の種類とかレヴェルの差と言
うのを授業においてどのように考えておられるのか
お聞きしたいと思うのですが。 

 
宝迫： 
 
 幸か不幸かなんですけれども、うちの学校では
あまり家庭にコンピュータが普及しておらず、家で
自由にインターネット使える環境にある子が殆どお
りません。学年でそういう子が１人とか２人とかそ
ういうレヴェルでして、うちのクラスにはおりませ
ん。そんな関係で、あまりその辺は意識しないで作
ってはいるんですが、今後そういった家でもコンピ
ュータが使えるという子が増えるとなれば、やはり
そういったところも考えながら作っていかなければ
ならないと考えております。ただこういう倫理につ
いては、やはり家で教えるというよりは学校で徹底
する部分というのがかなりあるような気が致しまし
て、この点は、やはり学校がイニシアチブをとるべ
き分野じゃないのかなというふうに感じております。 

 
石原： 
 
 よろしいでしょうか。では最後で宜しいでしょ
うか、そちらのかた。それではそちらのかたで質疑
を打ち切りたいと思います。ではそちらのかたよろ
しくお願い致します。 

 
質問： 
 
 岡崎短期大学のりんと申します。大変面白い教
材見せて頂きましたが実際やっていくと、経験があ
るとはっきり言いますが、サイトを開くと次々と窓
が開いていくというそういうパターンがあると思う
のですが例えば今回発表された教材以外にどんなこ
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と、どんな難しいパターンの教材を考えていらっし
ゃるのかということをちょっとご紹介して頂きたい
と思います。 

 
宝迫： 
 
 今回作ったものは、本当に試しに作ってみて子
供たちがどのくらい理解できるのかなということで
作らせてもらったものですので、まだこれに続くよ
うな教材は作られておりません。ただ、今、ウェブ
からチャットのような形で入っていくものもありま
すし、それからだんだんとあたらしい技術が進んで
おりますんで、そういったところで、これに関連す
るようなものを今後増やしていって、教材を作って
いこうとは考えております。 

 
石原： 
 
 よろしいでしょうか。それでは時間になりまし
たので引き続き御質問がございましたらメーリング
リスト等で投稿して頂きたいと思います。では本日
の御発表、宝迫先生どうもありがとうございました。 

 
次の発表は広島県の熊野町立熊野第四小学校の榎
崎先生の御発表です。榎崎先生のお名前を知らない
方でも広島のやすえさんと聞いたらピンとくるかた
もたくさんおられるのではないかと思います。また
やすえさんの名前を知らなくても小学校の教員で５
年生の伝統工業の勉強の時に定番になっている熊野
筆のページ、筆の華のページを知らないという方が
もしおられましたら、インターネットに関わってい
る教員としてはあえてもぐりと言わせて頂きます。
榎崎先生はその筆の華の作者でいらっしゃいます。
以前から積極的に校内の情報教育に携っておられま
して今は音楽専科の立場でびしびしと校内の情報化
をすすめておられます。さらに今年は以前にも増し
てパワーアップされたということで、今回のテーマ
は「校内ネットワーク イントラネットを利用した児
童の電子メールの練習プログラム」ということで発
表して頂きます。では榎崎先生どうぞよろしくお願
い致します。 

 
榎崎： 
 
過分なご紹介頂きました、広島県熊野第四小学校
の榎崎でございます。「電子メールの扉を開こう」、
副題が「イントラネットを活用した電子メール活用

学習」で提案させて頂きます。よろしくお願いいた
します。 
はじめに熊野第四小学校の紹介をさせてください。
熊野第四小学校は広島市の東隣にありまして、先ほ
どもご紹介頂きました通り伝統的工芸品熊野筆の産
地にあります。児童数４１２名の中規模校です。熊
野町は広島市や呉市のベットタウンでして、その真
ん中に位置しております。学校の特色としては全児
童が緑の少年団に参加致しまして学校緑化に力を入
れ、学校はいつも花に囲まれています。熊野第四小
学校のホームページを見ていただくと緑化について
のページがありますので検索をかけてお入り下さい。 
熊野第四小学校のコンピュータ環境についてお話
をさせて頂きます。昨年の秋に児童用コンピュータ
２０台が導入されました。特色は校内 LANが組ま
れていることです。これがパソコン教室の全景およ
び一部の画像ですが児童用パソコンと児童用パソコ
ンの間にモニターがあり、教師機の画像がこのモニ
ターを通じて映せるようになっております。特に低
学年の担任から好評を得ています。これが校内LAN
の様子です。スイッチングハブ・コンピュータ教室
の１６ポートのハブです。まだ若干余裕もあります。
４年生以上の普通教室と全ての特別教室に100base
の情報コンセントを設置し、理論的にはどこの教室
からもインターネットに入る事ができます。ただハ
ードが不足しておりますので個人持ちパソコンで対
応しています。今年度からインターネットに ISDN
ダイヤルアップで接続をしています。専用線ではな
いのが残念ですが。本校では１年生から６年生まで
発達段階に応じたコンピュータスキルアップ学習を
行っています。コンピュータンが苦手とかちょっと
負担に感じる教員が多いものですから、専科３名が
全クラスにT.Tとして入り二人体制で指導致してい
ます。特に低学年の教員からは大変喜ばれておりま
す。 
ネチケット学習ということで、今年度夏休み前く
らいから子どもたちにネットワークを使う上で知っ
て欲しいエチケットの指導を始めました。ここにあ
げている「メールについて」「ホームページの見方や
IDパスワードの管理」これらはすべてにおいてきち
んとした実践があると言う訳ではないのですが、小
学校の段階から年齢に応じた指導の必要性を感じ実
施しています。 
今日は特にこの「メールについて」電子メールの
指導についてお話をさせていただきます。ここでは
「電子メールの仕組み」「電子メールの出し方」「電
子メールの読み方」「迷惑メール」「イントラネット
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メール体験」という項目に分けて指導しています。 
まず子どもたちには電子メールの仕組みから話を
します。先ほど宝迫先生のほうからお話ありました
ように家庭でインターネットを体験している子ども
はそんなに多くありません。ですから学校できちん
と電子メールとはどういうことか、Eメール交換な
どをしていく上でどういうことに気をつけたらよい
かなどをメールで外に出る前に指導しようというこ
とで取り組んでいます。電子メールは国や地域、時
間を気にしなくて済む、なかには外国に送ったら国
際電話の料金が請求されるのではないかと心配する
教員や子どもたちおりました。さらに文字や画像、
音声やプログラムなども送れること。ただ葉書と一
緒で誰かに読まれる可能性があること、例えば「途
中で他の誰かに読まれる可能性もあるし、みんな宛
に来た手紙を一番最初に受け取るのは私だからね、
先生が先に読んでしまうよ。」と話をしています。郵
便と違って送信受信側にも両方ともにお金がかかる
ことも伝えています。こういうふうにいろんなカッ
トを使って子どもたちの興味をひきつけながら、こ
れらの指導を４年生以上に行っています。 
メールの出し方指導としては、まず「電子メール
には題がいる」。題は簡単で分かりやすく書く。とき
どきこれは全部英語で書けとかいう方もおられます
が、子どもたちは日本語でも構わないと思っていま
すので、日本語で分かりやすく書く。 
それに「文章の内容は分かりやすく書く。」特に「相
手の立場にたって分かるようにする。」自分がこの手
紙もらってどういう気持ちがするかを考えながら書
く。とくにここの部分は大事だと思っています。 
「相手のアドレスは正確に」。間違うと知らない人
に送ってしまうことになる。 
個人情報、電話番号とか年齢などをむやみに書か
ない。良く知っている人に聞かれた場合でも、電話
番号を書くのはやめようねと言っています。先ほど
も名簿業者のお話がありましたが、校門のところで
クラス全員の電話番号を教えてくれたら１０００円
あげる、ゲームソフトをあげるとなどという業者さ
んもおられますので、そういう例を交えながらメー
ルだって同じだよと指導しています。 
「画像や音声を必要の無いのに送らない」。受け取
るほうは迷惑することがあること。「この間先生ね、
メールを 10 分もかかって落としたので何がきたの
かなと思ったら、変な絵が送られてきたのよ。」など
と具体的な例を出して話しをしています。その絵は
子どもたちに見せられるような絵ではなかったので
すが。 

それから「チェーンメールや噂メールを出さない」。
ここでは私が実際に受け取ったの鉄腕ダッシュのチ
ェーンメールを子どもたちに見せて指導しました。 
「知らない人からのメールにすぐ返事を出さない
で！」先生や家族に見てもらってから返事を出すよ
うに。学校ではアドレスが５つしかありませんので、
仮に子どもたち宛のメールが来てもすぐにはメール
が出せない設定になっています。 
それから「機種依存文字があることも知識として」。
特にマル１マル２などが問題になるかなと思うので
すが。Mac とか UNIX マシンでは読めない字があ
ります。子どもたちの保護者にMacユーザが少なく
Macと言ってもよく分からないのですが「この字を
書くと読めない人がいるんだよと。」ということは知
識として伝えています。 
次に「電子メールの読み方」です。メールが来た
時の指導です。学校は今まで性善説を旨として教育
してきていますが、性悪説にたった指導もここでは
必要になります。知らない人からのメールはむやみ
に信用しないとか、知らない人からの添付メールは
絶対に開けたり実行したりしない。私宛の
happy.exe 添付メールの話とかするのですが、子ど
もたちはそのような機会に遭遇したことがありませ
んので、良く分からないとは思います。実際にイン
ターネットをされる保護者の方も少しずつ増えてい
ますので「みんながおうちの方に教えてあげなさい。
知らない人からの実行ファイルをダブルクリックし
たらね大変なのよ。」と話をしています。知っている
人からのメールでも情報源がはっきりしないものは
「これは本当かな？」と一応疑ってみる姿勢もいる
よと… 実際に知人から偽りウイルス情報なんかが
メーリングリストで流れますよね。その種の話をし
てやります。 
「迷惑なメール」としてチェーンメール、不幸の
手紙、噂メール、お付き合いしてくださいと知らな
い人からの突然メール。私のアドレスが「yasue」
とローマ字で書きます。私のホームページには写真
も年齢も出しておりませんので実際に若い女性と勘
違いをされて私のところにもこの種のメールがくる
ことがあります。交際希望メールが私当てにくると
は、出した人がかわいそうじゃねと冗談交じりに子
どもたちに言っています。（会場笑）それから「儲け
話メール」。まあこれはおうちによくかかってくる
「マンション買いませんか」と同じよね、と話をし
ました。具体的に私あての迷惑メールを教材提示装
置で子どもたちに見せております。もちろん発信元
は見えなくしています。「ええー先生にもくるわ
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け？」というような感想をもっておりますけれども
… 
このようなことを指導した上でうちには校内ＬＡ
Ｎがありますので、メールを外に出す前に校内ＬＡ
Ｎを利用したイントラネットメール活用をしていま
す。ここに映っているのはOutlookの操作をしなが
ら隣の子どもたちとか向こうの子どもたちにメール
を送っている画像です。もう一つ、Cube というソ
フトでも簡単にそういうことが出来ます。ただ cube
の場合はパソコン教室の中だけに限定されます。
Outlook は exchange server で動かしていますが
exchange serverでしたら職員室や特別教室のマシ
ンでもOutlookを入れていますので、そちらにもＩ
Ｄを特定して送ることができます。ただ小学生には
ちょっと難しいので、個人ＩＤあてのメール送信は
指導時間がとれるクラブの子達だけに指導して、そ
の子達が教室の中で広めていくという段階を今やっ
ているところです。これがイントラネットの簡単な
図なのですが、うちの学校はこういうふうな形にな
っています。サーバがありまして各教室、職員室が
サーバにぶら下がっております。コンピュータ教室
のクライアントマシンは教師機のスイッチを入れな
いとネットワークが通らない様に設定されています。 
「終わり」にです。今勤務校では電子メールの扉
が少しずつ開けられている段階。学校のホームペー
ジを公開してからメール交換をしませんかとか熊野
筆の情報を教えて下さいなどのメールが他の学校か
らきております。そういう段階でイントラネットメ
ール指導を先にして、いざ E-mail でのお返事を書
こうかというときに「先生、題は簡単に書くんよね」
「内容はこれでいいかね」「向こうの人がこれで良
いと思うかね」と子どもたちに同士で言い合ったり
私にたずねたりして、指導が少しづつ生きているの
かなと思っています。個人ＩＤでのイントラネット
メール活用等これからもっとスキルアップをしてい
かなければならない部分もたくさんあるので。今は
Ｔ.Ｔで指導していますが、担任だけでも簡単にメー
ル練習が出来るように教職員全体の研修も図ってい
かなくてはいけないし、インターネットの危険性、
裏側の部分やこういうことはしてはいけないとかこ
ういう部分は危ないという部分の研修もあわせて教
職員に行っていく必要があります。詳しいことは私
も原稿集のほうに書いてありますのでまたそちらを
ごらん下さい。どうもありがとうございます。これ
でおわります。 

 
（会場拍手） 
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石原： 
 
どうもありがとうございました。先生に届いた実
物のメール、手紙を使って実演されていると言う大
変すばらしい実践だなと思いました。それでは今の
榎崎先生の報告に対してご意見、御質問がございま
したら挙手のほどよろしくお願い致します。どうで
しょうか。ではそちら。 

 
質問： 
 
神奈川県の方から来ました田中と言います。今日
はありがとうございました。あの今伺って先ほどの
宝迫先生ですか、子供たちが実際に操作をしながら
ウェブ上の問題点を探っていくというような実践を
されておりましたけれども、今お伺いした榎崎先生
の実践ですと先生のほうから提示されるだけだった
のでしょうか。 
また練習も実際のメール送信とは違ってくるので
はないかなと思うのですがその辺のギャップはどの
ようにお考えなのかなということお聞きしたいと言
うことと、あともう一つだけ、メールに限らずこう
いう活動をする上で日常的な学習活動というものが
すごく大事なんじゃないか。特にメールを送る場合、
「簡潔に」だとか相手に分かりやすく伝えるという
国語学習とのからみもあろうかと思うのですが、そ
の辺先生はどのようにお考えか教えて下さい。お願
いします。 

 
榎崎： 
 
ではまず国語学習とのからみからです。今はまだ
新指導要領の移行に入っておりませんのでこのメー
ル学習は、文章を書くということで担任の先生は国
語の時間に入れたいと言われるんですね。「簡潔に
言いたいことを書く」というのはものすごく国語力
がつくと。特に相手があり相手にこちらの言いたい
ことをわかってもらおうという目的意識があって表
現するという、電子メールは国語力（表現力）のア
ップ、向上につながると。意欲が伴う。だからこの
指導は大事だねという話を情報教育担当や担任でし
ております。それから前の質問についてなのですが、
今は e-mail のやりとりの前段階なので私あてのメ
ールを一方的に見せているということです。まだ子
どもたちというか学校にそういうメールが入ってま
いりません。おうちの方でインターネットをあまり

されてないので、迷惑なメールがはいったという実
例はあまり聞いたことがないということもあり、私
の実例しかないということで私のメールを一方的に
見せているということです。実際のメールとのギャ
ップですけれども、実際に出す時にそういうことを
私が日々言っていますからそういうことを意識して
書いてくれているとは思うのですが。子どもが自宅
に帰ってメールを出すという時に今回の指導が生き
るかということはあまり自信が無いのですが。頭の
片隅にでも電子メールの送受信でしてはいけないと
いうことをおいてくれれば良いと、思っております。
明確なお答えにならずごめんなさい。 

 
石原： 
 
よろしいでしょうか。他に質問やご意見ございま
したら挙手をお願い致します。はい。 

 
質問： 
 
失礼します。京都教育大学付属中学の広川と申し
ます。本日はどうもありがとうございました。２点、
お伺いしたいんですが実際にイントラネットの中で
メールの体験をなさられたということなんですがそ
の際に宛先ですね、例えば子供でペアを決めてお互
いにやりとりさせたのか、あるいは先生宛てとか、
その辺実際にどのようにされたかということと、内
容に何についてもいいのかそれともこういうことに
ついて書きなさいという指導があったんでしょうか。
その２点教えて下さい。 

 
榎崎： 
 
最初は隣のマシンから始めました。みなさん小学
校の子どもたちのコンピュータスキル状態をおわか
りになられない方もおられると思うのですが、一番
のネックはキーボードの操作です。ローマ字入力に
大変時間がかかる、４年生なんて特にそうですけれ
ども。ですから「こんにちは」とか「おはよう」と
いうその短いセンテンスを打つのも大変なのです。
ですからまず挨拶から始めます。もう少し慣れてき
ますとアトランダムに打っていきます。担任を巻き
込むこともあるし、たまに学校訪問に見えられる他
校の先生方を巻き込むこともあります。全然知らな
い先生に空いているマシンで子どもたちにメールを
送ってもらいます。今日はどこから来たとか、自己
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紹介のメールを出してもらうのです。子どもたちが
その先生に対して質問を返すとかそういうふうに、
全く知らない方なんかを巻き込んでやるともっと子
どもたちというのは意欲をもってメールを出し始め
ますね。イントラネットの中というのは馴れ合いに
なってしまうので少し変化をつけたやり方とかをし
ています。隣の学校の先生にお願いをしてとなりの
学校のどこどこの学級とメールのやりとりをすると
かそんな形で発展性をもたせてやっております。 

 
石原： 
 
よろしいでしょうか。それではいろいろと質問が
あると思いますが時間になりましたので引き続きま
た論議はメーリングリスト等で行いたいと思います。
では榎崎先生、どうもありがとうございました。 
石原： 
 
今度は盲聾養護学校を代表して、沖縄からおこし
頂いた沖縄県立森川養護学校の幸地先生の報告です。
幸地先生の学校は病院が併設されている養護学校で、
学校にも病院にもＬＡＮケーブルを引いてインター
ネットリーチャブルにされたという話を聞いており
ます。盲聾養護学校に通うお子さんたちはそれぞれ
のハンディキャップに応じた個別の支援が必要にな
っていきます。今回の幸地先生の報告には個々の子
供たちに応じた補助機具の工夫や、ネットワーク参
加への支援、個々の支援の取り組みについて提案し
て頂くことになっております。個に応じた学習や個
に応じた教育という言葉は言われて久しくなります
けれども、盲聾養護学校の取り組みというのは個々
に応じた教育の原点だと思いますので盲聾養護学校
だけの取り組みではなくて教育一般に関わる重要な
取り組みだと思います。では幸地先生よろしくお願
い致します。 

 
幸地： 
 
皆さん今日は。沖縄のほうから来ました幸地と言
います。今日はですね、この会にですね特殊教育諸
学校から参加しているというのが二人しかいなくて
ですね、それでしょうがなく発表してくれというこ
とだったので情報倫理という部分についてはちょっ
と離れるかもしれませんけれども、うちの学校の紹
介という仕方でさせてもらいたいと思っています。
うちの学校は沖縄で唯一の病弱虚弱の生徒を扱った
養護学校になっております。主に本校には筋ジスト

ロフィー症候群という難病をわずらった子供たちが
登校してきます。インターネットについては平成７
年の１０月から沖縄の方で民間のプロバイダーが試
験的に運用を始めるという時に一緒に入れてもらい
ました。実際使っている様子というのがこう生徒映
っておりますけれどもまだ障害の軽い子供たちは電
動の車椅子にのってパソコンの前に来て操作するこ
とができます。 
養護学校でどうしてこういうことをやっているの
かというと障害について３つの区分があります。イ
ンペイメント、疾病等によってもたらされた身体の
器質的損傷ということでこれについては今学校の方
で扱うことはできません。医療的なケアが必要な区
分です。ディスアビリティー、この区分につきまし
ては日常生活上の様々な困難ということでコミュニ
ケーションがうまく取れないなどを改善していこう
と、これは学校で取り扱うものということになって
おります。それによって社会や一般の人との間に生
じる社会的な不利益、ハンディキャップを克服して
いこうというのが取り組みになっております。 
障害にあわせた補助具の工夫ということですが頚
椎損傷の生徒の場合にはもうほとんど寝たきりです。
ベッドに仰向けに寝たきりですので、使える位置に
パソコンを固定してあげる。それから筋ジストロフ
ィーの生徒の場合にはだんだん腕の稼動範囲とか身
体が動かなくなってきますので、わずかな動きで操
作が出来るようにしていくということが一つの課題
です。 
市販用の固定アームを今購入して使っているんで
すけれども、レバー一本で自由自在に固定ができる。
この写真見て頂きたいんですが、このベットにです
ね両側からアームを取り付けてノート型パソコンを
ひっくり返して固定するという形にしています。こ
の子の場合は棒を使ってキーボードを操作します。
普通マウスとかですねポインティングデヴァイスが
必要なんじゃないかというようなことをですねよく
言われるんですけれどもウィンドウズ９５からはキ
ーボードだけで画面の操作ができるようになりまし
た。それ以前は障害者向けの特別なソフトが必要で
あったということがあります。これが非常に高価で
したのでなかなかこれを利用できる生徒というのが
いませんでした。今はこれもOSについてきますの
で非常に安く使えるようになっております。 
それから筋ジストロフィーの生徒なんですがこの
場合は画面に出ているのは ATOKです。ATOKで
こういうふうに文字のパレットが出せます。これも
ウィンドウズ９５以前は専用のソフト、値段で言う
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とだいたい８万円ぐらいするソフトでしたので学校
で購入することもなかなか難しかった状況がありま
す。でわずかな動きをパソコンに伝えて使っていく
ということで、これはポイントパッドですけれども
これを、この子は今爪で操作します。タップもポイ
ンティングデヴァイス上で出来ますので指先だけの
動きでパソコンの操作が殆ど出来ると。先ほどのオ
ンスクリーンキーボードを使えばこれだけでパソコ
ンの操作が十分できるということです。良い顔して
映ってると思うんですけれどもこの子は一応写真を
出しても良いよということで出してあります。この
ことについては最後に触れたいと思います。最近は
携帯とか文字電話というものが非常に便利になって
きましたので彼らが自分で持てるもの、ノートパソ
コンだとですね、誰かにセットしてもらわなきゃい
けない。自分の好きな位置に持っていけない。それ
から自分で電源を入れることが出来ないということ
がありまして、自分で持てるものはそれから指先だ
けで操作ができるもので、Eメールが使えるという
のが最近の携帯端末になっております。この子が使
っておりますのは文字電話です。この子もちょっと
ですね、爪を伸ばしてですね、いちいちペンを取り
出さなくてもすぐ使えるというような形でこの子は
使っております。それではビデオの方ちょっと見て
もらいましょう。ちょっと私自身は病み上がりだっ
たものですからちょっと恥ずかしくて見せにくいん
ですが生徒のことは是非見て頂きたいなと思ってお
ります。 

 
（ビデオ） 
 
ナレーション： 
 
身体にハンディキャップをもちながらパソコンと
出会いマルチメディアに希望の光を見出した生徒た
ちがいます。マルチメディアはこうした身体の自由
がきかない生徒たちにとって自立にむけた有効な手
段として積極的に活用されています。 

 
インタビュー： 
 
一人でこれまでですね病院の中にいると、そうい
う状況を離れた場所とも会話ができる。同じ同年代
の子どもたちと一緒に学習ができるというのはかぎ
られた空間にいる生徒たちにとって非常に有効なん
ですよ。これまでに無いメディアというのが非常に
生徒が興味をもって使えるという、それで世の中変

わってくる。これまで病院のなかの限られた生活し
か出来なかったのがすこし違うことが出来るんじゃ
ないかと。インターネットで外も見れるということ
で生徒にとっては非常に良い道具じゃないかなと思
っております。自分たちも働けるんだと、社会に貢
献できるんだというのはどこかで見つけて欲しいと。
うちの学校みたいに小さな学校なんですけれどもな
かなか予算的に確保することが難しいと。そういう
ところをですね、是非理解して頂きたいと思ってい
ます。一緒の仲間としてですね、彼らを生活させて
いく為にはどうしても必要なメディアであるという
ことです。インターネットにしてもテレビ会議にし
てもそういうものがあれば彼らは社会参加できると
いうことは是非多くの人が分かってもらいたいと思
うところです。 

 
インタビュー２： 
 
普段インターネットでやっていることはいろいろ
な人のホームページを見てまわってそこの人にメー
ルを出すことを特にやっています。コンピュータを
さわる前の自分よりもとても何か充実した感じがあ
りますのでインターネットとかコンピュータグラフ
ィックを書いている時とかそんな時に、やっぱりパ
ソコンを使えて良かったなと思うことがあります。
今まで一番得意なパソコンの仕事がしたいと思いま
す。コンピュータグラフィック関係の仕事とかホー
ムページを作る仕事とかいうようなことが今一番や
りたいと思っています。 

 
インタビュー３： 
 
ええと今インターネットをやっていろんな人のペ
ージ見たりメール交換したりしているんですけれど
も今一番楽しいと思っているのはメール交換。いろ
んな人と、あの、いろんな人とメールで友達になれ
るっていうか話が出来るっていうのが今一番夢中に
なっていることなのかな。できればパソコンを使っ
て今、名刺とか作っているんですけれどもそういう
ので頑張っていけたらなぁと思っています。パソコ
ンを触り始めてどんどん世界が広がってきてあの、
なんか吸い込まれるようにもうどんどんパソコンを
やり始めて今はもうパソコンの無い生活は自分では
今考えられないような感じがします。 

 
（ビデオ終わり） 
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えっと今の二人の子は、広報用にというんですか
ね、親の許可、それから本人の許可をもらって自分
たちの顔を出していいよと。筋ジスという病気は皆
さんご存知だと思うんですが遺伝的な病気でありま
す。ですから名前をだす、顔を出すということに対
して非常にあの、偏見をもらうというんですかね、
そういうことがありまして、公開することが非常に
難しい状況があります。今この子はちょっと外国の
方に出てまして治療を受けにいくということになっ
ています。で、今ちょっと時間無くて見せられない
んですけれども今アメリカの方からですね３日に１
ペん、自分のホームページを更新しながら治療の様
子を伝えてくれています。 
彼らにとってインターネットはですね、残された
機能を最大限に発揮する手段、ネットワークにつな
がることで外に繋がるという非常に便利な手段とな
っています。で、自己表現としての場が確保できる
ということです。で、これを使って自分たちの社会
参加しようという意欲が今出てきています。これが
まだ体力的に非常に難しいところはあるんですが、
働いてみたいという気持ちに変わってきています。
それから生活の質を高めるために、これは非常に便
利なことです、大切なことで病院のなかにいてもい
ろんなことが出来るんだというようなことを感じつ
つあると思うんです。 
それではこういうことをやっていく中でじゃあど
ういうことが課題なのか、ということであります。
健常者と同じ立場になりましょうという点や、それ
から周りからもどういうふうにして認められるかと
いうところで難しいところがあります。 
先程もお話しましたけれども生徒の個人情報の扱
いの難しさということがあります。ホームページを
出す時に写真を出していいのか、それから名前を出
していいのかというところ非常に迷います。ただそ
こでですね実際にアンケートでなくて許諾書を取っ
ているんですけれども、そのなかでもやはり写真を
出してくれるな、名前を出してくれるなというのは
出てきます。そのことについてある意味では、この
子の存在を隠してしまうということにもなりかねな
いんです。そういうところで生きているのに、居な
い存在という扱われる場合があります。そういうこ
とに対しての扱い方というのはこれから考えていか
ないといけない部分になります。 
それからネットワークのルールについては自分た
ちは障害者だから、ということは許されないという
ことです。もちろん被害者になってもいけないです
し加害者になってもいけない。これはまあいろいろ

ですね、メールを出していくとこういうアルバイト
があるよ、インターネットでこういうアルバイトが
あるよとかっていうことでよくメールが舞い込んで
きます。それに対してじゃあどういうふうに対処し
ていくのかということについては実際に生徒、卒業
生と話をしながらいろいろ情報交換しながら話をし
て対応しているというところが現状です。 
じゃあ私達はどういうふうに対応していくのかと
いうところで、彼らに対して障害を感じないで生活
できる環境というのを作っていきたいなと思います。
彼ら、自分自身でメールを書くんですけれども自分
が障害者であると書いたとたんに相手からメールが
こなくなったという例がたびたびあるようです。そ
ういうことを経験してからは自分が障害者であると
いうことを書かないでメールを書くという状況が出
ています。ですからそういう障害のあるなしという
ことについてはネット上で殆ど関係ありませんので
そういうことも考えて頂きたいなと。それもまた実
際の社会の中で通用していくようになればいいんじ
ゃないかなというふうに思います。 
最後なんですけれども、こういう情報教育につい
て特殊教育でも是非必要であるということは多くの
方に伝えたいなと思っています。是非こういう格差
をなくしていく。ハンディキャップを取り除いてい
く道具としてインターネットが使えるということが
分かってきていますので、それに対する指導をしっ
かりしていっていかないといけないだろうというこ
とで今考えています。以上で実践報告を終わりたい
と思います。ありがとうございました。 

 
（会場拍手） 
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病弱養護学校での
　　　　　　　インターネットの利用

－　病院の中からの社会参加・自立－

沖縄県立森川養護学校　教諭　　幸地英之

はじめに

✔ 沖縄で唯一の病弱・虚弱養護学校

✔ 本校には、筋ジスの生徒たちが通学

✔ 平成7年10月からインターネット利用

 

障害とは

✔ インペアメントインペアメントインペアメントインペアメント(Imparment)
   疾病等の結果もたらされた身体の器質的損傷、機能

不全

✔ ディスアビリティディスアビリティディスアビリティディスアビリティ(Disability)
   インペアメントなどに基づいてもたらされる日常生活上

の種々の困難であり、教育･訓練によって改善･克服

✔ ハンディキャップハンディキャップハンディキャップハンディキャップ(Handicap)
   インペアメントや、ディスアビリティによって、一般の人

との間に生ずる社会上の不利益

障害に合わせた補助具の工夫

✔ 頚椎損傷の生徒の場合

– パソコンを使える位置に固定する

✔ 筋ジストロフィーの生徒の場合

– わずかな動きで操作できるようにする

 

市販固定用アームの工夫

✔ 自由自在に動き、レバー1本で固定できる

✔ 取り付け板の工夫で利用範囲が広がる

パソコン操作の工夫

✔ Windows95/98の機能を利用

✔ キーボードだけでWindowsを操作できる

 

筋ジストロフィーの場合

✔ オンスクリーンキーボードの利用

筋ジストロフィーの場合（２）

✔ ポインティングデバイスの活用
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新しい携帯端末の利用

✔ 一人で持てる重さ

✔ 指先だけで操作できる

✔ E-mailが使える

ビデオとＷｅｂページ

✔ 生徒自身の声を聞いてみよう

✔ 外国での治療の下見
–
���������������������������������������
http://www.morikawa-sh.

�������
ed
����

.
������

jp
���

/
���������������������

~nisi1/taitai/

 

インターネットは

✔ 残された機能を最大限に発揮できる手段

– ネットワークを利用することで外につながる

✔ 自己表現の場を確保

✔ 社会参加の手段として活用

✔ 就労に向けての取り組み

✔ 生活の質を高める

課題

✔ 健常者と同じ立場に

– 生徒の個人情報の扱いの難しさ

✔ ネットワークのルールはしっかりと

– 被害者にならない

– 加害者にならない

✔ 障害を感じないで生活できる環境

– 障害のある人への理解

– 情報教育の充実
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石原： 
 
どうも先生ありがとうございました。ネットワー
クをこんなにも必要としている子供たちがいるんだ
なとということが分かり、すごく胸が熱くなりまし
た。それでは今の幸地先生のお話に対して質問やご
意見ありましたら挙手お願いします。はい。 

 
質問： 
 
私も盲聾養護学校、私は聾学校、富山の富山聾学
校に勤務しております。今幸地先生がおっしゃった
ことまったく私も同感です。 
私、聾学校で聴覚障害児の教育に当たっているの
ですが、今の社会において聴覚障害というのは情報
障害というふうに言われております。先ほどWHO
の障害の三段階ありましたように、インペアメント、
ディスアビリティー、ハンディキャップ。これが最
近、パチペーションとアクティビティ、参加と活動。
ネガティブな表現からポジティブな表現に変わって
きている。いままでそういう情報障害と言われてい
た生徒がインターネット、コンピュータ、ネットを
使うことによってハンディキャップの一つが、ハン
ディキャップの敷居がそのバリアが低くなって生き
生きと参加していくことができる。やはりこういう
新しい技術、新しいものを取り入れることはものす
ごい大事なことだと思うのですが、今画面に出てま
す課題もまったくそのとおりだと思います。 
ネット上社会においては障害者だからという甘え
は許されない。むしろそういうふうなことを学校で
私達も教えていかなければならないというか、身に
付けさせねばならないということを痛感しておりま
すし、今まったく幸地先生発表されたまったく同感
だと思います。どうもありがとうございました。 

 
石原： 
 
ありがとうございました。ではそちらの方お願い
します。 

 
質問： 
 
あ、すいません、岡崎短期大学の林です。全くそ
の疎いものですからあの、どういうふうに考えたら
良いかということでヒントを頂きたいと思うのです
が、先程限られた空間にいる人にとって非常に有効

であるというふうなことをおっしゃられたのですが、
我々、まあごく一般的にものごとを考える人間にと
ってはさらに限られた空間をこう超えて学校間の交
流であるとかネットワークを使った次に直接会うと
かですね学校間交流に発展させるということに考え
を繋げやすいのですが、例えばこういう場合、あの
特殊教育において必ずしもそういうふうな誰かに会
う必要とか場を繋げる必要とか、例えばさらに言う
と沖縄って遠い所ですのでそういう地理的な問題も
あるかもしれないんですが、そういった所に会いに
行くとかだれかと一緒に場を共にするということへ
の繋がりというのを我々はどう考えたら良いのか、
ちょっとヒントを頂ければと思います。 

 
幸地： 
 
えっとですね、まあうまくいった事例ということ
でしょうか、紹介したいと思うんですけれども、あ
のうちの学校を卒業してですね、病院にいてずっと
生活している子供がですね、自分でオリジナルの
CD を作成したいということをまあどっかの掲示板
に書いたんですね。そうすると東京のかたですけれ
どもCDを制作している方が「いいよ、僕のところ
でつくってあげるよ」ということで話しが進んでジ
ャケットのイラストをメールで送ったりとかやって
いってですね３００枚ほどCDをプレスしたことが
あります。 
まあもともとうちの隣の病院は音楽活動をやって
いる生徒というのがいるんですけれども彼らのそう
いった繋がりをやりながら、ネットワークの上だけ
でなく実際にこう本人にあってですね、こういう子
がいるよ、ということを知ったらですね、結構やっ
てくる方が多いんですね。それで実際にあって、じ
ゃあなにか一緒にやろうよという例はいっぱい出て
きてるんです。ですからCDをつくったり音楽活動
をやる場合にもコンサートをやるんですけれどもそ
ういうときにボランティアで協力してくれるという
方が、ネット上で知り合った方が結構出てきてる。
ですから本人たちは積極的に使ってるんです。僕ら
がどっかと交流しましょうよ、という前に自分たち
でやってるんですね。 
ちょっと悪い例もあるんですが最近、ツーショッ
トチャットみたいのがありまして、チャットですね、
ウェブのチャットですけれどもたくさんで話してい
るとどうも自分が書きにくいということでちょっと
奥に入ってこうツーショット、男の子がいる、女の
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子がいるというそういうところに入っていったりす
るんですよ。まあ話をするぶんにはいいんだと思う
んですけれども、それがまあ有料化されてくるとか
いう時にちょっとひっかかっちゃいけないというこ
とで、ちょっと問題が出てきてるところがあります。
ですから外に対して交流をしたい、自分の考えたい
ことを伝えたいという気持ちは非常に強いです。だ
からメールの使い方とかそういったものをやりとり
しながら実際にしているということです。よろしい
でしょうか。 

 
石原： 
 
それでは他にご意見やご質問、それでは、成田先
生。 

 
質問： 
 
兵庫から来ました成田と申します。発表ありがと
うございました。あの、いろいろな私達いろんな人
達、自分たち助けられたり他の人も助けるというこ
とがネットワークでできるということを感じました。
ふつう、私達は人を助けるのをボランティアと言い
ますけれども、ボランティア活動は必ずしもそこに
物理的に出かけていって手を差し伸べることだけじ
ゃなくってネットワーク上でいろんな方々にいろん
な自分の知っていること、知識とか経験を語ったり、
あるいは質問に対して答えてくれる、そういうこと
ができる。ボランティアもネットワーク上でこのよ
うにしていろんなことができるんだということを私
考えられさせました。まあそのようなことでネット
ワークはその新しい私達のいわゆる奉仕活動、社会
奉仕にも非常に私達は貢献できるんだと、だれでも
貢献できるんではないかな、ということで今そのよ
うなことを考えました。意見です。どうも。 

 
石原： 
 
ありがとうございました。ではあの時間になりま
したのでここで幸地先生の講演を終わらせたいと思
います。どうも幸地先生ありがとうございました。 

 
（会場拍手） 
 
それではここで２分ほど時間を頂きまして小学校
盲聾養護学校のまとめをさせて頂きたいと思います。
ここにおられる方にこんな事言うのはもうあたりま

えのことでお恥ずかしい話なんですが、我々の社会
がこれからネットワーク化を加速していくというの
はだれも止められないと思います。社会のネットワ
ーク化というのは我々の生活を豊かにもしますし、
快適にもしますがしかし必ずしもばら色の未来が待
ちうけている訳じゃないと思いますむしろ個々の能
力が問われるような過酷な社会が実現するだろうと
予想されます。我々の仕事というのはそういう過酷
な社会を生き抜く子供を育てるということになると
思います。ですから、どうも我々が小手先の技術を
教えるだけではもはや通用しないんじゃないかなと。
こんなふうなことを感じました。今日の３人の先生
方の発表をお聞きして、我々が本当にやらなきゃい
けないのは、子供たちの心を耕すということも含め
て、新しく到来する社会を自分たちで作っていって、
自分たちでよりよいものに変えていくような総合的
な力が必要とされるんじゃないか、ということです。
一方で４万校のネットワーク接続を前に、我々が今
しなければならないのは、先ほども言いましたが子
供たちの心を耕すということです。つまりこれは子
供たちに説教しようということではなくて、科学的
な思考力あるいは論理的な判断力をつけさせて、新
しい社会を生き抜く総合的な力を身に付けさせなけ
ればならない、ということです。このように考えま
すと、今までの情報教育の在り方も変えなきゃいけ
ない岐路にきてるんではないかな、と私自身実感を
込めて思っております。というのは、少なくとも私
が今まで取り組んできたのは、使わせる情報教育は
ではなかったかなと思います。ところがこれを考え
させる情報教育にシフトしていかなきゃいけないん
じゃないかなということです。つまり how to use 
ではなくてhow to think、考えさせるということが
これから重要な課題になってくるんじゃないかなと
今日の３人の先生の発表をお聞きして考えさせて頂
きました。 
またあのこのことについてはメーリングリストな
どで論議を深めていきたいと思います。ではこれで
小学校盲聾養護学校のコーディネートの部を終わら
せて頂きます。どうもありがとうございました。 

 
（会場拍手） 
 
司会： 
 
石原先生、発表の先生方ありがとうございました。
お昼の休憩に先立ちましていくつか案内をさせて頂
きたいと思います。まず昼食場所は幸地らの大ホー
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ルかあるいは向いの中ホールでお願いします。８階
フロア、幸地らのフロアですね、禁煙ですので、喫
煙したい方は４階に移動していただくようにお願い
します。それから中ホールでの展示は午後３時には
すべて終了させて頂きますのでこのお昼休みの間に
必ずご覧ください。あとアンケートの記入もお昼の
間にお願いします。それから報道関係者用に１２時
半より６階の６０１というお部屋で今回のフォーラ
ムに関する背景説明資料をお渡ししして若干の説明
にお答えする態勢を整えておりますので報道関係者
の方はそちらのほうにお集まり下さい。１時からこ
の午後の部は再開させて頂きます。それからもう少
しお弁当のことについて案内がありますのですこし
お待ち下さい。 

 
重松： 
 
朝からいろいろご協力頂いてる弁当屋の重松と申
します。よろしくお願いします。（会場笑）過酷な社
会にいる子供たちと違って豊かなお食事して頂くよ
うに努力して頂きましたが段取りを申し上げます。
このチケットを購入して頂いた方、この会場の前と
後ろの方に学生の彼らが箱を持ちましてですね弁当
とお茶のセットと交換していただくようになってお
ります。お持ちでない方で、青の方再三言ってある
のですが、買ってくれなかった方ですが、その方も
後ろのロビーのところで現金と引き換えという言う
形になっております。この券をお持ちの方は会場で
お持ち下さい。足りなかったら足りなかったですぐ
手配できるようになっておりますので、心を込めた
お弁当を渡したいと思います。よろしくお願いしま
す。あのくれぐれも過酷にならんように数はありま
すのでゆったりととって頂きたいと思います。 

 
１２：００ -- 昼食/休憩 -- １３：００ 
 
２ 中学校の部 
 コーディネイター 長谷川元洋（松阪中部中学
校（元三重大学附属中学校）） 

 
司会： 
 
まもなく午後の部をスタート致しますので席の方
にお付き下さい。 

 
午後からの部は２：３０に一度休憩を入れること
になっております。 

 

本日参加者が大変多くなっておりますので横のお
席などに鞄など置かれることの無いようにつめてお
座り下さい。よろしくお願い致します。 

 
それでは時間になりましたので午後の部をスター
トさせて頂きたいと思います。 
午後の部は教育実践報告インターネットと情報倫
理第二部と致しまして中学校の部、コーディネータ
ーの方は松坂市立中部中学校の長谷川元洋先生にお
願いいたしております。長谷川先生よろしくお願い
します。 

 
（会場拍手） 
 
長谷川： 
 
ただいまご紹介に与りました中学校の部のコーデ
ィネーターをさせて頂きます三重県松坂市立中部中
学校の長谷川と申します。よろしくお願いします。 
午前の部でも「心を耕す」という言葉がありまし
たが、情報倫理の問題についてはただ知識として知
っているだけでは駄目でやっぱり行動実践に繋がら
ないとまったく意味がありません。そういった意味
でモラル教育、安全教育をどうやっていくか、また
子供をどういうふうに育てていくかというところが
重要なポイントになると思います。 
今日御発表頂く２本の実践例ではそういったあた
りを念頭において授業や日常の生活をデザインされ
てるという点で非常にこう参考になるのではないか
と思っております。 
それでは今から最初の御発表の山形県白沼中学校
の今啄生先生の御発表に移りたいと思います。テー
マは「総合的な学習の時間における情報倫理教育の
在り方はどうあればいいか」というテーマで御発表
頂きます。よろしくお願いします。 

 
今： 
 
どうもこんにちは。ただいまご紹介頂きました山
形から参りました今と申します。よろしくお願い致
します。「総合的な学習の時間における情報倫理教
育の在り方はどうあればいいか」というふうな、大
変だいそれた表題をつけてしまったなと思っている
んですが、どこの学校でも小中高問わず総合的な学
習を始めなければいけないということで頭を悩ませ
ているのではないかと思います。 
私の学校でも全く同じでして今年度は現在の時数
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の中での制約がありますけれども総合的な学習の目
指すものをひとつでもふたつでも意識して何か実践
をやってみようということで取り組んでおります。
私なりに何をテーマにしてやってみたらいいかなと
いうことで考えてみますとやはりこう体験的な活動
を中心にしたいということでまあこれまでもどこの
学校でも見られますけれども職場体験学習というも
のがあります。 
実際に社会に出て職業を体験することで自分の生
き方、将来の在り方を考えようというものですがこ
れは総合的な学習の目指すものに一致する部分がす
ごく大きいんじゃないかなと思いましてその中で私
なりに現在の時間的な制約のある中でプランを立て
て取り組んでみました。 
  最初に学校の紹介を簡単にさせて頂きたいと思う
んですけれども白沼中学校は山形県にあるんですけ
れども山形県というのは地図で見ますとちょうどこ
んな形になると思うんですが日本海側を向いた人の
横顔のような形をしています。ちょっと口を開けた
ような形になっているんですが顎のあたりです。こ
の辺に新潟県がありましてこの辺に福島県があって
秋田がある、宮城があるというイメージなんですけ
れどもまあ新潟、山形、福島の県境に飯豊山という
山があるんですけれどもそのふもとの谷間に小さい
学校が散在しておりましてその中の一つです。冬の
積雪は3メートルにも迫ろうという豪雪地帯なんで
すけれども、小学校と中学校が一つになりましたご
く小規模の学校です。 
  平成7年にですね、新潟県の研究団体の方の支援
を受けまして新潟大学のサーバ内に本校のホームペ
ージを設置致しました。その後、地元のサービスプ
ロバイダの方に引っ越しをしまして、ホームページ
の方にその溢れる自然のなかで子供たちが取り組ん
でいる様子を発信しているんですけれども広い範囲
から物的な支援ですとか電子メールでの応援ですと
か実際に学校まで駆けつけて特別授業などしてくだ
さった方などもありまして支援を頂いております。 
  そうした物的な支援も頂いているんですけれども
昨年の暮れにですね、中学3年生が卒業するときに
お世話になった学校に感謝の気持ちを示すような活
動がどこでもあると思うんですがその活動として校
内ネットワークを中学3年生の生徒と私達と一緒に
構築するという活動を行いました。小規模な校内
LAN なんですけれども現在学習活動に活かすよう
にしております。 
小規模校におけるインターネットの活用の有効性
なんですけれどもここに挙げているようなことがあ

るなあと。これまで4年間の実践のなかで感じてい
ます。 
いろんなところで見られる言葉が並んでいると思
うんですけれども小さな学校でもたくさんの人に学
習成果をこう発表することで、そこから発展させた
りいろんな人との関わりが生まれたり同年代の児童
生徒だけではなくてその分野の専門の研究者の方で
すとか学校の卒業生ですとか、卒業生の知り合いと
か家族とか、あとまた地域のいろんな機関の方々で
すとかそういった方々とこう、人との関わりを拡張
できるなあということを感じています。またこれが
一回外にでた人の目を通して自分の地域を理解する
ということから郷土愛へというふうに繋げていけれ
ばいいなあと思いながら取り組んでいます。 
いろんな問題点やトラブルもありましたけれども、
特に残っているもの２つ、紹介をしたいと思うんで
すけれども、まず一つは学校のホームページの方か
らいろいろお世話になった方とか関係者のホームペ
ージにリンクするリンク集を作りました。リンクす
るといってもリンク先の隅から隅までを確認してい
た訳ではないんですけれどもある時教頭の方から、
「今君ちょっと」ということで「どうしたんですか」
と言ったらなんかリンク先にちょっとまずい、まず
いっていうか学校からリンクするのはどうかなとい
うものがあるんだけどということで見てみましたと
ころちょっとこうロリコンマンガというんですか、
ちょっとやらしい感じのマンガを書くことを趣味に
している方がいまして、まあ書いている人はそんな
にやらしい気持ちじゃないのかも知れませんけれど
も、どうしようかなということでそのリンク集を廃
止しました。もう一つなんですが学校のなかでイン
ターネットを使って情報発信、いろんな友達もでき
るという便利な部分を経験して卒業して行く生徒が
いるわけなんですけれども卒業祝いにコンピュータ
を買ってもらってインターネットにも繋いでもらっ
てという生徒がいるんですがいろいろこう有効に活
用している反面、本人が意識しないうちに何かある
ツールをダウンロードしたところそれが自動的にダ
イヤルQ2経由でインターネットに接続するような
仕組みになっているらしくて気づかないうちに高額
な電話料金が請求されるという事件も起きています。 
インターネットを活用するきっかけは私の方で作
った訳ですので便利さと同時にいろいろこう考えさ
せていかなければいけないなということを感じるよ
うになりました。今日のメインのテーマであります
情報倫理教育の在り方ということなんですけれども
いろいろこう文献に目を通してみたりいろんな方の
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ホームページを参考にしてみますと、ここに挙げて
いるようなことがならべられると思います。時間も
気になりますので詳しくはあまり話せないのですけ
れども。 
この中でも中学校で特に大事にしたいのはプライ
バシーの保護の問題、それから知的所有権の保護の
問題、ここが一番大事にしなきゃいけないんじゃな
いかなというふうに考えています。それであの、今
回の「働く人々に学ぼう」という活動の中でこの情
報倫理と関わる部分と致しましてここに挙げたよう
なことがあるんですけれどもまずあの、広く浅く職
業の世界を子供たちに教えて欲しいというような保
護者の要望もあります。確かに必要なことだなと思
いましていろんな資料をもとに職業調べということ
をできるだけさせようとしているんですけれども
NHK の教育テレビの番組で「スクール五輪の書」
というのがありましてそのなかで火曜日でしたか、
現代仕事ファイルという番組があります。その中で
著作権GメンというJASRACの職員の方にスポッ
トを当てた番組があったんですけれどもそれも視聴
させました。それを受けて、じゃあ著作権てなんな
んだろうね、ということを調べ学習をさせました。
職場体験学習に入る前にじゃあ小国町内にはどんな
事業所があるのかなということを調べようとしたん
ですけれどもこれは商工会の方とか町役場の方にき
っと問い合わせれば簡単に名簿が入るんだろうなあ
というふうに思っていたんです。 
ところが大事な情報が載っているリストなので簡
単には出せないというお話がありました。そこでそ
ういうふうに保護されているという現実を知りまし
て進めていきました。実際に体験学習に出ていくわ
けですけれども最終的に取材したことは纏めて校内
ネットの方に、校内だけでみられるウェブページが
あるんですけれどもそちらのほうに纏めようという
ことですすめていきましたけれどもやはり取材する
上で自分の体と五感を使って苦労して情報収集する
という体験を大事にしたいなあというふうに考えま
した。 
ちょっと具体的な話なんですけれどもその著作権

Gメンを視聴して著作権調べを行った中での生徒の
様子なんですが詳しくは今日の実践事例集の方に載
せてありますのでそちらのほうご覧頂きたいと思う
んですけれども８８ページ辺りですが。まあCDの
録音の問題ですとかキャラクターの問題ですとかカ
ラオケ店の使用料ですとかそういったことが身近な
問題として捉えることができるんですけれどもホー
ムページを作成するうえでの留意点ですとか、ソフ

トの違法コピーですとかこういったことに関しまし
ては実際の体験が少ないものですからなかなかこう
現実的なものとして捉えにくいという様子がありま
した。 
やはりこういった実際の経験を通しながら考えさ
せることが必要だなというふうに思いました。それ
であの職場体験学習を終えましてまとめの作業に入
ったんですけれどもここにありますような自分が体
験学習をしている写真と一緒にそれぞれの事業所で
学んだことを文字情報として纏めた訳なんですけれ
どもせっかく作ったので学校のホームページのほう
にも載せたいと。校内だけではなくて広い人達にみ
せたいというふうに進んでいった訳なんですけれど
もこの中で広く情報発信することの影響について考
えさせることができるなと思いました。そこでいろ
んな視点を、子供たちのなかからも出てきたんです
けれども私のほうからも与えまして、自分の情報の
保護の問題、それから事業所の方の情報も載せる訳
ですのでその許諾が必要な問題とかあといろんな立
場で考えることが必要だということで商工会の方の
意見などもお願いしたんですけれどもやはりあの事
業所の方は宣伝になるということで凄く期待してい
るんですね。それに対して商工会の方はお菓子屋さ
んといってもたくさんある中からどうしてそのお菓
子屋さんを選んだのかという部分も大事だよ、とい
うことで子供たちにまだ現在、問題意識が継続して
いるところなんですけれども、子供たちは事業所の
方にはすごくお世話になってますので事業所の方が
宣伝して欲しいという気持ちを読みとることで凄く
今、そのまま発表したい、事業所の名前も出して発
表したいという気持ちになっています。ここの部分
はもっとこういろんな方の意見を子供たちにちょっ
とメーリングリストを作らせるとかというようなこ
とが必要なんじゃないかなと思います。 
最後に「情報の価値やモラルを考えさせる為に」
ということでここに載せたのですけれどもやっぱり
一番大事なことは自分の五感と足を使って苦労して
集めた情報を発信することで自分の作品を大切にし
たいという気持ちを持たせることが大事なんじゃな
いかなと思います。そこから発展して他人のものも
大切にしたいという気持ちを持たせることに繋げて
いくことが大事なんじゃないかなというふうに考え
ています。ちょっと早口になりましたけれども以上
私の発表を終わらせて頂きます。どうもありがとう
ございました。 

 
（会場拍手） 
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00/02/14

「総合的な学習の時間」における
　情報倫理教育のあり方 はどうあればよい
か

「働く人々に学ぼう」の単元づくりと実践の試み

山形県
小国町立白沼中学校
　　　　　今　琢生

00/02/14

白沼小中のネットワーク

■ ホームページ開設　H7
• 研究団体の支援

■ 地元のISPへ移動
■ 複数教室間の校内LAN

• 多方面からの支援
• 回線確保の課題

 
 
 

00/02/14

小規模校における
インターネット活用の有効性

■ 学習成果の発信と蓄積
■ 学習の発展　人との関わりの拡張

• 同年代の児童生徒
• 研究者　卒業生
• 地域の人々

■ 地域理解・郷土愛へ

00/02/14

問題点・トラブル

■ 問題サイトへのリンク
• リンク先に不適切なコンテンツ

■ ダイヤルQ2接続事件
• 卒業生の家庭に高額な請求
• 便利さと同時に・・・

 
 

 

00/02/14

情報倫理教育のあり方
■ プライバシーと知的所有権の保護

• 学習成果の発信を通して

■ マナールール（ネチケット）
• 情報手段を活用しながら

■ 情報リテラシー
• 賢い消費者になるために

■ セキュリティー
• パスワード・フォルダ管理

00/02/14

総合的な学習における情報倫理
「働く人々に学ぼう」の活動で

■ いろいろな職業調べ
• 著作権Ｇメン→著作権とは

■ 町内の事業所調べ
• 事業所リストと情報保護

■ 体験学習と取材
• 五感で情報収集

■ 学習成果を発信
• 校内ネットからインターネットへ
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00/02/14

著作権Ｇメンと著作権調べ
■ 働く人々の考え願い
「著作権の保護・著作権侵害の情報集め」

■ 各種資料の活用
「めざそう！著作権何でも博士」

■ 身近な問題として把握
 CD録音　キャラクター　カラオケ

■ 実体験を通して
 HP作成　ソフトのコピー

00/02/14

校内ネットからインターネットへ
■ 職場体験学習報告書の掲載
■ その影響を考える

• 自分の情報
• 事業所の許諾が必要

■ いろんな立場で考える
• 宣伝と平等
• 商工会の意見

■ 継続した問題意識を

 
 

 

00/02/14

情報の価値やモラルを考えさせる
ために

■ 五感と足で情報を収集
■ 多様な人との関わり
■ 学習成果を発信する経験
■ 自分の作品を大切にしたい
→ 他者の作品を大切にしたい

■ 自分のプライバシーを守りたい
→ 他者のプライバシーを守りたい
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長谷川： 
 
今先生ありがとうございました。今先生の実践に
ついて質疑応答に移りたいと思います。質問のある
方は挙手をお願いします。ございませんか。どうぞ。 

 
質問： 
 
京都大学の江口と申します。非常に勉強になるお
話なんですけれども例えば著作権とかプライバシー
のものに関しての話になりますとですね、やっぱり
現場の先生方としてはかなり防衛的といいますか、
あのみんなが、だれかが文句つけるようなことにつ
いてはやめとこうというふうな傾向にあるんじゃな
いかと僕は思ってるんですよ。でまあ実際にこない
だ広島の学校と JASRAC の件とかがあったわけな
んですけれども、あまりにも防衛的になるのもどう
なのかなという感じが外から見てると感じてしまう
んです。そこら辺については先生はいかがお考えで
しょう。 

 
今： 
 
はい。その防衛的になるという部分のその度合い
なんですけれどもやはり我々毎日授業しているもの
の感覚と、あと管理職の間でも違うと思うんですけ
れども。私はできればあまりこうその防衛的になら
ないで子供たちと一緒に情報発信してみると。ただ
問題があればいつでも学校に対してメールが頂ける
訳ですからそういったものをもとにしながら子供た
ちと一緒に考えていければいいなあとは思ってはい
るんですけれどもただやっぱり学校のほうで管理職
という立場になるとまた違うと思いますしそういっ
た部分は何よりも話し合いをしていくしかないんじ
ゃないかなというふうに思います。 

 
江口： 
 
わかります。ありがとうございます。まあせっか
くいろんな学校の先生方が集まっていらっしゃるわ
けですので、是非そのような方向にも運動というわ
けではありませんけれども自由とかそういうのを認
められるような方向にもってければもっていってく
れればいいんじゃないかなという気もします。まあ
実際のところお話し合い期待しておりますので。 

 

長谷川： 
 
ありがとうございました。では時間のほうがかぎ
られておりますのでまだ質問等おありの方がいると
思いますけれどもこの問題に関してのメーリングリ
ストのほうを公開する予定でおりますので続きはメ
ーリングリストでお願いします。 
では今先生ありがとうございました。 
 
（会場拍手） 
 
長谷川： 
 
 続きまして鹿児島県鷹巣中学校辻慎一郎先生、
宮浦中学校永留貢先生の御発表に移りたいと思いま
す。発表テーマは「みんなですすめる情報モラルの
育成」です。委員会活動、生徒会活動に加え、教員
の研修システム等も工夫されて行われた実践です。
では、辻先生、永留先生よろしくお願い致します。 

 
辻： 
 
はい、みなさんこんにちは。鹿児島からきました
辻と言います。時間が１２分と限られておりますの
でさっそく中身に入らせて下さい。まず私の中学校、
ちょっとだけ紹介させて頂きますと、これ鷹巣（た
かのす）中学校と読みますが鹿児島県最北端と町で、
学級数が７学級、生徒数がだいたい２００名くらい
の学校での実践です。 
私の学校と情報倫理の出会いというのはだいたい
どこからだったかということから話したいんですが、
あの平成 7 年度のことになるんですけれども、私、
技術家庭の情報基礎を担当しておるんですけれども、
その中でなんとなく BASIC の学習とかそういうの
を、もうちょっと面白い取り組みにできないかなと
いうこと思っていた訳です。そのなかでホームペー
ジというのがあるらしいと。これを基礎に情報基礎
の授業をやってみたらなかなか面白い取り組みがで
きるんじゃないかということで生徒たちにあの郷土
学習ということで、さっき今先生も言われたんです
が、地域に生徒を出して取材させて、それをホーム
ページにしてインターネットに公開すると。そうい
うふうなことを授業で考えた訳です。で今画面にあ
りますが、たとえばの左みたいな感じのものとか、
右みたいな感じのものを生徒は作るということです。 
この取り組みがなかなか面白いじゃないかという
ことで国語科とか音楽科でもやってみようというこ



 

 51 

とでだんだん広がりを見せてきた訳です。ところが
どうもインターネットにそういうホームページを出
す時には、例えば著作権とか肖像権とかそういうこ
とについても指導しないとまずいぞということを当
時聞いた訳です。 
私も分からない中でもやっぱりその辺もしっかり
指導しないといけないんだなということでホームペ
ージを公開する前に生徒情報倫理委員会と、これは
随分重たいネーミングなんですけれども、これ単純
思いつきでその当時つけたんですが、とにかく生徒
たちにやっぱしただ出したらまずいんだぞと。出す
前にまあ著作権と肖像権くらいはやっぱり自分たち
のホームページをチェックしてOKだったら出しな
さいとそういうことで始めた授業なんです。 
これはどこで取り組んだかといいますと情報基礎
のなかで2時間取り組みました。今、申し上げた通
り生徒相互でのホームページのチェックということ
です。で、それと同時にやっぱり私そのとき思った
のは、なんかこう情報倫理に関してなんだか先生た
ちからだけ教え込むというのはどうなのかなという
気が少しした訳です。というのは、私自身もあまり
分かってないんですけれども、やっぱりこう、こう
いうのがあってね、こうしたらいけないんだよ、あ
れはいけないんだよ、これはいけないんだよ、生徒
はそれを守ると。それは大事なんですけれども、や
っぱり生徒たちが日ごろからこの情報倫理とか、そ
ういうことに少しだけでもこの気持ちが行ってくれ
たらなあということで、生徒会のなかに、さっきの
生徒情報倫理委員会というのは授業の2時間の名称
なんですが、生徒会の図書部員9名で生徒情報倫理
委員会生徒版というのを結成した訳です。 
どういうことをやっているかといいますと右側に
マンダリンネットシステムというのがあるんですが、
これは校内ネットなんですけれども、あのファース
トクラスを使って平成7年度に作ったんですが、ま
あここになんと言うんでしょうか、子供たちはやっ
ぱり凄いことを書き込むんですよね。先生たちも注
意しますけれどもやっぱり生徒たちの活動の中でや
っぱそういうのいけないんだぞとかですね、こうい
うのまずいんじゃないかとか、やっぱりそういうふ
うな活動とか、あるいは新入生のインターネット接
続セミナーというのを昼休みやっていまして、そう
いったことを先生がするんじゃなくて生徒たちにさ
せてみたら、また、すこしあの違うんじゃないかな
ということでやってみました。 
ところが最近になりましてだから今までやってき
た授業とかその活動というのはどちらかというと世

間様に迷惑をかけてはいけませんよと、いうことで
やってきた訳です。ところが最近になりましてなん
かまあインターネットに関わる事件というのが、こ
うある程度でてきたですよね。まあ人ごとだろうと、
私もこころのなかで思ってたんですけれども、うち
の学校のホームページからインターネットに接続し
まして、なんかチャットをしてですね、昼休みに、
で夜中の2時に会いましょうみたいなですね、あの
むこうが呼びかけてみて、そのとき私いなかったん
ですが、生徒が「先生こんなふうに言ってきたんだ
けどどうかな」といいに来たものですから、これは
まずいぞということで世間様に迷惑をかけないとい
う生徒を育てるとともに、やっぱしこの危ない部分
というのはあるからそういう部分にたいして、やっ
ぱし生徒たちにある程度指導していかなくちゃいけ
ないんじゃないかなということで、その部分もカリ
キュラムにしていく必要があるんじゃないかと思い
ました。 
情報倫理に関するカリキュラムなんですがあ、今
現在やっているのが最初は2時間だったんですが今
5 時間になっています。で、最初に著作権保護のこ
とで「悟空の著作権入門」ということで、たぶん全
部の学校に送られてきているんじゃないかなと思い
ますが、ほとんど生徒たち、この見られた方多いと
思うんですが悟空状態ですね。あのこれをまず最初
に見せています。それから「目指せ著作権博士」と
いうのも送られてきています。送ってきたものにつ
いてはとにかく使おうということでこういうのをま
あ2時間くらいやっています。そういうことをしま
すとまあ生徒たちの反応を見てみますと、感想を読
んでみますと「今まで著作権なんて全然知らなかっ
た。」これ 3 年生が答えているんですが「今まで著
作権を知らなかったからいろんなことをしていたけ
れど、今日この授業でしてはいけないことが分かっ
た。今後の自分にとても役にたつと思う。自分が意
識してないところで自分が著作権法を犯しているこ
とや関わっていることを今日始めて知った。これか
らこのことを普段から意識していこうと思った。」 
だからうちの生徒あるいはあの著作権に対する認
識が甘いのか知りませんけれども、この授業をしな
かったら知らないまま卒業していったんだなあと。
怖いことだなと思いました。で、一方でeメールと
ウェブページにつきまして、これは、いろんなとこ
ろで実践されてるということなんですがチェーンメ
ールを生徒に見せまして、でもってどういうふうな
反応をするかということを授業で取り組んでいます。
メールが来ると非常に生徒たち喜ぶんですけれども、
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もう嬉しい嬉しいですよね。だから、すぐ返事を書
きたい。だがチェーンメールを生徒に流しましてど
うするのとやったところですね、２クラスやりまし
て６３名中ですね、５９名がすぐ返事を書いたです。
もうすぐ書きました。で、それでいいのかと言った
らポカーンとしてるんですね。何を言ってるの先生
というか、来たら返事するのが人間として当たり前
でしょうと、そういう感覚ですよね。 
まあチェーンメールについて説明したところがこ
ういうことを書いてきています。「こういういたず
らは聞いたことがあったけどまさか自分がだまされ
るなんて思っていなかった。e メールは親しみがあ
って良いと思ったけれどもこういうこういうふうな
ことを防ぐことも大事なんだと思った。インターネ
ットの世界は奥が深くてとても怖いことがあると思
った。だからこれからもメールを書く時も受けとる
ときもよく内容を考えたい。とてもコワイからとい
ってパソコンを使わないというのはもっと怖い。パ
ソコンを使った犯罪やスパムなど引っかからない技
術を身に付けたい。」と、まあちょっと変わってきて
ますですね。 
最後に生徒情報倫理委員会でいわゆるホームペー
ジを生徒が使ったものを出す時にチェックする。で
また、ホームページを公開しますとメールが実際来
ますですよね。で、学んだことをそこで実際に活か
すというようなことを考えています。でこの生徒情
報倫理委員会のあとの感想をちょっと紹介しますと
「他の班のホームページを見て著作権や肖像権など
の問題を考えることが出来たのでとても勉強になっ
たと思う。今日注意した問題は軽く考えるととても
大変なことになってしまうんだなあと思った。今ま
でパソコンを使ってきた中で、お互いのプライバシ
ーというのは気をつけてきたけれど、今日学んだこ
とで、これからもっとお互いを尊重する姿勢を考え
なければと思った。」だからこの自分たちが作ったも
のをチェックし合せるというのですごく大事じゃな
いかなとわたし思ったんです。まあいろんなところ
でされてるけれども、やっぱり情報倫理という観点
で、やっぱり授業していくと、やっぱり子供たちも
受け取り方がちがうんじゃないかなという気が致し
ました。ちょっと変わります。 

 
永留： 
  
 変わりました。上屋久町立宮浦中学校、屋久島っ
てご存知ですかね。長島の辻さんと同じくらいの規
模の学校です。永留と申します。よろしくお願い致

します。 
私はもう殆ど辻さんの実践を参考にしてそれを自
分の学校でもやってみたということなんですが，違
いがあるとしたら地域ネットを自分たちで作りまし
て，その中でいろんなことをやったということです。
ひとつは、今出てますけれども子供たちに個人のペ
ージを作らせます。そうするととんでもないページ
を作る訳ですね。電話番号もちろん、住所もちろん
家族構成もちろんいろんなことを書く訳です。 
これじゃまずいよ、という話で，もちろんインタ
ーネットには公開できませんから地域ネットの中、
校内ネットの中に公開してみて、これはまずいよね
という話にしていくという事です。それを地域ネッ
トにも広げてみようという話です。結局子供たちが
いろんなトラブルというかいろんなことをしてくれ
ますが，それを教材として使ってみたらどうかとい
う提案です。 
それにネーミングをつけますと「躾の基本は家庭
から」とよく言われますけれども，地域、あるいは
学校の中からこういうことをやっていったらどうか
というお話です。それからもうひとつのお話ですが
4 万人の管理・監督責任者がいるのか、と。これは
どういう事かと言いますと，私達のグループでアン
ケートを取りました。例えば「情報モラルという言
葉を知っていますか」と教員の方にアンケートしま
した。だいたい７割の方が知っていると。それから
もう一つ。では「情報モラルに関する教育って必要
ですか」って聞くと１００%、殆ど全員が必要だよ
と。じゃあ3番目。じゃあ「情報モラルに関する何
かをやっていますか」と聞くとやってる方はだいた
い 2 割くらいがハイと答えられます。「（やってい
る・やっていないのは）なぜですか」と聞くと７割
強の方が「何をすれば良いのか分からない，今まで
考えたことが無かった」という実態が見えてきまし
た。結局，情報モラルを教えられるというか自分も
意識して子供たちとやっていくという教員はまだま
だ少ないんじゃないかなという気がします。 
ということは，結局地域ネットの中で複数の学校
でやりますから，チームを作ってちょっと情報モラ
ルについて勉強をみんなでしてはどうでしょうかと
いう提案をしているところです。それでいろんな掲
示板とかを作って地域の中でやっています。もちろ
んクローズドのネットワークです。どんなネットワ
ークかと言いますと，各学校からうちの学校のサー
バにつながります。これがクローズドの部分ですね。
と同時に，ルータを設置していますからルーティン
グをちょっと変えてあげると、インターネットと地
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域ネットの区別がつかないくらいの感じでシームレ
スに繋がります。こういうネットワークを使ってそ
ういう事をやっていくというお話です。ではまた変
わります。 

 
辻： 
 
はい。そこで、今、地域で、というお話があった
んですがやっぱりこういうもの情報倫理についても、
やっぱし皆で取り組んでいくということも大事かな
と、鹿児島県に教員のメーリングリストを作りまし
た。今２７０名くらい参加しているんですがそのな
かで一緒にやりませんかということで呼びかけてみ
たら２８名やるよ、一緒にやるよということで名称
を「鹿児島プロジェクト」とつけました。なぜかと
いわれてもあまり理由はないのですけれども、まあ
鹿児島でやるから「鹿児島プロジェクト」でいいん
じゃないの、と。 
内容は何をやるかと言いますとやっぱ実態調査を
しまして、さっきどういったことをしたらいいか分
からないということだったから、そういうことを皆
で考えてウェブページして公開してやってみようと。
出来たらそれを印刷して全部の学校に配ろうじゃな
いかというようなことを考えています。だから自分
たちも分からない中でも皆でやっぱりこう、盛り上
げていくというかごく一部の学校がやってもしょう
がないから、まあそんなことを鹿児島でもやってみ
ようかなということで取り組んでいるわけです。成
果と課題ですがご覧頂いてよろしいでしょうか。 
ここに書いてある４つのようなことです。という
ことで、あ、ちょっと時間を気にしてるものですか
ら、この辺で終わりたいと思います。どうもありが
とうございました。 

 
（会場拍手） 
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みんなで進めるみんなで進めるみんなで進めるみんなで進める
情報モラルの育成情報モラルの育成情報モラルの育成情報モラルの育成

鹿児島県東町立鷹巣中学校　　　  辻　慎一郎

鹿児島県上屋久町立宮浦中学校　永留　　貢

(c)TSUJI & NAGATOME,1999 2

鷹巣中学校
鹿児島県最北端の町（出水郡東町）鹿児島県最北端の町（出水郡東町）鹿児島県最北端の町（出水郡東町）鹿児島県最北端の町（出水郡東町）

学級数＝７学級学級数＝７学級学級数＝７学級学級数＝７学級

生徒数＝１９９名生徒数＝１９９名生徒数＝１９９名生徒数＝１９９名

教職員数＝２０名教職員数＝２０名教職員数＝２０名教職員数＝２０名

 

(c)TSUJI & NAGATOME,1999 3

情報倫理との出会い

平成７年度　「情報基礎」生徒作ホームページ
の公開

平成８年度　国語＆音楽科

(c)TSUJI & NAGATOME,1999 4

生徒情報倫理委員会（授業）

平成７年度～

技術・家庭科「情報基礎」（２/２５時間）

生徒相互でホームページのチェック

内容・・・著作権＆肖像権

 

(c)TSUJI & NAGATOME,1999 5

生徒情報倫理委員会
（生徒会活動）

生徒会図書
部員（９名）

校内ネットの
発言の管理

新入生への
インターネッ
ト接続セミ
ナー

(c)TSUJI & NAGATOME,1999 6

加害者・被害者にならない指導
が必要？

インターネットに関わる事件

チャットで会う約束！

カリキュラムへの位置づけの必要性

インターネットの影の部分への生徒
の意識づくり

 

(c)TSUJI & NAGATOME,1999 7

情報倫理に関するカリキュラム

情報基礎（5/25時間）

著作権保護・・・VTR「悟空の著作権入門」
（１）

冊子・・・著作権博士（１）

E-mail・・・チェーンメール、個人データの保
護（０．５）

 Webページ・・・アダルトサイト、掲示板（０．
５）

生徒情報倫理委員会（２）
(c)TSUJI & NAGATOME,1999 8

地域ネットを（子どもと教員の）
教習所に！

しつけの基本は家庭（地域）
から・・・!?

→Internetに出る前の「教習」「学習」
の場が必要！？

４万人の管理・監督・責任
者がいるのか・・・

→情報モラルを教えられる教員はまだ
まだ不足！？
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(c)TSUJI & NAGATOME,1999 9

屋久島地域ネット構成図

(c)TSUJI & NAGATOME,1999 10

みんなで取り組んでいこう！
Sie-MLの開始

平成１０年５月２０名で発足

平成１１年１１月２２日現在２６５名

情報倫理の指導カリキュラムが必要

鹿児島プロジェクト（２８名）発足
鹿児島県の実態調査

具体事例のWEBページ作成

具体事例の印刷物配布

 

(c)TSUJI & NAGATOME,1999 11

成果＆課題

日常生活の中にも情報倫理の考え
方が必要という認識が持てた

著作権侵害の判断基準を持つこと
が難しい

子どもと教員の学習の場としての閉
じたネットも必要!?
教職員の情報モラル意識の啓発が
必要
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長谷川： 
 
では質疑応答のほうに移りたいと思います。質問
等ございますかたは挙手をお願いします。どうぞ。 

 
質問： 
 
三重県立名張西高等学校情報科の中野です。うち
の学校は２８クラスあるちょっとした大規模校なん
ですが、すべてのホームルームに iMacを整備して、
そこから生徒たちが自由にインターネットを利用で
きる環境にしてあります。このあとの集中ディスカ
ッションにも是非参加したいと思っているのですが、
うちの学校では生徒全員には e-mail アドレスを渡
しておりません。授業やクラブなど、必要のある生
徒に限定して渡しています。 
その理由は、例えば差別的な内容のメールを出し
てしまうとか、よからぬ相手に出してしまうという
ことについてこちらが警戒しているからです。去年
から、シンガポールの中等教育学校とインターネッ
ト交流をはじめたのですが、そことはメールではな
く電子掲示板を利用するという形をとっています。
そこにお互いどんなことを記述したのか誰もがチェ
ックできる態勢を取りたかったからです。先生の御
発表の中で、生徒がお互いにチェックする時間を設
けているというのは非常に興味深かったんですけれ
ど、同じことを我々がするとそれは検閲になってし
まいます。検閲というのはしたくないし、非常にい
やなことですが、生徒に情報倫理を教えるというこ
とからある程度必要な部分もあるのかなと思います。 
生徒にお互いをチェックさせるというのは、検閲
にはならないと考えます。けれども、最終的にはそ
の漏れ等について先生がチェックされると思います。
それは、生徒間でのチェックというバッファがある
ものの、やはり検閲していることになります。この
検閲およびそれに関わる部分についての御意見を伺
いたいと思います。 

 
辻： 
 
えっとさっきのですねことはＥメールの話でなく
てですね、実はファーストクラスの掲示板の話だっ
たんです。掲示板に生徒は書いていきますですね。
そうするとやっぱり問題なこと書いていきますよね。
子供たち悪気無いのかも知れませんけれども。 
校長室とか職員室とか理科室とか保健室とかから

先生方やっぱり見ているんですよね。でまあすぐさ
ま先生が指導しても良いんだけれどもすこしくらい
見守っても良いんじゃないのというスタンスなんで
す。 
子供たちに生徒情報倫理委員会のあの 9名がどん
なこと書いてくるかですね。それで置いとくのじゃ
なくてやはり足りないなと思ったら自分たちとして
はやっぱりこういうことはこうじゃないのと。やっ
ぱり教室の仕事ですよね。だからあんまり最初から
もう見た瞬間先生が「だめ」と言うんじゃなくて、
一応生徒情報倫理委員会で考え差しといて朝の朝会
で掲示板でこういう書き込みあったんだけれども僕
たちはこう思います、みなさんはどうですかと呼び
かけるとか些細なことですけれどもやっぱりちょっ
と違うんじゃないかなと。もちろんだからさっき言
いました通り我々もほっておかないというようなス
タンスでおります。 

 
質問： 
 
ええ、慶応義塾大学の鈴木でございます。情報倫
理委員会、非常にいいなと思いました。それはなぜ
かといいますとですね、そのHow to useからHow 
to thinkへとということが前セッションでも課題に
なってましたけれども子供たちにサイバー社会のル
ールを作る力と体験をするという意味で非常にいい
なと思いました。 
それに関連してですね先ほど京都大学のかたもお
っしゃってたんですけれども、その著作権というも
のを子供に教えるという時にですね、非常に難しい
なと思います。で、なぜ難しいかといいますと、日
本の現行著作権法を教えるということでとどまって
いてはいけないというのが私の考えですね。 
なぜならばですね、ようするに現行の著作権法と
いうのはアナログ社会についての著作物についての
前提にした著作権法になっているわけですね。今デ
ジタル社会でその特に国際間、WIPOなんかで議論
されてることはですね、デジタル社会における著作
権ルールというのをどういうふうに作るかというの
が課題になってるのですね。特にその著作権法のな
かで難しい問題はですね、その著作の保護、著作権
の保護ということとですね、fair useつまり公正な
利用とそのバランスをどうとるかというのが非常に
問題でありましてアメリカというのはこの fair use
の考え方というのを非常に強くでた考え方です。 
でどちらかというと日本というのはこの fair use
がわりと限定的に解釈をされてるというわけで現行
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の著作権法でもですね、アメリカの考え方と日本の
考え方と違う訳ですよね。おそらくは今からのジェ
ネレーションのその子供たちも含めてこれからその
デジタル社会における著作物の保護と利用のルール
を新しく作っていくわけですがそこのそのまあトッ
プダウンでようするに、まあ法律がどうなっている
かということはきちっと教えなきゃいけないと思い
ますが、その裏側にどういう考え方があってどうい
う法律になっているのか。それから自分たちのなん
というかそのルール感情といいますか、それから照
らして今の法律というのはどうなのかというのをや
や、まあどの中学校や高校からやるのか大学からや
るか非常に難しいわけですがややその criticism と
いいますかそういう立場をもどこからどこまでとい
うふうに教えていくこともですね、発表を聞いてて
難しくかつ重要な問題だなあと。 
ですから日本の著作権を学んだ人がですねこれか
らそのアメリカとかヨーロッパで活躍していくこと
というの非常に考えられる訳ですね。今そうすると
アメリカに行くと fair useの考え方非常に強くうち
だしてくるわけですから、あれなんか学んだのと違
うなととかですね。あるいはまた今でも日米ではそ
のなんかの国際交流でeメールを使おうということ
になりますとアメリカの子供たちが考えている著作
ルールと日本の著作権法を教えられたのでは、また
これディストーション起こるということもおそらく
直面されると思いますのであのこれからまたいろい
ろあの一緒に議論をさせて頂ければと思います。今
日は本当にいい発表ありがとうございました。 

 
長谷川： 
 
では時間になりましたので辻先生、永留先生、あ
りがとうございました。 

 
（会場拍手） 
 
 中学校の部で二本の発表をして頂きました。今
先生は「自分の五感と足でまず自分の作品を大事だ
と思わせたい。その気持ちから他人の作品を大切に
思うというところに繋げたい」ところをいわれてま
した。 
辻先生、永留先生は生徒の日常の中に情報倫理委
員会を設置し、その中で学んでいけるような仕組み
をつくるという点で非常に工夫されてみえたと思い
ます。非常に良い実践をご紹介いただき、ありがと
うございました。 

 ではこれで中学校の部を終わらせて頂きます。
ありがとうございました。 

 
（会場拍手） 
 
司会： 
 
ありがとうございました。 
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高等学校の部 
コーディネイター 高橋邦夫（東金女子高等学校） 
 
司会： 
 
それでは続きまして実践報告の第３部、最後にな
ります高校の部に進みたいと思います。高校の部は
コーディネーターのほうを東金女子高等学校の高橋
邦夫先生にお願いします。高橋先生よろしくお願い
します。 

 
高橋： 
 
ご紹介頂きました東金女子高等学校の高橋です。
高等学校の部をただいまより展開していきますので
よろしくご協力お願い申し上げます。さてこれまで，
いわゆる義務制といわれる学校についてご覧頂きま
したけれども，高等学校というのはまたちょっと違
うところです。特に高校生の場合は生徒自身が自ら
考えて主体的に行動できる、そういう能力が高いと
いう年代でもありますので、逆にいうと，あまり放
っておくと子供たち自身が未熟な考え方の中でどん
どんおかしな実践の中に走ってしまうということも
考えられる，難しい局面もありえます。そういった
面で，高等学校におけるこの面での教育指導の在り
方について，今後のヒントとなるような事例につい
て2件ご紹介して参りたいと思います。まず最初に
三重県立こもの高等学校の浦田治先生をご紹介致し
ます。ご存知の方も多いと思いますが，JPNICとい
う組織の運営委員をされており，教育部会の主査と
いうことで活躍されている先生です。今回の発表の
演題は「具体的課題設定の実現」ということでご発
表頂きます。ではお願い致します。 

 
浦田： 
 
みなさんこんにちは、三重県菰野高等学校の浦田
です。今日はこのような発言の機会を頂きましてあ
りがとうございます。高等学校の実践発表というこ
とですが、子供も高校になりますといろんなことや
ってくれます。具体的には世間で話題になってる警
察に捕まった例を挙げさせて頂きますとこんなとこ
ろです。最近では鈴木あみちゃんのコンサート行っ
た時の録音テープをインターネットで売ったとか、
皆さんご存知のMP3とかいろんな問題があります。 

 

私も学校でいろんな生徒と関わる中で考えるんで
すけれども、自分たちだけでは手に負えないなあと
いう感覚をもっております。学校だけで情報倫理教
育に対しての責任を負えるかというとちょっと無理
じゃないかと思っております。何と言いましても彼
らのいろんな通信端末の利用を見ますと、これは使
えると思うとがんがん使いますし、そこであいつも
こいつもやってる、みんなそうだって感じでどんど
んまずい方向に走っちゃったりとかいうこともあり
ます。 

 
やはり家庭はもとより、様々な行政機関の方の協
力も頂かないと、実効性のある情報倫理教育を進め
ていくのは難しいと思っています。 

 
だけどもやっぱり教員として子供たちが逮捕され
ることはどうしても避けたい。ネットワークを知ら
なきゃ逮捕されなかったのにこんなもの知っちゃっ
たから逮捕されたということになれば問題は大きい、
インターネットの健全な発展に関わってくることで
すので何とかしたいという気持ちは持っております。 

 
今日は、私の学校で昨年から行っているアンケー
トから彼らの通信端末利用事情ということをまず話
してみたいと思います。高校生が携帯電話もってる
風景なんてだれも驚かないと思いますけれども、彼
らはまさにいろんな使い方をしています。このアン
ケートを行うきっかけになったのは昨年、うちの学
校である特定の生徒が複数からこうイヤガラセのメ
ール受けて、不登校になりその対応に苦労したそい
うような事例がありまして、彼らの利用状況をある
程度知っておいたほうが良いだろうと思ったことが
始まりです。あとインターネットを学校の授業で使
っていく上で彼らは家庭でどれくらい使えているか
ということを前提として知っとかなきゃいかんだろ
うということでアンケートを行っている訳です。 

 
それと授業の中で現在やっております３年生の選
択講座で「インターネット理解」という単元設けま
して課題に応じて、考察レポート書いてディスカッ
ションしたりというふうなことをやっております。 

 
ではアンケートの内容について若干紹介させて頂
きますが、生徒はまずほとんど持っています。学校
でやってるアンケートで、私の学校では基本的に持
ってくるなと指導をしておりますので正直に書かな
い生徒を考えますとまあ８割くらいいっているんだ
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ろうなあと思います。調査してみて昨年と今年で変
化していることとしては昨年は１年生、２年生、３
年生と学年によってかなり差があったんですけれど
も、まあ３年生たくさんもってるなというのがあっ
たんですけれども、今年はもうあんまり変わらない
ですね。学年によってもあまり差が無い。つまり１
年の間でも保有の低年齢化がかなり進んでいます。
現在持ってない子に対して携帯電話いりますかと聞
くと、要らないと答える子はもう７%いないんです
ね。つまりほとんどの子は欲しがってるし持ってる。 

 
電話にはいろんな機能あるわけですけれども携帯
のメール機能がありますね。これを使って友達とバ
ンバンメッセージのやりとりするわけですけれども
携帯電話を使ってる子の９２%はそういう機能使っ
ている。で月額の使用料金だいたい平均して９００
０円くらい。ちなみにどっかの県だと、学校でイン
ターネットを使って良い料金は年間１０万円くらい
だなんてのがあるんですけれども、これは生徒ひと
りあたりが払っている携帯電話の料金とあまり変わ
らないということになります。 

 
次に主な相手は誰かというと、ご両親にはいろい
ろ連絡とりあうために必要だからなんて言って親に
買ってもらう訳ですけれども現実的にはまあ１００
回のうち３回くらいしか家のものとはしゃべらない
という実態があります。 

 
また機種にかなりばらつきがあってこれはかなり
面白いんですけれども、去年アンケートしたときに
大勢を占めていた機種が今年になってみてみたらそ
の分布が相当変わっているんですね。彼らは１年以
上同じ機種ほとんど持たないんです。コロコロコロ
コロ買い替えていくし、ちょっと古い機種はただで
手に入るんですね。それと新しいサービスに対する
興味関心も強いですから、買い替えは早いんですね。
iModeなんかを持っている生徒にですね「お前なん
で iModeなんか持ってるんだ」と聞くと「いやなん
か分からないけれど普通のものより良さそうだか
ら」というただそれだけの理由で iMode買うわけで
すね。 

 
また面白いことがあるんですが、以前は学校にあ
んまり来ないサボってばかりいる生徒に「お前携帯
の番号教えろ」なんて聞くと「はい先生」なんて抵
抗なく教えたものですが、最近は、「お前最近学校サ
ボってるから携帯の番号教えろ、俺電話するから」

なんていうと「先生、プライバシーだから聞いちゃ
だめだよ、そんなこと」（会場笑）。という返事が帰
ってくるようになりました。かなりこういったこと
に対して敏感ですね、つまりプライバシー保護とい
うようなことは通信端末を持ち歩くようになれば実
体験で学んでいくんです。 

 
聞いてみるとかなり怖い思いとかもしてたり、友
達がなんらかの被害にあったりということがありま
す。 

 
さてインターネットの利用状況なんですけれども、
家庭では１５%くらいになってきてます。インター
ネットに対してどういうイメージ持っているかとい
うのを聞いてみると危険度の認識というのでだんだ
ん増えてきてます。 

 
また思うに次世代は確実に、携帯端末とインター
ネットが融合していきます。すでにポケットボード
でありますとかバンダイの、ワンダースワンという
ようなゲーム機なんかはブラウザとしても十分使え
ます。何と言っても各メーカーいろんなサービス向
上激戦やってくれますんで大変な勢いでこの分野は
進んでいくだろうと思っています。 

 
さて教員は、ということになりますとこういうこ
とにとんと疎いんですね。あの同じようなアンケー
ト教員にもとろうと思ったんですけれども、ちょっ
と怖くて出来なかったんです。（会場笑） 

 
学校でネット取り入れる時に、いろいろ僕も失敗
してきたんですけれども、特に授業で取り入れると
いうのはちゃんと評価をしなきゃいけないです。生
徒の授業中の営みをきちんと評価してやることは必
要です。 

 
ネットワークを利用してコミュニケーションとか
異文化交流の実体験とかを取り入れてやることは、
面白いんですけれども評価が難しいんですね。また
ウェブでの調べ学習も経験された先生は分かると思
いますが、明確に目的をきめて取り組ませないと誘
惑のるつぼですからなかなか生徒のコントロールが
難しいのではないでしょうか。 

 
使う上では赤信号の教育、青信号の教育といろい
ろ取りざたされますけれども、どっちかというとや
っぱり青信号の教育やってかなきゃいかんのじゃな
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いかなと思っています。先日サッカーワールドカッ
プの日本監督のトルシエさんが Aggressive And 
Communication なんて言っててあれは良い言葉だ
なあと、インターネットの教育でも同じようなこと
が言えるんじゃないかと思います。 

 
インターネットに対して子供たちはユーザーとし
て最初関わりますね。インターネットの中にボコー
ンと放り込まれて「ああ、こんな便利なものがある、
いいぞ、いいぞ、いいぞ」という中でやっぱり毒林
檎も掴んじゃう訳です。だからそういった彼らに必
要なのは、インターネットというものに対して視点
を変えて見てみること、つまり客観的な視点でイン
ターネットがどういうものか見てみようという教育
が必要なんじゃないかと思っていました。 

 
その特性や文化的な側面を知ることで冷静にイン
ターネットなるものを見つめることで、少しネット
ワークとの付き合い方がうまくなるんではないかと
考えています。 

 
まずは具体的な課題設定に取り組むことで、私自
身も一緒になって考えてみようというのがこの授業
の目的です。 

 
さてインターネット自体をどう捉えるかついてで
すが、一つは情報通信の基盤になるメディアであろ
うということ、もう一つは未成熟で様々な整備が進
行中のメディアだということです。世間に確実に浸
透して重要な役割を果たすことになってきたが、ま
だまだ歴史の浅いメディアなんだということを同時
に伝えいかなきゃいかんだろう。それで考えた切り
口なんですけれども以下の４つ。生活に関わってい
るということ。次に歴史をやりたいんですけれども、
あえてどんな人がどんなふうなことをやってインタ
ーネットを変えてきたのかということ。次にどんな
スケールで広がってきているかというデータを見る
こと。最後に事件の問題とこんなふうに捉えてみま
した。この主題に準じて具体的な問題提起で課題を
出します。 

 
生活の変化ということに対して何を題材にして使
おうかなといろいろ考えたんですけれども、単純か
もしれませんが、僕はあえてYahooに限定して進め
てみることにしました。日本の場合ポータルサイト
っていうとどうもYahooが独り勝ち状態で、Yahoo
でどんなことできるかということを掴むと大体イン

ターネットでどういうことできるかというのが分か
ると思います。まずはYahoo使うだけでどんなに自
分の生活かわるだろうかということを考えさせる訳
です。これだけでは本校の生徒の想像力には響かな
いので、考察のポイントというのももう少し詳しく、
自分はこういうふうに使うぞ、人はどんなふうに使
うだろう、こんな人は喜ぶだろうけどこんな人は困
るだろうとか、考察を進めさせるわけです。次に人
に着目してやってみます。インターネットは誰が何
してこうなったんだろう。どんな発見や貢献があっ
て、また活躍や成功があったかということを、調べ
てみます。ここではあまり技術的なことには踏み込
まないことが注意点ですが、インターネットを上手
に使って成功した人の例とかを物語的に話してやる
と良い動機付けになります。マイケル・デルみたい
な人がいて１９歳で会社起こして今やアメリカで一
番パソコン売ってるメーカーの社長だ、まだ３４歳
だ、なんて話しや、ビルゲイツさんの大学中退話し
とか、活躍した立志伝中の人物は生きてますし親近
感も沸きます。生徒たちの中には、ティムバーナー
ズリーやマークアンドリーセンあたりに興味もって
調べてくれる子もいました。 

 
次はうまくいかなかったんですけども、データを
見ていろいろ分析してみようということをやってみ
たんです。ここでは郵政省の通信白書を利用させて
頂いたんですが、これはもう非常によくできている
データや資料にばっちり考察がついていて、それが
あまりに完成度が高いのでそれ以上の考察を子供た
ちに要求しても無理でした。えー、失敗です、これ
は。（会場笑） 

 
最後は加害者、被害者含めてネットに関わる事件
を扱います。とりあえず知識として知ってろよ、と
いう事例はいくつもあります。 

 
さて実際の生徒の考察に触れてみたいと思うんで
すけれども、彼らはいろんなことに気づきます。例
えばある生徒の考察ですけれども「いろんな情報あ
りすぎて何を信じて良いのか分からなくなる。ほと
んどパニックになる。どれを信用していいのか分か
らない。これはやっぱり非常に危険だ。」というよう
なこんなこと書いたりします。またある子は的確な
んですね。太る、人間が太ると。動かなくなるから
絶対太っちゃう。（会場笑）まあ多くのインターネッ
ト界の人はこの現象にはまってるんじゃないかと思
いますが・。 
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あと喜ぶ人、困る人の対比ですが、困りそうな人
に母の味が忘れられない人なんて。これ「インター
ネットでチン」なんていうコマーシャルの影響だと
思います。他にもいろいろ面白い考察を書いてくれ
る生徒がおります。 

 
犯罪やプライバシーの保護ってあたりがどんなに
大事なのかっていうようなことを書いてる生徒がい
たんですが、この子は「事件の様子を見てみると他
の子もやってるから自分もやってみようなんて軽い
気持ちでやってる。要は知識がないものだから犯罪
者になっちゃうんじゃないか、自分もウェブ１１０
番という騙され度診断テストというのをやったらあ
なたはいつ騙されても不思議ではないと診断され
た」と。 

 
さて僕がこの授業の中での考察で非常に気になっ
たものがいくつかありました。一つは情報の価値に
ついてこのようなことを言った生徒がいました。
「自分で情報を探しにどこかへ行くということをし
なくなるんじゃないか。苦労して探し当てた情報こ
そがその人にとって価値のあるものじゃないか」こ
ういうことを言っているんですね。情報の価値とい
うものに対しての捉え方が非常に冷静だと思いまし
た。また「やっぱり寂しい。生活する上で便利なも
のということは結局無くてもいいものでないのだろ
うか」これも僕にはグサッときました。インターネ
ットが便利だから必要だという言い方をどっかでし
てる自分に突きつけられたなあと、非常に便利だか
らといって使い方だけ教えていては、やはり教育に
はならないということですね。この生徒は明らかに
便利なものと必要なものは別物という捉え方をして
ますが、この辺「情報の価値とネットワークの利便
性」というのはしっかり深める必要のある面白いテ
ーマだと今は感じています。 

 
今回の実践は僕が最初狙ったものよりも、生徒の
反応がいろんな意味で多岐に渡っていて非常に楽し
ませてもらえた、私自身勉強になった授業でした。 

 
以上で終わります。 
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具体的課題設定の実例

三重県立菰野高等学校

教諭　浦田　治
������������������������������������urata@tcp-ip.or.��������jp

「インターネットと教育フォーラム」　実践発表　99/11/28 高校生の事件

• これは捕まる　　�����������事例

• 学校が情報倫理教育に責任を負えるか・・・

• やっぱり逮捕は避けたい

 

今日の内容

• 生徒の通信端末利用事情
アンケート（平成１０年、１１年）

• ３年 選択講座 「計算処理」

 単元「インターネット理解」（約１０ｈ）

課題の設定

レポートの作成

ディスカッション

通信端末の利用　(1)

• 携帯・ＰＨＳの利用

保有率　 　　76％　　　　　昨年 52％
携帯メールの使用　　92％
月額使用料　　　　平均　　9000円
主な相手は？　　両親や家族　3％
機種にばらつき　=　はげしいシェア争い

新しいサービスに対する興味、関心

プライバシーに対して敏感

 

通信端末の利用　(２)

• インターネットの利用
　　　　　　　　　　　　平成１０年度　　　　平成１１年度

家庭で　 　　　  　 5％　→　　 15％
危険度認識   　4.5％  →   6.8％

携帯端末とインターネットの融合は確実
ポケットゲーム機

し烈なサービス向上合戦

授業へネットを取入れる際

• コミュニケーションや実体験は評価が困難

• ＷＷＷは誘惑の“るつぼ”

• 赤信号 ＜ 青信号

• 視点を変える　内側　→　外側

• 具体的な課題の設定は何か

 

「インターネット」の捉え方「インターネット」の捉え方「インターネット」の捉え方「インターネット」の捉え方

• 情報通信社会の基盤になるメディア
生活に関わってくる

急速な拡大

• 未成熟、未整備なメディア
歴史が浅い

技術や法律の整備が進行中

単元 「インターネット理解」

• ４つの切り口

生活生活生活生活

人人人人

データデータデータデータ

事件事件事件事件

•
�����������������������������������������
課題トップページ
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各テーマの展開各テーマの展開各テーマの展開各テーマの展開

主題・内容の講義　１時間目

２時間目
以降

レポート作成 

閲覧・評価 レポート作成 

０　　　　　１０　　　　２０　　　　３０　　　　４０　　　　５０

最終時 相互評価・全体討議

×４

ＰＣ部員　がＰＣ部員　がＰＣ部員　がＰＣ部員　が 技術サポート技術サポート技術サポート技術サポート　放課後

表現と考察

• 表現方法

引用や参照の適正な明示

表現  VS  著作権尊重

• 考　察

独自性、説得力、発見、意識の変化

 

生徒の考察より

• 情報の価値とは？

　　““““「自分で情報を探しにどこかに行く」ということ「自分で情報を探しにどこかに行く」ということ「自分で情報を探しにどこかに行く」ということ「自分で情報を探しにどこかに行く」ということ
をしなくなると思う。苦労して探し当てた情報こそをしなくなると思う。苦労して探し当てた情報こそをしなくなると思う。苦労して探し当てた情報こそをしなくなると思う。苦労して探し当てた情報こそ
がその人には価値がある。がその人には価値がある。がその人には価値がある。がその人には価値がある。””””

• 便利は必要か？

　　““““やっぱりさびしい。　生活する上で「便利なもやっぱりさびしい。　生活する上で「便利なもやっぱりさびしい。　生活する上で「便利なもやっぱりさびしい。　生活する上で「便利なも
の」って、結局はなくてもいいものなんじゃないか。の」って、結局はなくてもいいものなんじゃないか。の」って、結局はなくてもいいものなんじゃないか。の」って、結局はなくてもいいものなんじゃないか。
””””

 



 

 64 

 
高橋： 
 
ありがとうございました。ではただいまのご発表につきまして，ご質問、ご意見コメント等ありましたらお
願い致します。はい、どうぞ。 

 
質問： 
 
龍谷大学の寺尾と申します。ちょっと足が悪いので座ったまま質問させてもらいます。メインの話の中でで
はなかったんですけれども、生徒の携帯情報端末の所有についてアンケートをなさったとおっしゃってました
けれども、それで先生のほうはこわくてできなかったとおっしゃったんですが，これ是非やるべきだと思いま
して。私自身は大学に勤めておりますけれども生徒とまあご年配の教授の方とでは大分認識が違っております
し、その辺をしっかり浮き彫りにしたデータというのが必要になってくると思いますのでその辺はきちんと調
べて今後情報教育を組み立てていくなかで一つの基盤になるデータとしてとる必要があると思うんですが、こ
れからとるような予定はないでしょうか。 

 
浦田： 
 
ええ、職場で検討したいと思います。 
 
高橋： 
 
もう一件くらいお受けできますが。ございますでしょうか。はいお願い致します。 
 
質問： 
 
株式会社リクルートのたかのと申します。教えて頂きたい点がありまして質問させて頂いたんですが高校生
の自宅にネット端末はけっこうあるのかどうか、要するに携帯じゃなくてきちんとしたものがあるのかどうか。
それから御校では生徒さんにアドレスを発行しているのかどうか。できたらまたyahooもありがたいが，ポー
タルサイトとして Isizeを使って頂けるとありがたいのですが。（会場笑） 

 
浦田： 
 
はい。Isizeのほうはですね、職員がいろんなお買い物したりとかそういうのでよく利用しているの見かけま
す。 

 
生徒のアドレスについては僕は、このプログラムのところにも書かせて頂きましたけれども、全員に生徒に
与えるということに関してはNoです。サーバーは一応ありますが、かなり限定した生徒に対してきちっとし
た目的のある生徒に対してしかまあ発行はしておりません。で、それはやっぱり先ほどなかの先生もおっしゃ
ってましたけれども、いろんな怖さもありますし、それから学校でなにかあった時にどういうふうに責任とっ
ていくかというような議論がなかなか進まないという意味です。 

 
それからネット端末自宅にどれくらいあるかということ、さっき数字が出ていましたけれども、だいたい１
５%くらい、私の学校であります。まあ三重県の菰野地区というのははっきりいって田舎ですけれども、ただ
去年は５%しかなかった。今年は１５%ですから、まあかなりの勢いで伸びてるというところだとは思います。 
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高橋： 
 
まだ御質問等があると思いますが、申し訳ありませんが時間の関係で打ち切らせて頂きます。浦田先生どう
もありがとうございました。 

 
（会場拍手） 
 
また，質問の続き等はメーリングリスト上で行いたいと思います。 
 
では，次の発表は北海道旭川凌雲高等学校の奥村稔先生にお願い致します。テーマは「高校生のネットワー
クコミュニティ形成プロジェクト」です。副題がございまして「地域分散広域統合型自律的学習環境の構築」
という演題になっております。 

 
奥村： 
 
みなさんこんにちは。北海道の旭川凌雲高校から来ました奥村と申します。どうぞよろしくお願い致します。
今日お話するのは「高校生のネットワークコミュニティ形成プロジェクト」ということです。ちょっと上のほ
う緑色で見えないかもしれませんが、真面目に書くと「地域分散広域統合型自律的学習環境の構築」。自分で言
っても笑ってしまうんですけれども、いろいろ考えてやってくるうちにいろいろなことが重なって、こういう
ふうになってしまったということです。具体的な中身は、東海地区の高校が何校か、それから沖縄地区の高校
が何校か、そして北海道の高校が何校かという集合体で高校生のネットワークコミュニティ、要するに広い意
味での学習環境を作りたいなということです。１００校プロジェクトの立ち上がりくらいからずっと実践を続
けてきたものです。中身はまずここにある１、２、３、４、５の５つを順番に説明していきたいと思っていま
す。 

 
 
まずインターネットの教育利用ということなんですけれども、もう実証実験という段階から実用実践という
か、実際の学校の学習の中で使えるようになってきたんじゃないだろうかというふうに実感しています。まだ
まだという声もあると思いますけれども。それからインターネットというのは、授業というよりも私は「生き
る為の知識を獲得する為の方法」を学ぶべきものなんじゃないかなと思います。授業の中にインターネットを
持ち込むということに対しては、決して否定はしませんけれども他にやりようがあるだろう。そういうことで
生涯学んでいく、自分で学んでいくという動機づけに使いたいなと思っています。だから教育の中での学校と
いう枠組みをどうしたら取っ払えるだろうか、そういう視点で今回のプロジェクトを考えて、なるべく社会と
結びついていきたいなと思っています。 

 
 
そういういことで考えたのが自律的広域学習環境です。自律の律は自分を律するということで、いかにもこ
のフォーラムの倫理というテーマにふさわしい言葉じゃないかなと思うんですけれども。まず生徒たちがイン
ターネット上に学ぶ為に集まる。自分たちで学びたいテーマを自分たちで設定する。そして自分たちで学習環
境を作り上げていきます。これはインターネット上ですから当然メールを使ったりウェブを使ったり、それか
らビデオ会議を使ったりと、そういう形でやってくことになります。それから学び構造を考えます。この構造
というところは難しいと思うんですけれども、要するに学校の枠組みでなくて、自分たちで学ぶ構造を作って
いきたいなというふうに思っています。お話を重ねることになりますが、私たちが目指すものをまとめると、
学校の枠にとらわれない学習環境を整備したい、柔軟な学習構造を作りたい、そういうときに生徒や教師の心
構えはいったいどんなものなんだろうか、そしてこういったことを自発的な学習や課題解決に向けての活動の
基盤にしたいというふうに思っています。どういうプロジェクトかということでお話したいのが２番目です。
まず基本方針ということですけれども、キーワードが３つあります。一つは「共有」したいということです。
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地域との関連を考えて。要するに生涯学ぶ為には地域との繋がりをどうしても避けられないだろうということ
で、地域との関連を考えた企画、行動そしてプロセスを共有するのです。このプロセスというのがなかなか分
かりづらいところなんですが、つい結果を求めてしまうのです。結果を評価してしまうということなんですけ
れども。子供たちもプロジェクトをやってみると、結果ばっかり気にするんですね。失敗してみてそれを皆で
共有して、次に役立てようという気にはなかなかならない。次のキーワードは、そういったプロセスを「蓄積」
しようということです。もちろんウェブとかっていうことがすぐ出てくると思うんですが。最後のキーワード
は、そういった蓄積を為し得た後に、次世代へ「継承」していこう。学校というところは毎年同じこと繰り返
してますね、いやっていうほどね。同じような授業ばっかりやっていやになって。僕ももうウン十年教員やっ
ているんでいやになっているんですけれども、もっと継承できる、次世代に何か伝えることができれば、それ
にのっかった何か新しいことが出来るんじゃないかなというふうに思っています。この３つをキーワードにし
てやっていきたいなと思っています。 

 
 
今までのプロジェクト、いろいろ広域で、広いところでやるというのありましたけれども、広い仲間との連
帯感だとか地域の特色だとか、そういったものを感じながらやれるという長所がありました。短所としては統
一的なテーマがどの学校にも取り組みやすいものだとは言えなくて、同じような取り組みをみんなでやるのは
なかなか難しい。学校のスケジュールの問題もあると思います。それから、プロジェクトリーダーがいたとし
てもなかなか全体を把握しづらい。それから教師のアクティビティがずいぶん落ちてしまうということで、教
師自身のコミュニケーションがぜひ必要だというふうに思います。 

 
 
ここでまず最初に、地域での「分散プロジェクト」というのはどういういことかと言いますと、地域との関
わりを持つことができるというメリットがあります。それから身近なテーマに生徒が取り組みやすい、身近な
教師が指導しやすい。これはアクティビティを確保するという意味でです。さっきの広域の短所の部分を全部
長所に取り込むことができるんじゃないかということです。そういった地域で行われた分散プロジェクトをど
う広域で統合していくか、みんなで共有していくかということですが、統合ウェブという形でちょっと受動的
な話になりますが不特定多数に発信していこう。それだけじゃなくて、こちらからも能動的に発信していこう
とメールニュースでの発信ということを考えました。できればその生徒たちの発信を、不特定多数ではなくて
はっきり顔が分かるというか、少なくともどういう人たちかが受信してくれているか分かるような、そういう
サブスクライバー、購読者をきちっとした形で生徒たちに自覚させるような形での発信をさせてあげたいなと
思っています。 

 
キーポイントになるのは、そのコミュニケーションをどう活性化させるということです。できればオフライ
ンでのミーティングを持ちたい。そしてそれらは生徒たちの手で、可能な限り自分たちだけで運営させたい。
ネットワーク上の交流を、実際の交流のような実感という形に変えていきたい。プロジェクトへの共通認識を
つくるため、それから具体的なアクションプランを顔を突き合わせてみるという意味で、オフラインミーティ
ングが一つのポイントになってくると思います。 

 
 
今お話したいろいろな構造ですけれども、絵に描いてみるとこういう形になると思います。例えば自分の学
校を中心にしてしまいましたが、凌雲高校は「旭川マルチメディアマップ・プロジェクト」というのをやって
います。地域のマルチメディア関連の企業などに生徒たちがアポイントメント取って取材に行って、記事書い
て、記事の妥当性とかをメールでまたやりとりしてOKという形になれば、それをウェブにしていくという形
でやっているんです。地域の企業を訪れるとすごく好評で、自分たちも高校生の頃にこういういことできたら
よかったのに、なんて話があるんですがね。東海地区のほうではまた別のプロジェクトが動いています。例え
ば地域のおじいさんおばあさんと交流してみた。その交流の成果や結果をいろいろ挙げていって、こんな失敗
もあった、うまくいったこともあったとやっています。沖縄だと、沖縄自身のことを子どもたちがあんまり知
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らないなんていう声があって、そこから沖縄のことを調べようとか、外国の人と触れ合おうとか、そういう地
域プロジェクトをやっています。それを真ん中のこの統合ウェブでまとめて、電子メールで一般社会の購読者
に発信していこうというのです。こういった絵に書けるんではないかと思います。 

 
これまでの実践ですけれどもまず１期２期３期というふうにあります。１期というのはまるまる 100%の自
律性を期待してやったんですけれど、そんなに簡単に上手くいかなかった。今思えばそれがあたりまえなんで
すけれども、そういう結果が出てきました。いろいろな成果はあったにしろまともに動かなかったというとこ
ろがあって、要するに自律性に任せすぎたというのがあります、生徒に。自律性を育てるためには核となる自
律の種が必要だ。 

 
その種をまくのは教師であるごんべいさんといういことで、それを何とか第２期へ持っていきました。アク
ティビティの強化のためにということで。それは地域分散広域統合というテーマで、先ほどお話したように、
地域ごとのプロジェクトを立てて、それをまとめようということをやったんです。生徒たちがいろいろなプロ
ジェクトのための仕組みを考えたんですが、生徒たちはどうしてもさっき言ったように結果を求めがちになり
ます。かっこいいことを求めてることになっちゃって、結局そこに結果が出てくるまでのプロセスが非常に固
く、要するに、生徒自身が動けなくなってしまったり、作業の量としてなかなか困難だったり、コミュニケー
ションの問題が出てきたりと、いろいろな作業の難しさというのが出てきました。 

 
そういう失敗と言うのかな、このプロジェクトではプロセスですからある意味では成果なんですけれども、
そういうのを第３期へ引き継ぎたいわけです。そこで、持続性のある活動のためにというテーマとしては、広
域統合しっかりやろうじゃないかということでやってみました。まとめとしてはいろいろあるんですが、メー
ルニュースやウェブもある程度形になって出てきまして、独自ドメインである nextage.ne.jp というドメイン
の上で生徒がウェブを作れるようになってきました。そういう意味では協調・蓄積の部分がある程度軌道に乗
ってきてるんです。継承の部分では、やはり３年生になるとどうしても忙しいので困っちゃうなと。だんだん
離れていっちゃう。そのあとに２年生、１年生に引き継ぐ部分、継承の部分の仕組みが実はまだきちっとした
ものがなかったということを今思い知っています。 

 
そういうことで成果と課題という形でまとめていきたいのですが、地域分散プロジェクト、まあ地域でそれ
ぞれやっていますからそれぞれの成果がまず一つあります。それは大きいものです。それから今３期に分けて
お話した通り、これまでいろいろな問題点を克服してきましたけれども、広域で先生方や生徒が集まりながら
いろいろなことを克服してきたという意味では、これもまたプロジェクトとしては大きいんじゃないだろうか
ということです。それから生徒の自律性と教師の自律性というふうにあるんですけれども、先生方も生徒もで
すね、毎日忙しい中をこんなプロジェクトやるというのはとても大変で、自律性を養うとは言いながらも、実
は毎日「自律性の踏み絵」を踏まされているような辛い日々を送っているという声も一部にはあります。ただ
それが、学校の中でもう少し認識が出てくれば上手いこと取り込んでくれるんじゃないかと思っています。そ
れについては後で述べたいと思います。成果の応用という面では、プロジェクトを進める上で構築してきたこ
れまでの構造が、いろいろなところで使えるんじゃないかということを考えています。もっと地域的に広いと
ころでも、国際的なところでも、このプロジェクト構造がうまく働かないかなというふうに思ってたりしてい
ます。 

 
課題については今までいろいろ話してきましたので、ここはさらさらっと見てもらうことにして。「これから
に向けて」といことについて簡単に二つばかり。これまでお話してきたようなプロジェクトが、総合学習と親
和性が高いんじゃないだろうかということが一つ指摘されると思うんです。ただ、学校の枠組み乗り越えてこ
の自律プロジェクトやろうとしているのに、総合学習だなんて言ってまたその枠組みの中に入ろうとしている、
その間抜けさというのはあるんですけれども。そこのところは、なんかこう柔軟にというかそういう形で取り
込んで行きたいなと思っています。まあこれが総合学習との親和性が高いんじゃないだろうか、ということが
一つということ。それから次のプロジェクトということでは「地域開放分散プロジェクト」。何だかはんかくさ
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い（北海道弁？）名前でだんだん固まっていくんですけれども。地域に開放されたプロジェクトにしたい。つ
まり地域の人達を巻き込んだプロジェクトにしたいというふうに思っています。ひいてはそれが、子どもたち
が地域に戻った時にまたリサイクルをかけてだんだん巻き込んで、子どもたちの生き様というか生き甲斐にな
っていくんじゃなかろうかということです。そういった人材バンク、それから卒業生をうまいこと使うという
形でもってきたいと思っています。 

 
ちょっと時間が来てしまっているんですけれども、Webの画面に切り替わりますか？はい、すみません。せ
っかく北海道から来たので、・・・これが最近のグラウンドの風景。雪景色。ちょっと画面が暗いんですけれど
も。ついでにカラスがサッカーボールと戯れているところ、珍しかったんで撮ってきたんです。そんなことや
ってる場合じゃないんですが（会場笑）。 

 
このプロジェクトの実践の一環として、高校生の集いという形でオフラインミーティングを今年、稚内でや
りました。稚内北星短大のご協力で、いろいろなことがあったんですけれども、そこでの様子をちょっとお見
せして終わりたいなというふうに思っていました。ここにあるのが各学校のいろいろなテーマです。凌雲高校
のホームページで見られるので、後で詳しくいろいろ見て頂きたいと思うのですが、セッションの様子だけち
らちらっと写真が見えればこれで潔く引き下がりたいと思います。こんな感じで・・・生徒がちょうどプレゼ
ンをやっているところです。パワーポイントなども、「こんなのがあるよ」と言って与えただけで使い始めて、
それはやりすぎだっていうくらいに高校生は使いこなしてしまいますよね。みんなやりすぎるくらい。生徒た
ちはそんな感じでやってくれました。中には「機械なんかも初めて」とかいう生徒もいましたが、仲間と教え
合いどんどんやってくれて、とっても熱気のあるネットワークコミュニティのオフラインだったということを
お伝えしておきたいと思います。以上です。 

 
（会場拍手） 
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学習交流や意見交換までは到達しなかった

生徒の自律性に任せ過ぎた

1999年11月28日『インターネットと教育』フォーラム/大阪16

まとめ

核となる《自律の種》が必要

種を蒔くのは教師(ゴンベイさん)

緊張感を維持することの難しさ

第第第第1期　　自律性を養うために期　　自律性を養うために期　　自律性を養うために期　　自律性を養うために
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第第第第2222期　　アクティビティ強化のために期　　アクティビティ強化のために期　　アクティビティ強化のために期　　アクティビティ強化のために

テーマ

地域分散広域統合

プロジェクトの自律性

教師のアクティビティの確保

広域統合

参加校で情報やプロセスを交換・共有

→　学習環境へ

Webでの公開　メールニュースでの発信

1999年11月28日『インターネットと教育』フォーラム/大阪18

まとめ

広域における協調作業の難しさ

作業システムの構築（作りながら考える）

Webを共同作業で作成すること

地域分散プロジェクトのコンテンツ収集

ネットワーク・ニュース担当への負担

第第第第2222期　　アクティビティ強化のために期　　アクティビティ強化のために期　　アクティビティ強化のために期　　アクティビティ強化のために
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第第第第3期　　持続性のある活動のために期　　持続性のある活動のために期　　持続性のある活動のために期　　持続性のある活動のために

テーマ

広域統合の実現

まとめ

協調：日常的な交流の難しさ

　定期的な（ビデオ）会議などによる動機付け

蓄積：メールニュースやWebでの発信に今一歩

　発信先を明確にする

継承：3年生にはプロジェクト参加の負担が大きい

　世代交代の時期や方法論の検討

1999年11月28日『インターネットと教育』フォーラム/大阪20

４　成果と課題４　成果と課題４　成果と課題４　成果と課題

課題

成果
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成果成果成果成果

地域分散プロジェクトそれぞれの成果

３期に渡る問題点「克服の過程」そのもの

生徒の自律性と教師の自律性　→　「自律の踏絵」

自己相似型な展開構造（スケーラビリティ）

どような規模にも実践展開できる

学校内　地域　国内　国際

1999年11月28日『インターネットと教育』フォーラム/大阪22

課題課題課題課題

協調作業に支障

スケジュールの学校間格差

メンバーの学年間のバランス

世代交代の難しさ

自分の発言に反応がないことに精神的に消耗する

→Web掲示板によってスケジュール差異を吸収

オフラインミーティングはいつも開催できるわけでは
ない

→ビデオ会議システムの運用
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５　これからに向けて５　これからに向けて５　これからに向けて５　これからに向けて

総合学習との親和性

次世代のプロジェクト構造

1999年11月28日『インターネットと教育』フォーラム/大阪24

総合学習との親和性総合学習との親和性総合学習との親和性総合学習との親和性

学校教育の枠組み逃れるための「自律」

→　カリキュラムに融合することへのジレンマ

「自律的学習環境の構造」

→　「総合学習」

「協調－蓄積－継承」のキーワード

→　親和性が高い
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次世代のプロジェクト構造次世代のプロジェクト構造次世代のプロジェクト構造次世代のプロジェクト構造

○地域開放分散プロジェクト

地域分散プロジェクトに地域の人々を巻き込む

生涯に渡った学習をサポートする学習環境

学習テーマ／人間関係／人材の育成

○自律プロジェクト人材バンク

人材的にも「共有－蓄積－継承」

卒業生を協力者（アドバイザ）として取り込む

高校生の高校生の高校生の高校生の
ネットワークコミュニティ形成ネットワークコミュニティ形成ネットワークコミュニティ形成ネットワークコミュニティ形成
プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト

地域分散広域統合型地域分散広域統合型地域分散広域統合型地域分散広域統合型
自律的学習環境の構築自律的学習環境の構築自律的学習環境の構築自律的学習環境の構築

奥村　稔奥村　稔奥村　稔奥村　稔

okumura@ryoun.ed.jp
北海道旭川凌雲高等学校北海道旭川凌雲高等学校北海道旭川凌雲高等学校北海道旭川凌雲高等学校

『インターネットと教育』フォーラム『インターネットと教育』フォーラム『インターネットと教育』フォーラム『インターネットと教育』フォーラム
1999年年年年11月月月月28日日日日
大阪科学技術センター大阪科学技術センター大阪科学技術センター大阪科学技術センター

ご清聴
ありがとうございました
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高橋： 
 
ありがとうございました。時間のほうが迫っておりますのでご質問等は一件だけお受けしたいと思いますが。
はい、では前の方お願いします。 

 
質問： 
 
すみません。立てる状況じゃないんで座って失礼します。あの四国の岩黒中の平尾と申します。今日は本当
に大変有益なお話ありがとうございました。質問は二つなんですけれども、ひとつはせっかくこういうことす
るには、生徒に情報リテラシー、コンピューターリテラシーをつけるためにいろいろな活動、全部の活動を含
めてすごい時間がかかると思うんです。その時間、例えば６時間目までの間でどのようにこのために時間を確
保するか、放課後使ったのか、そういう時間の苦労を教えて欲しいのと、やってることを日本語で発信するだ
けじゃなくて、海外にも英語で発信するのも非常に素敵なことだと思うんで、それはどのように考えておられ
るか、お願いします。 

 
奥村： 
 
まず一点目のリテラシーのための時間の確保ですけれども、まずうちの学校に入ってくる子どもたちに、こ
こでこういう環境があって使えるよ、というとほとんど勝手に使えるようになっちゃいます。日本語変換もや
っちゃうんですよね。要するに遊ばせておけばそれなりに覚えるということです。最初はこっちが手を抜きた
いなという気持ちがあったんですけれども、やらせてみるときっとやってくれるんですよ。例えばうちの学校、
例えばばかりですけれども、うちの学校にはティフォーズ(TIFORS=The Internet Force Of Ryoun Students)
という生徒の電子メールのアドレスを持つ生徒集団というんでしょうかね、そういうのがあって、そこでいろ
いろな講習をやりますが、自覚的にインターネットを使うのは君たちなんだよという意識付けをしています。
そういう生徒たちの中でリーダーシップをとるような生徒が、いつもコンピュータ室にいるような生徒が、他
の生徒達をサポートしてくれるという形でやってくれています。プロジェクトに参加している他の学校もだい
たい放課後とかそういう時間を使ってやられているし、沖縄の先生などは、自分で機械を調達してわざわざ生
徒の自宅まで持って行って、その生徒のプロジェクト推進をサポートしているという形もあります。基本的に
は自由な時間、授業の時間ではなくて、本当に生徒が自発的にやる学習の一環ということでリテラシーを捉え
てよろしいんじゃないでしょうか。 

 
それから二点目の海外への発信ということなんですけれども、考えてない。ぼくの中では考えてないわけじ
ゃないんですけれども、これはできれば生徒の自律的なプロジェクトとしてやりたい。地域分散とは言ってま
すけれども、別に先ほど述べた広域的プロジェクトの短所がクリアできれば、広域の中で一つのテーマとして
協調してやってもいいと思うんですよね。その中でそういった英語での発信。まあ英語に限らないですけれど
も、海外への発信。そしてそれをうまいことサポートしてくれる人達が社会的な繋がりの中で出て来れば、こ
れはもうめっけもんというか、やったねという感じになるんじゃないかというふうに思っています。 

 
高橋： 
 
では，時間が参りましたので奥村先生のご発表を以上で終わらせて頂きます。ありがとうございました。 
 
（会場拍手） 
 
では，簡単なまとめに入らせて頂きます。いろいろ御質問、御議論等もあると思いますが，今後協議会のほ
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うで運営致しますメーリングリストで継続して頂きたいと思っています。またメーリングリストが立ち上がる
までしばらく時間かかるかと思いますので，その間にすぐにでも議論したいんだという方がいらっしゃいまし
たら，共催団体（CEC）が運営しておりますEsquareプロジェクトのAIMITENOという公開のメーリング
リストがありますので，こちらで議論ができるのではないかと思います。 

 
高等学校という校種は非常に難しい校種でして，実は学習指導要領の制約，現行の学習指導要領での制約が
きつくあります。また大学受験ということもありまして、現行の段階では，授業の中で多角的にインターネッ
トを使った実践をするということはなかなか難しいんですね。そういった難しさを乗り越えて選択授業の中な
ど比較的ゆとりのある時間を使ったり，あるいは自主的な活動のなかで使ってみたりということで、時間の使
い方ということに関しても参考になったと思います。 

 
それから調べ学習、考察をさせるような学習活動，またオンラインでのコミュニケーションと，オフライン
といいますか対面を伴ったコミュニケーションをうまく使い分けたような実践としても御参考にしていただけ
たらと思います。次期の学習指導要領では情報科が新設されますし，また総合的な学習の時間も取り入れられ
ます。移行措置により，早い学校では来年からそういったことも授業の中でできるようになってまいりますの
で，そういった活動のヒントがつかめて頂けたのではないかと思っております。 

 
さて、ここで実践報告のほうは終わりとなりますけれども，私のほうから皆さま方へ一つ宿題をお出しした
いと思います。ただいま情報倫理に関していろいろな観点をフロアの皆様方からもいただきましたけれども，
こういったことに関して参考になる資料がありますのでぜひご覧頂きたい。それは，総務庁というところの
Webページに青少年問題対策本部というエリアがあります。総務庁のWebページに「第１４期青少年問題審
議会意見具申」という文書がございます。ぜひ一度ご覧頂くと，いろいろな面で，新しい観点といいますか、
包括的な観点に気が付かれるのではないかと思います。ではどうもありがとうございました。 

 
（会場拍手） 
 
司会： 
 
はい、ありがとうございました。ここで少し休憩を入れたいと思います。休憩後のスタートの時間は２時３
０分ということで、２時３０分からは集中ディスカッションのほうをスタート致しますのでまたお集まり下さ
い。何度も言っておりますが、１５：００までで隣の展示会場のほうを終わらせて頂きますので，まだご覧に
なってない方，買う予定の本を買われていない方は，どうぞご利用になって下さい。よろしくお願い致します。
また，この１０分間の間にアンケートのほうも是非ご記入になって頂きます様によろしくお願い致します。 

 
１４：３０ 集中ディスカッション 
 
「児童・生徒全員に電子メールアドレスを発行するべきか否か」 
 
 討 論 者;   現職教員４名、教育委員会関係者１名、大学関係者１名 
コメンテーター 後藤滋樹(早稲田大学)、土屋俊（千葉大学） 
司 会     中島康明（大阪府立盲学校）、宮澤賀津雄（川崎総合科学高校） 
 
総合司会： 
 
始まります前に一点だけプログラムの修正がありましたので少しお話しておきます。ページ 7ページなんで
すけれども、発表者のプロフィールのところで7ページの左側の一番下、幸地英之先生のメールアドレスが多
少間違っておりました。幸地先生のメールアドレスのところが kochi@となっているんですけれども、
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kouchi@ryukyuu.ne.jp ということ、メールアドレスなんで、きちっと連絡してくれということで連絡させて
頂きました。7ページの幸地先生のメールアドレスが kouchiということで uの字が抜けておりましたのでお
わび致しますとともに訂正させて頂きます。 

 
それでは、ただいまから集中ディスカッションのほうをスタート致したいと思います。この集中ディスカッ
ションは今日のメインイベントということで、我々のほうの代表選手ということで存在感のとてもある先生方
を、前のほうにドンドンドンと並んで頂いてますので、皆さんのほうに、フォーラムのディスカッションです
ので積極的にマイクをもって意見を聞きに行くフェイズもございますので、前の先生方に負けない様に皆さん
のほうも積極的に、また意見を発表して頂きたいと思います。ディスカッションのほうのテーマなんですけれ
ども、テーマは「児童・生徒全員に電子メールアドレスを発行するべきか否か」ということで、予めアンケー
トなんかをとってどういう意見があるかということもこちらのほうで調べております。司会のほうは大阪府立
盲学校、中島康明先生及び川崎総合科学高校、宮澤加津雄先生（会場拍手）のお二人にお願いしたいと思いま
す。それでは宜しくお願いします。 

 
中島： 
 
みなさんこんにちは。地元大阪からただ一人選ばれまして、どういうことか分かりませんけれども喋ること
になりまして、中島です。お手柔らかにお願いします。さっそくですけれども、宮澤先生のほうからまず。 

 
宮澤： 
 
司会者 B の宮澤です。本日パネリストの皆さんに、ご討議いただくテーマは  「児童・生徒全員に電子メ
ールアドレスを発行するべきか否か」です。  まずこのテーマ選定の背景についてご説明させて頂きます。 
2001年には、いよいよ全ての公立学校がインターネットに繋がりますが、実際の教育利用は、まだまだ手探り
の状態です。特に、ホームページと電子メールの利用は、非常に大きな教育的可能性をもつと考えられていま
すが、解決しなければならない課題も多く残されています。簡単に整理しますと4点ほどあります。まず、一
つ目は「利用環境の問題」です。接続回線の環境やサーバーの設置、子どもに付与するメールアドレスの構造
や文字の入力方式などのインターフェース環境などです。二つ目は「接続方針の問題」です。自治体の個人情
報保護条例、接続ポリシーなどと実際の教育利用との兼ね合いなどです。三つ目は、「運用管理の問題」です。
実際の教育活動で電子メールを用いた場合、毎年行われる子ども達のメールアドレスの登録業務や日々の運用
管理などをどうするかなど。最後に本日のフォーラムのメインテーマに関する「教育内容の問題」です。情報
倫理など利用時の指導内容、指導方法、活用方法など直接教育活動に関わる問題です。これらの重大な問題は、
インターネットブームの中、世間の方々にはあまり知られていません。そのような現実のなかで、現場の先生
方はどう対応していけばよいかという共通の悩みをお持ちだと思います。そこで今日のパネルは、現場に携わ
る先生方にインターネットに詳しいコメンテーターの先生方を加えて、問題点を明確にしながら、その解決方
法を探れればと思っています。では、パネルディスカッションをはじめさせて頂きます。 
 
中島： 
 
じゃあまず、最初にメールでもお知らせしてたんですが、事前にウェブのほうでアンケートをとっておりま
す。この「児童生徒全員に電子メールアドレスを発行するべきか否か」についてのYes、条件付きYes、No、
この３種類でアンケートを取りましたところ、約２５０名の方から回答頂きました。Yesが35%、条件付きYes
が50%、Noが15%という結果です。これは会場におこしの方々を中心に、おこしでない方も含めたアンケー
トになっておりますけれども、インターネットを既に利用している先生の意識だということで考えて頂きたい
と思います。そういう結果が出ています。 

 
ここでですね、司会のほうも自分のこと喋って良かったですよね。宮澤先生のおっしゃったことにそって一
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つの例として大阪府立盲学校、私の学校でどういうことしているかというのをちょっと一分だけ話します。イ
ンターネット環境は文部省の光ファイバー実験で接続を頂きました。サーバーとかも端末もそろいまして本校
は視覚障害者の学校ですので、いろんな意味でですね生活の道具として、あるいは勉強の道具としてそういう
デジタル文字を介したコミュニケーションというのがとても大事だということで、一言で言うとどんどんやり
ましょうというポリシーを持っております。運用管理につきましてはポリシー等は校内の委員会組織で技術的
な事は専攻科の情報処理科を中心にやっとりまして、簡単な使い方等の講習会を受けてから自分で申請して頂
いて、申請出して頂いた方にはもうじゃんじゃん出すと。コンピュータ端末はコンピュータ室とか図書室とか
その辺にあるものを好きな時に使うということでやっております。それから一番問題って言いますかね、倫理
とちょっと違うと思うんですけれども文字によるコミュニケーションの難しさということを感じています。 

 
今千葉県立野田高等学校定時制の清水俊一先生に、せっかく千葉から来て頂いたんで出番をわざわざ作った
という感じなんですが、（笑）すみません。前で要約筆記をして頂いているんですけれども、我々いつもメーリ
ングリストのこの文字だけでコミュニケートするわけですけれども、こうやって喋るコミュニケーションと文
字のコミュニケーションと随分違うなあと。ある意味、いろんな意味で難しさもあるし、あるいは言葉では出
来ないような威力も感じている訳で、そのことの一端を共有しようということで今日は喋ったことをあたかも
ここにこう書いているような感じで前に表示します。その言葉と喋ってる意見と全然違うぞという意見も頂き
ながら、すいませんご苦労様です。あと愛知県立中村高等学校の古井雅子先生にもお手伝い頂いて、そういう
さっき決めたんですけれども急にやって頂くことになりました。よろしくおねがいします。 

 
で、何が言いたいかというとやっぱり文字を介したコミュニケーションなので、例えば盲学校ではですね、
今まであまり漢字という、日本語は点字でやってたんですけれども、点字というのは平仮名しかないんですが、
そうするとこれからは例えば漢字をちゃんと読んだり書いたりしないとですね、例えばメールを送った時にあ
のよくありますよね、変換間違いとかのメールで、ちょっと恥ずかしいなとかいうのあるんですけれども、そ
ういう漢字をどうするかとかですね、そういうことも出てきてます。もちろん情報倫理に関する問題もいろい
ろあるんですけれども、それはまたあとで出てくる時にお話したいと思います。 

 
宮澤： 
 
ということで、順番にお話をお伺いして頂きたいと思います。皆さんのお手元にあるプログラムの１ページ
目に書いてある順番でいこうと思います。自己紹介を含めて、一言づつお話して頂ければと思います。まず前
田先生からお願いします。できればお一人３分程度でお願い致します。 

 
前田： 
 
ではウルトラマンが帰らないうちに。広島市立吉島東小学校の前田と申します。一応あの小学校２万校あま
り、その中の６割をしめるおばちゃん教員の代表としてここへやってきたんだと思います。よろしくお願い致
します。一応小学校の実践を中心にちょっとお話させて下さい。私が参加しておりましたのが「ネット de が
んす」という実験プロジェクトです。この実験では学校に専用線をひきまして、そしてサーバも設置します。
でそれはなぜかというと、学校というところは教師児童も含めて潜在的なユーザがたくさんいるわけです。そ
ういう環境の中ではやはり教師がみずからネットワークを管理する、校内研修も児童の教育も自主的に行って
いくことが必要ではないか。そういうことについての本格的な検討をすすめていきたいというプロジェクトで
した。 

 
そのプロジェクトの中で電子メールの活用状況、主として小学校なんですが、まず児童生徒によるものは総
合的な学習による活動、調べ学習による活動、社会や理科、それから学校間交流をもちましたので、そこでの
活用。大きく分けてこの３つに分けられました。また、それをサポートする上で教職員による利用もありまし
た。主としては教材研究、学校内外の教職員及び授業に協力してくれましたいろいろな役所でありますとか保
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護者との情報交換。そしてたった一例ですが、海外に転出した児童の保護者との連絡をとろうというのに試み
たんですが、これはちょっと失敗に終わりました。このような運用の中からどのような問題点が見えてきたか
といいますと、小学校の段階ではこのメールのアカウントという概念が非常に分かりにくかったというものが
見えてきました。そこで私どもはどのようにしたかというと、マシンに対してメールのアカウントを一つ割り
振った、つまりこの端末に届くメールは読んで良い、ただしここは５年１組が使うんだよと、そういうやり方
をしました。他の実践では、活動ごとにメールアドレスを発行致しました。例えば総合的な学習で米について
調べるグループはこのメールアカウントkomeというメールアカウントをつかってそのメールを読んだり書い
たりしていいよと、そういう実践をしていました。こういうことをすることによって目に見えないパスワード
とかアカウント、そういう概念を具体物でしめすことができました。これは受信と言う面では非常に便利だっ
たんですが、最大の電子メールの魅力である各自の自由な発信、プライバシーの保護というのは非常に困難で
ありました。以上のような小学校の状態を鑑みてやはり何らかの形で子供たちにメールアドレスを与えること
が可能である。ただしそこでは小学校の児童の発達段階をかなり考慮しなければならない。例えばどういうこ
とができるかというと低学年では校内の掲示板なりそういう面で十分モラルの面の指導をする。そして電子メ
ールというのは葉書程度しか信用できないんだよ、そしてメールの送り方によっては相手も迷惑することある
んだよというところのどちらかというと心情的な理解を深めておいてそしてある程度の知識、理解、技術が伴
った段階で本格的なメールアドレスの発行というやり方もあるんではなかろうか。従って私の意見としては小
学生でもメールアドレスは出して良い、Yesという意見になりました。以上です。 

 
宮澤： 
 
はい、ありがとうございました。藤田先生お願いします。 
 
藤田： 
 
昨日雪の降っちゃった上越から参りました大阪の日差しが眩しいです。上越市立城西中学校に勤務しており
ます藤田賢一郎と申します。私は昨年度までは上越教育大学附属中学校におりまして，そこで総合的な学習「グ
ローバルセミナー」と呼んでおりましたが，総合的な学習のある教育課程の開発研究に取り組んでおりました。
それを、もとに今日は話をさせていただきたいなと思いますし，上越はですね，私は今年度から採用されたわ
けですが、各学校にちょっと他と型が違うなあと思われるワークステーションが置いてあって、これどうした
んですか、と聞いてみたら企業が廃棄したワークステーションを再利用して，それをネームサーバとして各学
校にサーバドメインをふってですね、使えるように設定してありました。中学校は８割ほどの学校が全ての生
徒にメールアドレスをふる準備ができております。 

 
そんなような実践などもお話させていただきたいなあと思います。私の立場はですね、基本的には生徒全員
に電子メールアドレスを持たせるべきだと考えてます。ただそれはその学校のカリキュラムの中で必然性があ
る、そういう条件をですね前提としたいと思います。私が取り組んできた総合的な学習というのはその学校で
いろんなことをデザインしなければいけません。例えば，そのなかにですね、「イニシアチブゲーム」とかです
ね，あるいは「ネイチャーゲーム」といわれるような、生徒をいろんな活動を通して体験を通して仲間を増や
していったり仲間のよさに気付かせたりたりするというようなことをしておりました。それは「自然の家」と
かに行きますと専門の方がいらっしゃって，ものすごくよく教えて下さるんですよね。それは教師なんて全然
かなわないですよね。だけどなぜそういう活動をその時点でその子供たちに位置づけるのか、そしてその活動
によって子供たちがどう変容したから次こうやっていくべきだというカリキュラムをデザインしていくのは、
やはり教師の役割だろうなあと思います。電子メールも同じようにですねサーバの管理とかですね、そういう
のもまた問題になると思いますが，それは例えば専門家の人にお願いしたとしても、ここにそれを位置づける
ことが必要なんだというような具体的なものがでてくればそれは絶対にやるべきであると考えております。ま
た後ほどに時間があればじゃあお前は何をやったんだ、というようなことを幾つか話をさせていただきたいと
考えております。以上です。 
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宮澤： 
 
ありがとうございました。つぎは、高校の杉崎先生よろしくお願いします。 
 
杉崎： 
 
失礼致します。奈良県立大淀高等学校の杉崎と申します。先程吉田先生のほうから皆さんの代表ですと紹介
されたんですけれども、私の場合は無作為抽出で選ばれたんじゃないかなと思っておりますので、あとで会場
の皆さんのご意見も聞かせていただいたらと思います。事前アンケートなんですが,私どう答えたか覚えてなか
ったんです。打ち合わせの時に「杉崎先生、最初Noと書いてましたよ」と言われてわかったんですが覚えて
なかったんです。最初にNoと書いたのはですね、確か必然性がなければ無理に発行しても意味がない、とい
うような考えでそうしたと思います。しかも高校になりますと学校間による格差にも著しいものがあります。 

 
ですからどちらかと言えば条件付きでYesという形のほうが現状の考えとしては近いのではないかなと思い
ます。私が３年前までおりました前任校のほうで100校プロジェクトのサーバの管理をしておりました。その
ときに生徒に電子メールアドレスを発行してたんです。その最大数でですね、確か２００名ちょっとくらいだ
ったと思います。全校生徒数で８００名くらいの学校ですから、２割から３割の生徒に発行していたと。どう
いう生徒に発行していたかというと、まず授業で必要とされる生徒ですね。それからそれ以外のいろいろなプ
ロジェクトをやってましたので、ハワイとの交流ですとか聾学校との交流ということでですね、そのようなプ
ロジェクトへの参加希望者についてはメールアカウントを発行していったということです。当時は情報倫理と
いうのがそれほど詳しくは叫ばれていなかった時期です。私のほうから一度一応最低限必要なことについては
ガイダンスを行うということで対応しておりました。また生徒に電子メールを扱わせる場合のですね、ことな
どについてはまた後程お話したいと思います。以上です。 

 
宮澤： 
 
ありがとうございました。次は教育センターの関係で西田先生お願いします。  
 
西田： 
 
はい。柏市の教育センターの教育研究所の西田と申します。一応指導主事という名前になっておりまして、
本業は幼児教育担当のリーダーなんですけれども情報教育のほうも兼ねてるということです。専業ではありま
せん。昨年の３月までは、小学校で教員しておりまして、教員になってからだと２１年くらいだと思います。
今杉崎先生が無作為抽出というお話だったんですけれども、私の場合はただたんにたくさん場所を取るからと
いうことでここに選ばれたのかなと、思っています。今行っていることは、昨年度の、昨年末ですね、先進的
教育ネットワークモデル教育事業しておりまして、その事務局のほうを私しております。柏市内では５０校の
うち２０校がケーブルテレビで接続しておりまして、基本的にはイントラ的な使いがあるので制限があるので
すけれども、その中で子供たちがどんな学習できるのかなと、その場を一生懸命作ろうとしています。それ以
外の学校も、できるだけ同じような教育環境ができるようにという、子供たちの学習の場をつくろうというこ
とで、柏のほうには柏インターネットユニオン(KIU)という非営利のボランティア的なネットワークの団体が
ありまして、そこのご協力を得まして、何とか子供たちがネットワークをつかって学習活動の場、作れないか
なということでやっています。ここのところ学校の研修会とか実技研究会とかお邪魔すること多いのですけれ
ども、コンピュータを使う為の授業ということから子供にどんな力が必要なのか、そのためにコンピュータっ
てどう使うのかという視点から考えていただけるようにということで、繰り返しお話してきています。そうい
うところからいきまして、電子メールの利用についてということで私は条件付きのYesというふうに答えたと
思います。この条件というのがどういうのかといいますと、たくさんの方がおっしゃっているように指導の中
で何らかの意図があって発行していくべきなんではないかなというのが基本的です。ですから、どんな活動を
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するのかによってさきほど前田先生のほうからグループのメールアカウントとかありましたけれどもその辺も
違ってくるかなと思います。特に私のほうで対応している学校が小学校から中学校までありますので、小学校
１年生がやることと中学校３年生がやることと全然違うと思うんですね。それを一律にこうしなさいというこ
とはできないんじゃないか、それをまた同じ中学校３年生でも活動している内容は違ってきます。ですから、
子供を目の前にして指導している先生の意図があって、こういうことで必要だからという形でやってるべきで
はないかな。先程、環境の問題等もあるということおっしゃっていましたけれども、柏では今、その柏インタ
ーネットユニオンのほうでプロキシを各学校における体制をとってもらいました。そのなかでメールサーバが
動かせるし、そこのスクリプトで登録することもできますので、一昨日ですか、一校その学校の先生にやって
もらいました。Excel で氏名一覧から簡単に出来るということで、その担当の学校の先生が実際にできていま
す。どうしてもできないところは、私のほうからでも、また KIU のほうからでもリモートでできるというこ
とで、今年度からコンピュータ室の環境を作る時に専用線の接続もコンピュータ室の費用でということで考え
てもらうようにすすめてきました。あるいは、学校によっては、校内でつかっているグループウェアの発展と
いう形でインターネットのメールつかっているところもあります。使用の目的としてやはり子供が自分の責任
で情報のやりとりをする体制を整えていきたい。単に、スキルとして電子メールを使う方法ではないんだよ、
その電子メールを使うことによってその向こう側で、責任感であるとか、あるいはこれから子供たちが生きて
いくなかで人に迷惑をかけないとか、人から自分の身を守るとか、あるいはできれば人の役に立つようにとか、
そんな観点をもって指導していって欲しいというのがあります。ただ一生懸命やっているようには、お話して
きたんですけれども、市役所の職員でもありますので、個人情報保護条例というのがございます。その中で基
本的には個人情報は出しちゃいけないよというのがあります。ただ、個人情報保護審議会というのを通しまし
て、インターネット接続は認められましたが、氏名であるとか、住所、電話番号それは出さないというのが基
本になります。そうすると、電子メールをやりとりするなかでも個人の名前というの出しちゃいけないという
のがその基本にあるんですね。個人の名前を出さないで個人の責任を指導できるのかというのがいま迷ってる
というか悩んでいるところで、そういったところの対応というのはこれから難しいところだなと、考えている
ところです。またいろんなご意見をお聞きしながら勉強して少しでも良い環境を作っていくというのが私の仕
事ではないかなというふうに考えています。よろしくお願いします。 

 
宮澤： 
 
ありがとうございました。続きまして南山大学の後藤先生お願いします。 
 
後藤（南山）： 
 
南山大学の後藤です。滋賀県大津市に生まれ付属中学校を出て、高校、大学も地元、それから名古屋に流れ
てきて１４年にもなりますが、今日は関西ですので関西弁でやらせていただきます。大学では、基本的に自己
責任がとれるということで、多くの大学ではあまり電子メールに関してはややこしいポリシーは定めておられ
ないと思います。我々の大学ですと現状では、希望さえすればだれにでも、UNIXのアカウントと連動してお
りますが、電子メールの利用が可能になるということで、６０００名くらいのうち５０００名くらいは希望し
ております。ただ、定期的にパスワードを変えて下さいというルールを設けてまして、つまり、あまり使わな
い人は期限切れになるということです。その辺の重要性を認識させ、それから、広い意味で教育研究目的でつ
かいなさいと指導してます。例えば隣の大学の友達と今晩飲みにいこうぜメールは OK と。（会場笑）ただし
そればかりで、勉強で本来使う人に支障があるような使い方ですよね。例えば１０００通、嫌がらせの電子メ
ールを出す奴とかですね。そういうのがいれば、「お前悪いと分かってやっているのか」とかいう脅しをかける。
あるいはひどい場合はやっぱり１年間利用停止にしたりですね、そうすると受けられなくなる授業があります
けれども、それを含めてちゃんと一応教授会に出してテストのカンニングと同様の措置をすると。それくらい
の自己責任のもとでそれくらいのことはしております。 

 
それで今までのパネリストのお話及びアンケートを聞いていますと、これはまあ、みんな賛成だというふう
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に言えるんだと思うんですが、でも現実は多分、ここにいない人達が反対している訳ですよね。それに対して
どのように反論していくかということが、難しい訳ですが、やはり反対の理由は、まずですね、検閲を含めコ
ントロールを完全にしたいというような思惑。それからまあ運用管理が大変。それから概念が教えにくい、そ
ういったことがあります。それについてはいろいろお話がありましたし、私も小学生であったころはもう３０
年以上前ですので忘れましたから、自分が小学生の頃どれくらい悪いことしてたか忘れたんですけれども、あ
のどうですかね、今の小学生は銀行のキャッシュカードを持ち歩いてて、いつも４桁の数字をいれてお金を引
き出していると、そういうことはないんですかね。もしそうであれば電子メールのユーザー名とパスワードと
いう概念はけっこういけるんじゃないかと思います。それからやはり学校で電子メールがなくても家庭にです
ね、御両親がどんどん。今の小学生の御両親というとひょっとしたら３０代くらいだったりするわけですが、
まあどんどん家庭で使うようになってくる。それからちょっと形態は違いますが、いわゆる携帯電話や PHS
の電子メール機能があるというそういう世の中で、学校でだけ制限をしても無駄と、そういう意見を私の参加
しております東海スクールネット研究会のほうのメーリングリストで頂きまして、ああ、ナルホドなと思って
しまった訳です。というようなわけで賛成と言えば賛成、まあ当然賛成なんですけれどもそういったなかで注
意していかなきゃいけないことというのを議論する、あるいは会場の皆さんから、自分の意見じゃないけれど
も、あるところからこんなこ言われて困っているということを代弁して頂いてディスカッションを盛り上げる
と良いのではないかと思います。以上です。 

 
宮澤： 
 
どうもありがとうございます。ここでコメンテーターの先生方にもご意見をお伺い致します。それでは早稲
田大学の後藤先生お願いします。 

 
後藤（早稲田）： 
 
結局この問題はなかなかファクターが多くて今までに出されたもの、要因が相当に多いのではないかと思い
ます。つまり一方で、これ最初に宮澤先生が言っちゃったような所あるわけですが,技術的なもの,マネージメ
ントみたいなものがまあ片側にあって、それを一体できるのか、あるいは設備を専用線であるかどうかとか誰
が管理しているのか、それから数が多いのをどういうふうに捌くのか、毎年新学期には大変な事になりますよ、
みたいなそういう話が一方にあり、その対極としては、社会的な先程来いろいろご指摘あるようなまさに情報
倫理みたいなものがあるかと思うんです。 

 
ただ気持ちとしては、やはり使わせてあげたいというようなところで、まあ条件付Yesというふうになるの
かなあと思うわけです。だから、このあとちょっとどういうふうに司会がリードされるかということがアレで
すが、いろんな話がごっちゃになるとやりにくいかなあという気が致します。南山の後藤先生が(JPNIC なん
かでは南山の後藤さんが KGOTOUで私が SGOTOUとなりますが)、私のほうも大学の例となると確かに、
お隣の土屋先生がどういうふうにNoと言われたか分かりませんが、厳密な意味で全員に与えられるかという
と、全員に与える事はできないというふうになるのかもしれません。早稲田大学は大変学生数が多いですので、
教職員、学生、職員も含めまして約５万ありますが、その５万には原則として全員に与えられている。特に、
職員が全員使わないと仕事できないようになっていますが、いろんな理由で早稲田の場合もパスワードの更新
の時期とかですね、あるいは学生で学生たる身分がサスペンドされてる人はアカウントも自動的にサスペンド
されるとか、あるいは教授会ではもう茶飯事でありますけれども、いろいろ倫理にもとるような、学内でも個
人情報の保護規約やネットの上でも最初に教える事ありますので、それに違反した場合は１週間を単位として
利用停止ということになりますので、５万のうちまあ数を言うと憶測を呼ぶかもしれませんが、１０００をち
ょっと超えるくらいというのが常時なんらかの理由でサスペンドされているんですね。従って全員というのは
なかなか難しい話であると。それから新学期の切り替えというのも学年が進行した場合、大学の場合ですと、
学籍番号等の関係で学部のほうはともかく一応４年間でいいと、大学院はそれぞれの年限でいいと、そうする
わけですが、大学ですと留年といいますか(早稲田の場合ですと過年度生というふうに言っておりますが)、そ
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ういったあたりがどう処理されるかというあたりで、大変新学期のあたりは、なかなかセンターのほうでも苦
労しているというのが実情ですから、これもそれぞれの学校というところはいろいろ規模があると思うのです
が、いろいろな規模のところで新学期にすると一体どうなるのか、あるいいは卒業した直後にある宛名できた
ものというのは、unknownになるのか forwardになるのか。forwardのサービスまでやれということになり
ますと、プロバイダみたいな仕事を学校にやれということになりますから、これも大変だということになりま
す。ですから、この後の展開で何が一番重要であるかということで、技術的なほうというのは、比較的にはこ
こにいらっしゃるような方々のそれぞれのご経験とか、あるいは、ご懸念とか先進的な事例というのをやりま
すとほぼ推測がつくのかもしれませんが、より倫理的な観点から言ってどうだとか、それから先程ご指摘のあ
った子供の発達段階というのは、まあ通常子供の言語能力というのは通常１２歳までは発達段階にあるという
ふうに思われてると思いますのでそういったところでどれくらいハンドルするか。しかし他の国からみるとや
はり日本がどうするんだろうなあと非常に注目されているところではないかなあと、客観的なところもありま
すので、じつはこの場の議論の成り行きというのは相当にこの会場にいらっしゃる方以上にですね影響する範
囲が大きいのではないかと，最初からプレッシャーかけてはいけませんが。というわけでまたアンケートでは
最初からNoと書かれていたと思います土屋先生のほうにバトンタッチしましょう。 

 
土屋： 
 
それは大体皆さんが条件付Yesになるのは見えていたので、条件論をやるのか原則論をやるのかという問題
を考えて、取りあえずNo、まあNoと言ったあとで(昔からですね、小学生のころから手を挙げてから何かを
考えるというタチできたものですから)No と書いてみました。行っている実践としてはですね(実践というか、
実践実践と朝から聞かされていたのでつい実践と（会場笑）)、教師としての仕事としては、千葉大学の場合に
は、平成何年だろう、６年かな、平成６年くらいから一応全員に出すことにしました。最初は一年ずつ、学年
進行というやつで１年、２年、３年、４年という形にしました。なぜかというと必修にしたからですね、必修
にするとさすがに全員分ないと出来ないので。まあトラブルは当然出来ます。できますけれどもトラブルでい
ろんなことが滞るというほど起きていないので大したトラブルではないということだろうと思います。だから
50000分の 1000よりはちょっと少ないとは思うんですけれども、ゼロを目指す、あらゆるトラブルがないと
いうふうに運用したい場合には当然Noとなるわけで、これは皆さん納得していただけるだろうと思います。
だからこの意味でNoです。ですが、実態はともかく全員に与えるということをやってしまうとですね、それ
なりにカルチャーが変わってくるということがあります。何も考えなかったんですけれども、先生たちも学生
との連絡をメールで取るようになる。学生も先生とメールで連絡とることになる。最初「情報処理」という授
業のなかでやっていたことが、次第に普通の授業にも波及してという形で、まあそれはそれでいいような。学
生が使うようになると教師も使わざるを得ない。やはりみっともないんですよね、がんばってでも使うように
なる。要するに教師は偉いから使わないのだと言えるのは数年で、だんだん使うようになります。したがって、
いくつかの学部ではもう事務文書というのは廃止されて教授会議事録とかすべて電子配布で終わらせてという
形ででてきていますから、まあすこしずつ変わっているのでしょう。ですから、Yes というのは当然の立場、
ですからあまり主張しても面白くない。条件付Yesというのは多分、過渡的には条件付Yesで良いのだろうと
思います。つまり「与えるな」という主張はかなりひどい主張で、条件を満たせば与えて良いのではないかと
いうのはまあ大人の判断として誰も文句を言わないと思うので、そんなこと言って何を主張しようとしている
のかなという気がついしてしまうのでやっぱりNoだと。さて、どうしてNoかと申しますと、一つはですね、
最初申しました通り、今の学校の仕組みのなかで、おそらくそれは大学から小学校まで全部同じだと思います
けれども、メールの運用に関してなんかどっかから文句を言われるようなことがあっては困るというふうに思
ったら、それはやらないに越した事はないのですから絶対にやっちゃいけないわけです。ところが、やっちゃ
いけないからといってやらないと困るかという問題があるわけですね。先程浦田先生の報告の中でも５%、１
５%と決して大きな数字だとは思いませんけれども例えばアメリカで97年のそのDigital Divideという報告書
を見ると18%強程度とかそういう数字が出ていますから、それから比べるとわが国は先へ進みつつあるかなと
いう感じがあります。いまのは家にちゃんとした端末があるかという話ですけれども、浦田先生の話の中心は
携帯がどんどんどんどん、実は個人情報端末化をもってしまっちゃっているような時代になっているというこ
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となわけです。ですから、何も学校がやることないじゃないか、つまり、学校がメールアカウントを与えない
と何が困るのか、それよりはどこの電話会社でもプロバイダーでもいいから普通にもっと先生なんかそんな余
計な仕事しないでですね、それを使って商売している人たちがごく安価にやるという体制ができれば、それは
そっちのほうがよろしいんじゃないか、そういうわけです。教室でふつう授業する時はどうするのか、という
話ですけれどもこれ簡単な話なんで、ネットワークを大学に繋いで、大学じゃない失礼、学校をネットワーク
に繋いでおきさえすれば済む話なんです。ですから隣の何子ちゃんはどっかのプロバイダーから POP でもっ
てくると、僕は自分のOCNからPOPで持ってくると、隣の人はなんかniftyから持ってくるというので別に
かまわないわけです。どうしても自分の学生に伝えたい教師は、先生が持っている学生の名簿のところにメー
ルアドレスを書いておけばいい。ちょっと工夫しておけばどっかでエイリアスを作ればいいというふうにです
ね、何も学校が別にあんなプロバイダーさんの商売を促進したりというようなことは全然ありません。学校な
んかでやる必要なんかないのだということを素直に申し上げたいのです。 

 
加えて、多分非常に重要な意味を持つんだろうと思います。つまりやはり近代にいおける日本の教育という
のは、基本的に子供を箱のなかに囲い込むという形で教育してきたということだと思いますけれども、学校を
インターネットに繋げるということはもうこれはやめようということだと思います。今までそのほんの数年前
まで学校の電話というのは１本しか無かったわけですよね。だから子供を呼ぶためにも同じ電話番号にかけて、
そんなことで電話されても困るとそういうような話がいっぱいあったんだろうと思いますけれども、もうイン
ターネットに繋がったということはですね、学校と一般社会とあるいは家庭との敷居がなくなっちゃったとい
うことに過ぎないわけですね、過ぎないというのはひどいですが。それに過ぎないわけですから、もう学校辞
めちゃえ(とそういう先の話になると隣から睨まれているようなアレがありますが。いや皆さんから睨まれてい
る。教師なんていらないんだ、とそこまでは言わないですけれども)、学校教師は要らないかもしれない。まあ
そういうことがあるのでですね、何も今ここで中途半端に学生、子供たちにメールアカウントをやろうという
ようなことをいったら後始末がとっても大変だから今はやらないで、むしろ子供たちが家庭経由でが一番楽な
んだろうと思います。経済的不平等の問題がちょっとからむのでややこしいのですけれども、原則的には日本
は裕福だという宣言をして家庭経由で全部やったほうが良いのではないかと。従って、学校がやる事に対して
は大いに反対したいということです。 

 
中島： 
 
土屋先生、本当に真剣に No の立場を主張して頂いてありがとうございます。それが本心ならばあとで大阪
の地を離れる時には大いに酔っ払っていただいて大変な事になるのではないかと思いますけれども。司会がし
ゃべってもなんなんですけれども先程申しました通り、例えば視覚障害者の立場から言いますと何で学校で電
子メールを教えないのか。学校というのは文字を教えるところですよね。明治以来。ですから高度通信情報社
会で読み書きソロバンをしないんだったらみんな来てただ遊ぶとこなのかなという。ですから少なくともでき
ない人がいた場合には学校でできるようにする。というとやはり学校がやることになってますからと言わない
と多分何も起こらないんじゃないかと思うんですね。それとあの、、、 

 
あ、ちょっと待ってくださいね。あの私は司会で大阪なんで（会場笑）好きなようにしゃべりますよ、今日
はね。例えば日本では今までやはり今までお互いに腹芸で口に出していわずにちゃんとコミュニケーションを
何といいますか、テレパシーでやってきた国だと思うんですけれども、あからさまに文字に書いて一人歩きし
てしまう情報というこんな怖い道具を使って生活を向上させたり仕事をしていかなくちゃならない時代にこれ
からなってくると思うんですね。例えば障害者にとってはそれはある面素晴らしいことでもあるしそのために
いろいろやらなくちゃいけないことも出てくるわけなんでそこでいきなりNoと言うとですね今やってない人
が安心しちゃうんでちょっと困るんです。まず生徒に教えるからには先生方にも吉田先生の青い本みたいなの
は必ず読んでいただいてですね、それからこういう話をしたいなと私は思う。ここの会場はかなり偏った方、
すいません、がいると思うんですよね。９９%がメールで申し込まれた方なんで私もいつも大阪でこういう会
だととっても居心地が良いのですけれども、今、例えば大阪の先生でね、こんなこと言うといけませんけども、
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普通の先生が集まってるところにですよ、毎日２４時間に１回メール読み書きしなさい、とか後藤先生のよう
に４８時間以内に返事よこさないやつは人間じゃないとか言われるとですね、「アホ」と言われるわけですね。
「何ぬかしてんねん」と言われるわけで、すべての先生にメールのリテラシーがついているわけではないです
ね。そういう意味で我々のようにちょっとメールに慣れてしまっている人間が先走って考えているんじゃない
ですか、土屋先生、ということでここで喧嘩をしてはいけないんですが、司会がこんなことを言う、あ、宮澤
先生すみません。 

 
宮澤： 
 
さて、私はどうすればいいんでしょうか（笑） 
 
後藤（早稲田）： 
 
ちょっといいでしょうか。先ほど言ったときは憶測を呼んだのか、さっそく訂正が入りまして、(私は早稲田
の全学の運用は責任が無いので)５万のうち(原田先生でしたかね、原田先生教務主任ですからね、しかし法学
部の先生ですが)、処分になっているのは月に４－６件で２週から４週のペースということで１０００人全体が
いったわけではありません。（会場笑）私ちょっと私立大学の会合があったときにつかう公表数字ということで、
センターのほうから聞いてなんとなく 50000の 1000というのがそれだなと。ただちょっと話戻しますとね、
今の家庭から行くか学校から行くかというのは、実は香港なんかは似たような状況があるわけですね。非常に
プロバイダーがさかん。ただ、土屋先生に伺いたいのは今ここで議論になったような、じゃあ使うのはそれぞ
れがいったときにですね、それぞれの商用のプロバイダーの方というのは注意事項は配ってはいると思います
が教育はしてないですよね。だから、そうなったときに、逆にその学校でやれば家庭のほうを学校のほうで教
育できるという期待がちょっとあるわけですよ。つまり。プロバイダーがどれだけ教育受けてないかというと、
私の周りでも近頃街で使う人というのは増えて、まあシニアな方というのは随分力があって時間のある方が多
い。メールなんか使うとですね、当然最初にやるからミスタイプして unknownになるわけですね。昨日出し
たメールが何か unknownmessageになってきた。何か随分親切な人がいるというわけですよ。おまえのアド
レスは間違えていると教えてくれる人がいる。しかしアメリカ人らしい。（会場笑）なぜかというと、英語で書
いているというくらいのものですよ。だからプロバイダーの人はそれはマニュアルくらい配っているんだとは
思いますが、まあそれぐらいでもよく使っているほうなわけです。その人がまた教えているわけですから。学
校でする場合で問題だというのは、やっぱり管理するほかに教育があるわけで、逆に学校から言えば街の中の
常識が日本中変わるんじゃないかという期待があるときに、運用はまあプロバイダーで良いとして学校は教育
もしなくて良いのか、どうかということです。土屋：それは答えは簡単で、あまり発展性の無い議論です。要
するに、交通安全教育というのを思い出してみれば言い訳で、その自転車の乗り方を教えるために学校はみん
な自転車を買ってやっているのではわけです。ですからそれは家庭で買うわけです。それから歩行者教育で、
足を買ってやるという話はないわけですけれども(生めば足は自然に生える、まあ生えるとは言わないのか、足
つきで世の中に出てきますから)、したがって、その足が動くような状態にするというようなことに関して学校
が何らお手伝いしているわけじゃないわけです。だけど歩行者としてどういうことをやったら良いか、という
その交通安全教育はちゃんと、右側歩きなさいとか自動車がきたらぶつからないように避けたほうが良いとか、
そういうことは教え、まあ教えなくても普通にやる。それは学校でやる教育なわけです。だから学校で教育を
するために必要な条件というのを学校が全て整える必要というのは無い、というのは今までの日本の教育にお
いても通常だったわけで。何も、インターネットだ、ネットワークだ、メールだからと言って学校でその状況
を整えてあげる必要は無い、というふうに言ってしまえばみんな納得だと思うんでけれども。 

 
宮澤： 
 
これだけ両コメンテータの先生方が白熱しているので、是非現場サイドの先生方も反論があったら、どなた
でも結構ですからお願いします。いかがでしょうか。今のご意見を受けて。ランダムで行きましょう。マイク
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を取った人が勝ちです。 
 
前田： 
 
つまらない意見なのでとっとと言ったほうがいいと思いますので。うち、やっぱり小学校１年生の娘がおり
ます。もしこの娘が学校で何らかの形でメールアドレスをもらうとすればおそらく今の流れからすれば ed ド
メインであろうと。もしもそのメールを使って娘が学校のリソースを使ってとんでもないことをした場合に私
はやっぱりその責任を学校に追及するのはやっぱりおかしいと思います。やっぱりメールアドレスを持たせて
もらうということはネットワーク社会での市民権を持つこと、責任のある一個人と認めてもらうことだろうと、
大げさに言えばね、思います。だからそれは信頼を踏みにじるようなことをした娘が悪いと、私は怒るだろう
と思います。今の状況で言ったら学校に電話が設置してあってその電話を使って子供がよそへ悪戯電話をかけ
るなり、いけないことをしたときにその電話を設置した学校の責任が本当に問えるかどうかというのはちょっ
と私は法律疎いのですけれどもいかがなんでしょうか。いや私はだからメールアドレスは条件付なんですかね、
私の場合は。 

 
土屋： 
 
どちらかと言われたら、そうです。条件付というのはだから主張ではないのですよ。（会場笑）どちらかとい
うふうに言われた場合には、それはやっぱり責任をとるべきは本人である、本人がとれないのであったら親な
いし保護者というところにいくのだと。学校がその面倒を見るというそういうスタイルはどうやっても無理だ
というふうにおっしゃっているように思われるので、それは先ほどから私が申し上げていることに他ならない
わけです。 

 
宮澤： 
 
と、いう話もあるのですが、この辺で私の個人的な意見もお話しておきます。私の基本的な考えとしては、
やはり利用方法は学校で教えるべきだと思っています。それは先ほど電話のような話もありましたが、インタ
ーネットはいままで我々が親しんできた既存メディアとは特質が異なっていると思うからです。例えば、電話
だったら通常一対一のコミュケーションですね。ところがインターネットは一対多のコミュケーションです。
場合によっては、大新聞のと同じくらいの威力を持ってしまうわけです。メールであれホームページであれ、
これらの「威力」を知らずに子ども達が軽い気持ちで関わる事は、結果的に犯罪行為とみなされてしまう恐れ
があります。最近は、警察も積極的にとは言いませんが、見せしめ的に逮捕しているケースも見うけられます。
これもある面、過渡的な現象とも思いますが、学校できちんと教えていかないと、これらの混乱は収まらない
ように思えます。将来、今の子どもたちが親になる時代、つまりインターネットを使いこなせるような時代に
なれば、先ほどの自転車のようにわざわざ学校で教育をする必要はなくなるのかもしれません。ただ日本でも
自動車が走り始めた初期には、恐らく信号は一体どのように使うのか、この信号の見方はどうするのかという
話はあっただろうと思います。そして、当時も「これだけ混乱してくるときに社会的に一体どこが教えるんだ
ろう」という話しがあり、小学校で交通教育を行う下敷きができたのではと思います。これから、世の中がメ
ールを積極的に使う方向に向うのなら、メールアカウントを持たせて教えて行った方が良いのではないか。 
その意味で私は条件付というよりは積極的に教えるべきだという方に賛成なんですけれど。 
 
中島： 
 
コメンテーターの方、あとで溜めといて、一気に言ったほうがいいんじゃないでしょうか。すいません。そ
れでですね、あと、いいですか。今日ちょっと司会の二人で打ち合わせしていたときにはですね、例えば「じ
ゃあ結論はYesになりました」という形の結論はでないだろうと思ってたんですね。で、まあ議論が発散して
きたんですがせっかくですね、会場の皆さんもこのはっきり言ってわけのわかんなくなってきた状態にお付き
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合いいただいてますので、さらに分けわかんなくするためにフロアの方にもちょっと振ってみたいと思うんで
すが、お手を挙げていただきまして、ありがとうございます。 

 
フロア： 
 
大阪教育大学付属高校池田校舎の友田です。うちの学校の場合、大阪教育大学とのあいだに１２８キロ、あ
まり細くないですけれどもね、専用線がありまして生徒はコンピュータ教室で自由にインターネットを接続し
てつかえるようになっています。メールアカウントも全員にふっております。今、学校でふらなくてもフリー
メールが山ほどありますよね。だから学校でいやだっていってもウェブを使える限りはもうすぐそこにフリー
メールがあってそこにアカウントを取りにいける。そうするとアカウントを発行すべきかどうかというのはあ
まりどうでもよくって、アカウントを持つかどうかということと学校でメールを扱うかどうかとかいくつかの
ことを区別して扱わなければいけない時代になってきた。アカウントをもつか持たないかというのは学校で発
行しないことはできるけど、生徒に持たせないことはできない。お金がなくてもフリーメールでとれてしまう。
だからなんていうのかな、学校でメールアカウントを発行する意味はなんなんだということになると思うんで
すけれども。どうなんでしょう。そういうことも論点にしていただいと。 

 
フロア： 
 
早稲田大学高等学院の教員をしております杉村淳子と申します。後藤先生がさっきおっしゃってくださって
頂いたように、うちの高校も全員、早稲田大学の付属高校ですのでメールアカウントをもっています。結論か
ら言うと、私はYesです。一つは文部省というところを考えると、小学校、中学校、まあ高校も今そうですけ
れども、日本の教育のなかでこれだけはやらなければいけないという勉強をするところが小学校であり、中学
校であり、まあ今高校、現実には高校もそうだと思うんですね。そのなかで文部省はきちんと情報収集能力、
情報発信能力をつけると言っているわけですから、それに対して電子メールというのも当然利用することは必
要だと思いますし、それを教育するのは学校ではないかと思います。先ほど民間か学校かということがありま
したけれども、今は現実学校で、学校ではメールアカウントを管理する余裕もないですし、ここにいらっしゃ
る先生方は特別だと思いますが、普通の教員はサーバを管理する云々もできないし、それがどれくらい大変な
のかということはなかなか理解されない状況にあると思います。でもこれはやっていかなきゃいけないことな
んじゃないかと思いまして、私はYesと言いたいと思います。 

 
中島： 
 
 
手を上げてもらうときにですね、YesならパーとかNoならグーとかであげてください。条件付Noという方
はいませんか。土屋先生は条件はなしということなので、、、 

 
宮澤： 
 
あの、はやくしてください。手を上げている方がいっぱいいるので。 
 
フロア： 
 
失礼します。兵庫県の尼崎稲園高等学校の梶木と申します。現在うちの学校、３０クラスで、まったく違う
生徒の学校が６クラスと４クラス、併置しています。単位制の推薦入試をしている部分と、総合選抜という尼
崎学区で選抜しています６クラスというまったく層の違う生徒を抱えておりまして、本校で調査したときに単
位制の方はクラスの７割が家でもうやっています。そして、学年制の方はクラスに０という、インターネット
経験なしと、ほとんどインターネット経験ありません。そういう大きな落差というのが尼崎の地域にはありま
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して、さきほどの経済的な問題でなんとなく学校はしなくても、というお話だったんですけれども、僕は今の
時期で話をするなら、しなければならないんだけれども、状況はもう半年たてば全く変わってくるだろうとい
うふうに思っています。というのはまあ先程でましたように iModeのドコモにしても、生徒たち山程持ってい
ます。ところがそのメールとですね、学校のコンピュータ教室のメールは違うものだと思っている奴がよくい
るんですね。ですから子供たちの意識のなかで使える道具というのはどんどん使っていきます。ですからその
意味でいうと、土屋先生の言われるようにほんのうちにすべて広がってしまうと思います。だから、そのこと
を学校がセットしてやる必要はどこにもないと。そのことのモラルだけ教えれば良いのだということは大変分
かりやすいのですが、実はそこに大きな落し穴がありまして、実際にそれを使っている事と使える事とは全く
別なんだということは、高等学校は何かありましたときに、その子たちは校内でもやはりインターネット接続
しておりますので、その中でいろいろと彼等はいろんなことやってくれます。その一つとして今度新教科「情
報」ができて、そのなかで子供たちに今の高度情報化社会を教えていくときにですね、やはりそのことを校内
的にそういうメールについての、そういう環境を整えてやる、それで外に出すからメールアカウントをふって
ですね、外へ出すとインターネット環境下でそれを与えるかどうかというのは別問題にしていかなきゃいけな
いだろう、というふうに考えます。ですから、先程土屋先生言われたように、わざわざ自転車の講習会をする
のに、自転車を与えないだろうと。だけど僕の小学校ではありました。持ってません。持ってませんから、家
に自転車があるのは金持ちなんですよ。だから僕なんか貧乏たれですからなかったですからね。学校の自転車
を借りて、交通指導受けたのを覚えております。ですから今、何と言いますかね、あの全体にインターネット
の経験というの、メールアカウントを、e メールをそのまま全国世界中に発信できる状態に子供たちをしてや
る必要はどこにも無いと思います。またそのことにそのことは少なくとも学校単位で作る事のできる環境をし
てやればいいと思いますが。その意味でですね、e メールアカウントを全てに与えるということに関しては反
対だと。ですから、土屋先生の意見はは違いますよということをお話した上で、反対です。以上です。中島：
すいません。どうも司会とコメンテータが乗り移ったのかあまりに質問の方が長いのでできましたらもうすこ
し短くしていただけると大変ありがたいと思います。全員の方まわしたいと思いますのでよろしくお願いした
いと思います。 

 
フロア： 
 
慶応義塾藤沢中高等部の田邊と申します。我々の学校ではインターネットメールを使い始めて６年たちます。
６年たつなかで生徒たちはいっぱい失敗をしてきています。でもその失敗を乗り越えてですね、インターネッ
トの環境を上手に使って自分が上手に情報を取り入れ、それを加工しまた発信しコラボレーションをしていく
ということを学び取っているんですね。ですから学校と言うのは私のなかでは失敗の許される場と位置付けて
電子メールを上手に使える環境を提供すべきだと思っています。そのためにも全員に電子メールアドレスをも
たせていいのではないかと思っています。ただ中学生の場合にはまだまだ責任を取るという意味では幼すぎま
すのでできる範囲でネットワーク環境を上手に使っていくという意味でイントラ的な利用を進めるのがまず第
１歩ではないかなと思っております。以上です。 

 
宮澤： 
 
はい、あと９分。すぐマイク持って下さい。 
 
フロア： 
 
座ったままですみません。大阪信愛女学院中学校の久家と申します。私は当初メールアカウントを生徒のほ
うに配布するのは賛成だったんですけれども、本校の方で今年度、文部省のモデル授業として総合学習に取り
組んでいくなかで、いろいろな企業に質問などを送る際にeメールで問い合わせをしたいという生徒の声が多
かったのでやはり生徒それぞれにeメールのアカウントを発行するのがやっぱり妥当ではないかというふうに
考えていたんですが、最近中学校のほうにメディアルームという(あのパソコン２４台置いてある部屋なんです
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けれども)、そこでインターネット利用ができまして、その部屋を使ってチャットルームなどで私的な会話を生
徒が何人か見受けられるようになりました。本校の場合は osakasinai.ac.jpという独自ドメインを取っており
ますので、IPドメインサーチとかを使えばですね、この子はどこから繋いでいるかというのがはっきり分かる
ようになりました。本校は、やはり女子校というところから考えていきますと、やはりこの子は誰かは分から
ないけれども、この学校の生徒であるというふうなプライバシーの問題とかを考えていくと、やはり中学生高
校生などについては全員に対してアカウントを発行すべきではないのではないかというふうに最近考えるよう
になりました。 

 
中島： 
 
運用の問題とかいろいろごっちゃごちゃになってますけれどもとりあえずまだ喋りたい人いるようなので、
はい。 

 
フロア： 
 
京都教育大学付属中学校の広川と申します。私は反対です。先程フリーメールの話をしてたんですが、フリ
ーメールを使えば経済的な問題はまずないですよね。学校にインターネットが接続できれば、まったくお金使
わなくていけるということで、それを生徒には必要に応じて使わせております。学校で発行する場合の問題は、
家から見えないことが多いということです。多分生徒の数をインターネットを使った数をということになると
単に学校の授業時間内には収まらないと思いますから、家で学習をする。そのときにメールを使いたいという
ことになったときに、自分のメールアドレスのところには、多分ダイアルアップで接続できる学校というのは
少ないと思いますから、そうなると自分のメールは読めないというようなことが起こりますので、そういうこ
とを考えると、逆に発行することが弊害になってしまうのではないかなと。必要に応じてウェブメール、フリ
ーメール使えばいいというのが私の意見です。 

 
フロア： 
 
失礼します。大阪の高井と言います。基本的に私も反対という立場を取らせていただこうかなと思っている
んです。その答えは簡単でして、先程責任問題という話がちょっとあったと思うんですけれども、これも学校
と家庭の壁がだんだん少なくなってきている。学校のなかで起きた事故については学校が責任を持ちます。で
も家庭で起きた事故に関しては各家庭で責任をもたれます。その合間がちょうどあいまいなところのインター
ネット、メールということですから、学校がやはり責任を持つべきところについては、先程検閲という言葉も
ありましたけれどもある程度なんらかの教育活動の上で行なわれるべきものであるならば、モニターをすべき
ではないかなというふうに考えます。ですからその責任の所在は、その壁の低さ、高さ難しいと思うのですけ
れども、私の場合は、ですから、とりあえず自分のアドレスに全部返信欲しければ教師の方に返信を書いてよ
こすようにという形で相手に話をしなさいという形で活動したことがあります。 

 
中島： 
 
ちょっと待ってください。今手を挙げている人を最後にさせて下さい。すいません。ちょっと時間が無いも
のですから、メーリングリストだとすき放題やったらいいのですけれども、あの会場の時間がありますので今
手を挙げて、はいおられるかた。さっきから挙げられている方。うちどめしますので、マイクを、お兄さんお
願いします。 

 
フロア： 
 
学習院中等科の田中と申します。パーです。全員にいま発行しております。これは発行しなきゃいけないと



 

 88 

思って発行しています。いろいろな誹暴中傷など問題あるメールを送りつけたときにどの機械から送られたと
いうのは向こうは分かります。そうするとそういうクレームが参ります。そのときに誰がやったかということ
を分かるために全員に発行させます。ただし、皆様が言っているのとちょっと違う部分があるのは、NT と
UNIXリンクさせておりますのでアカウントを発行しないとパソコン自体が立ち上がらないという問題があり
ます。そして、そのアカウントは自動的にメールアカウントになるということがあります。ですから、パソコ
ン自体がインターネット、外に出てくようなパソコンを生徒に使わせるんだったら絶対に、はっきり個人の責
任を明確にさせるということでアカウントを発行すべきだと、そういうことで、現在発行させております。 

 
中島： 
 
手を挙げた回数を数えていましたのでそのセーターの方、はい。 
 
フロア： 
 
大学なんで、清泉女子大学の福田と申します。大学なんでできるだけ発言控えようかと思ったのですが一点
まず確認したいです。全員に発行するというのはいわゆる強制発行みたいなものを意味しているのでしょうか。
それとも欲しがった奴には全員認めるとそういうやつですか。どっちですか。 

 
中島： 
 
強制発行のイメージだと思います。 
 
フロア： 
 
はい、それ前提に話します。そうすると例えば先程電話に関してですね、学校の責任問えないというのがあ
りましたけれども、例えば電話がたまたま鳴ってですね、それが生徒が取れるところにあって、取って例えば
「お前、呪ってやる、殺してやる」とかというふうになったらですね、私はやっぱり親だったら学校に責任を
問うと思います。つまり、たまたま積極的にかけるという形ではなくてですね、何らかの形で外からも危害が
舞い込む訳です。同じような事は自転車にもあって、自転車の乗り方教えるのに学校で買わないと言う訳です
けれども、学校で乗らせないという義務は全然課さないわけですね。教えますけれども。そういう意味で基本
的には自由であるべきで拒否権があるべきであると。これは実は大学でもそうなわけで、電話ですら持たない
持ちたくないという学生がいるわけですね。メールアドレスに関しても全員に持たせようとしても嫌だという
学生がいるわけです。これはやはり貴重な人権だと思っていまして、その拒否権をちゃんと認める。その認め
るという前提にはそういうことがどういう危険性があるのかを事前に説明するとかそのための承諾書をとると
か教育するとか、もし係争関係が発生したときにどういうふうなポリシーで対応するのか予め情報公開してお
くとか、やるべきだと思うんですけれども。そんな根性ははっきりいって今の学校にはないと思います。もし
そこまで根性入れ替えるつもりがあるなら発行してほしい。だけど僕はそこの部分信用してませんからNOで
す。中島：はい、根性の話。(会場笑)そっちの眼鏡の方も。 

 
フロア： 
 
失礼します。京都府の京田辺市の薪小学校の辻と申します。私自身が始めたのが２年程前ですのでまだまだ
分からないんです。現場で困った事はさっき司会の方、教育委員会の方ですが、あの方におんぶにだっこして
おりますんで、私基本的には、小学校段階ではNOだと思っています。中高になってくるとちょっと授業での
使い方も変わるんだろうなあと思っているんですが、小学校の段階ではやはり親のほうも使ってないなあとい
うところがあって、そのなかでやはり小学生の発達段階から考えると、今のところやっぱりまだ学校にかかっ
てくるのではないかと。それについてやはり説明が学校がというか教師の側も説明できないのではないかと思
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ってまして、校内でも研修しますとメールの研修した日に夕方に全員にメール送りますと１７分の１しか返事
が帰ってこないというのが現場の私等のところの状況ですので、その中でまだ学校というなかでの状況という
のが進んでおられるところでは違うかなと思ってたんですが、やはりそういう点で今の段階ではNOかなあと
いうふうに思っています。 

 
中島： 
 
すいません。NO という意見がたくさん出て来たからという訳ではないんですがそろそろこちらにもう一回
戻させていただきます。いろいろ御意見あると思うんですけれどもすいません。ではまずこちらの方に戻しま
すね。 

 
宮澤： 
 
ではもう一言ずつしか言えません。この議論は当然こうなるとは思っていましたのがとりあえず、パネルの
皆さんに一言ずつ頂きたいと思います。どうしましょうか。では、さっきの順番でお願いします。 

 
藤田： 
 
早押しのマイクを取ってしまいました。藤田でありますが、Yesの立場で話をさせてもらいたいと思います。
まず運用管理の話が結構出ました。上越ではその子のアカウントをですね、イニシャルと生年月日を使ってい
ます。これを使うと１２年間変わらない、変わりにくいんですね。ですから小学校で設定されたものがそのま
ま中高とずっと使えるというようなメリットがあります。残念ながら上越の高校は２割程しかやっておりませ
ん。それは高校ではサーバその他の設置がなされていないというのが現状であります。それからセキュリティ
ーの問題。私昨年ですね、スコットランドのプライマリースクールに行ってきたんですが、行く前にですね、
ある４、５年前に行った人から「いや向 こうに行くと学校と地域の境が，花壇くらいしかなかったんです。
花壇があって地域の人が授業に参加したりするんですよ。見ておいで」と言われたんですが、行ったら実際に
はすごい塀があってですね、ガードマンがいてですね、何か小さいカメラで覗かれててですね、お前は誰だ、、、 

 
中島： 
 
あ、あ。すいません。途中なんですけれども、そういうふうに脅かすとですね、ああやっぱり一教員として
は教育委員会の言う通りやめとこうという、そういうバイアスがかかるといけないので、すいません。 

 
藤田： 
 
わかりました。短く一言で。全員やっていますがすき放題やっていいというわけではありません。例えば、
私達がこうデザインした教育活動があって、我々が責任をとる教育活動があって、この教育活動のなかで子供
にこうやって使いなさい、例えば僕がやったもののなかでは、総合的な学習のなかで「バリアフリーを目指し
て」というのをやったんですが、そのなかで金沢にあるシニアの方と個人のメールアドレスでやりとりすると
いうのがありました。中ではあなた方は高齢者なんだからどんなバリアーをかんじているんですかみたいなこ
と聞いちゃうんですよね。ところが返事は、兼六園でこういうバイトしてますとか、高齢者をもっと介護して
ますとか、そういう返事がどんどん来る。それは親展性のある個人的なメールでないと無理だろうなあと思い
ます。もう一つは蛇足なんですが。 

 
宮澤： 
 
すいません。蛇足は止めましょう。次の人に回して下さい。 
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杉崎： 
 
杉崎です。すごくプリミティブな意見なのかもしれないのですけれども、インターネットというのは、人と
人とのネットワークであると思います。そういう意味でウェブはよく利用されているのですが、電子メールと
いうのが一番人間臭いものではないかと考えています。ということで、電子メールは生徒に使わせたいという
考えています。それから、先程も来自己責任という話がでてきましたが、インターネットというのは、もとも
とのアメリカの方で作られたものということで、かなり基本的な文化と言うのが自己責任に上に成り立ってい
るしくみではないかなと強く思います。日本では自己責任という言葉は最近ではよく聞かれるようにはなりま
したとはいえ、その日本の文化とインターネット上の自己責任の文化とお互い相容れないところがたくさんあ
ると思います。そういう自分のやった事に対して責任を持たせる、あるいは持つということでそのためのツー
ルとして電子メールというのが役にたつのではないかと思います。あとですね、インターネット上でいろいろ
倫理的な事が問題となっていますが、「インターネットと倫理」と言葉が今回もサブタイトルに出ているんです
が、そういった別に特別なものが存在するんじゃなくて、やはりインターネットにしろ社会にしろ、基本的な
社会のルールの上で倫理というのあるわけで、倫理観に欠ける人が倫理的なインターネットの使い方ができる
というふうには思っておりません。ただ、電子メール使う上でですね、そのしくみの方は最低限教育していく
べきだと思います。悪気はないにせよ、使いかたによっては人に非常に迷惑をかける使い方、たとえば故意に
ではなくても結果的にチェーンメールを引き起こすような使い方が、電子メールの世界でも存在します。新し
いツールでもありますし、家庭のほうで使っておられる保護者の方がおられたとしてもですね、その辺の教育
までは（家庭では）無理なのではないかな、というふうに思います。とりとめもない話になりましたが、以上
です。 

 
西田： 
 
はい、私も委員会という立場からなのかもしれませんけれども、今ここにいらっしゃる先生方というのはそ
れぞれ考えもってます。でも本当に学校の先生方ってそこまで考えていらっしゃるのだろうかと、一番感じま
す。本当に子供に必要な事って何なんだろうかというのを考えていったときに、やはり必要なんじゃないかな
と思ってはいます。ですからその環境を作る、それが私の仕事だと思います。子供がしでかした事にたいして
学校が責任をもつということではなくて、子供にどういう力をつけなくてはならないかってことに関しては、
少なくとも責任をもって考えていくべきではないか。そのためにはやはり責任を持つためには、自分の責任の
所在を明らかにするという意味で、アカウントも発行すべきではないかというふうに考えているのが、今の私
のい立場です。ですからそのための準備をしておく。これが今私の立場というのが、一番正解かもしれません。
以上です。 

 
後藤(南山)： 
 
一言だけ言わして下さい。多分今の共通の認識は正しい使い方、電子メールの正しい使い方を教えるべきで
あろうということだと思います。学校で設備を持つべきかどうかということですけれども、まあ、パーソナル
コンピュータはあってそれの利用者認証という形では何らかのアカウント的なものがいる。ということになれ
ば電子メールも同様に扱って、しかも最初は学校のなかだけという限定した利用から始める必要がある場合も
あるので、あったほうがいいのではないかというふうに思います。次のステップはたぶん大学ではもうコンピ
ュータ置く場所がなくなって来てですね、ノートPCを持ち込むということになるんでしょう。で、ひょっと
したらそれが今後、高校、中学、小学校と普及していくかもしれないんで、次のステップではコンピュータの
持ち込みにどう対応するかということだと思います。 

 
前田： 
 
すいません。学校として大事な事はもう皆さんたくさん言われたので、私はひとりの保護者の思いを言いま
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す。私は家庭と学校と社会とがやっぱりこの問題に対して一体となって取り組む必要があると思います。学校
にだけ頼めばいい、家庭でやればいい、大人になって大学だの企業だのに入って使えるようになればそのとき
にやればいいというふうにお互いにおしつけっこしても仕方の無い問題ではないかなと思います。そうしたら
一人の親としては、学校で取り組んでいく体制があるならば、前面的に協力したいという心情になるのはごく
自然な事じゃないかなと思います。以上です。 

 
後藤(早稲田)： 
 
今、ここで行われている議論は司会者の方がちょっと困るくらいのものかもしれないですが、私が拝見する
に今の時期にやらなければいけない議論だろうと思います。例によって私は古いほうの話が得意なんで、何か
役に立つような事例があるかなと思ったら、少し似たような例がありました。FJというのが始まったころにで
すね、ある企業が(これは名前を言えば分かります。ここにいらっしゃるような大きい企業の方なんですけれど
も、NTTではありませんが)、FJに投稿するのに社内で許可が要るというような企業がありましたよね。その
企業の人は非常に悔しい思いをした訳です。つまり問い合わせは来るのに瞬間に答えられない。ただそのコミ
ュニティのなかでは、やはりそれは会社の問題だろうということでそれを委ねてですね、全体で議論は致しま
せんでしたけれども、ある時期それが続きました。それからメールに関しても、名前を言っちゃうと NTT の
場合にも、国際線を使う場合には実はCSNETというところ繋いでましたので、アメリカの利用規約を遵守す
る必要がありましたので、そのときはちゃんと誓約書みたいのとりました、ひとりずつ。その紙がどんどん膨
らんでいっちゃってクリップで止められないようになっちゃったんですけれども、まあそういう事態がありま
したので、技術そのものという観点をさておいてもですね、今この社会的なものとしてこれをどう扱わなきゃ
いけないかというのは、今やらなきゃいけないし、これはどっかの国でやってるシステムそのまま持って来る
訳にはいかないんだろうと思います。そういった意味ではすこし議論のかみあわせ方が重要かとは思いますが、
相当良いポイントが出ているし、それに対して賛成反対ちょっと整理する必要あるかもしれませんけれども、
今の時期に行われていなければならない議論が行われているなあと思いまして、さすが皆さんそういうことを
真剣に議論されている様子と言うのは、ある意味では私からは大変ありがたいことであるし、まあ頼もしいと
いう感じが致しましたので、是非これはいい加減にしないというか、できない問題だと思いますんで、是非こ
れで続けていただくということで司会者を励ましたいと思います。(会場笑) 

 
土屋： 
 
僕まだ権利あるの？(会場笑)後藤先生と僕が言う事で全て尽きていると非常にしあわせなんです、全く非常
に重要な問題であると。それからやっぱり全体の雰囲気として、条件付きYesでいいじゃないというようなふ
うにならなかったのはとっても良かったなあと思います。要するにやっぱりものすごくいろんな問題があって、
しかもその問題はここでテーマにした情報倫理という問題だけでなくて、学校教育と家庭の問題との間はどう
なるのかとか、現代の日本における教育の本質的な問題まで踏み込んで考えなきゃいけない、そこまでやるの
は嫌だという考え方はもちろんあるのですけれども。たかがメール一つでですね、そこまでやりたくないとい
うのはありますけれども、やはりそこを真剣に考えなきゃいけない事態だろうと思います。幸いにして大学の
方はですね、いろいろ大学改革の方で忙しいので、小中高の方は皆さんにお任せするということで(会場笑)、
我々は自分の身過ぎ世過ぎをしなくちゃいけないということがちょっと緊急の任務としてあります。ただ一つ
だけ申し上げると、最初ちょっとめちゃくちゃな議論で NO と言ったかのように聞こえたかも知れませんが、
決してそのような事はないので、皆さんのお話を伺った限りではNOにアンダーラインが何十人分もついたと
いうような感じがします。特に、一つだけ３０秒。まずメールと言うのがインターネットの基礎的な部分と考
えるのはどう考えても古い発想であるというふうに思います。これはもう８０年代で終ったのだ、そのウェブ
がでてきてインターネットの価値というのはまったく変わったのだというふうに考えるべきだろうというふう
に思います。そこに存在するのは、我々が今まで創造する事ができなかった程の、いわばどうでもいいような
ものもたくさん含まれますけれども、大変な情報、あるいは知識の蓄積なのであって、それを利用して、要す
るに知識の伝承と言うのは教育のかなり本質的な部分を占めるとするならばですね、それを利用して教育する
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のだというほうに我々集中しても良いんじゃなかろうかと。要するに個人個人のチャンネルなんていうのはい
くらでもある訳です。携帯であろうが、あったら喋ればいいわけですし、普通の電話だったり何だってある訳
ですから、何もメールなんかやることないんだろうと。そんなのはだいたいどれくらい今の小学生がお手紙と
いうのを書かれるのか、僕はちょっと聞いてみたいのですけれども、恐らくほとんど書かない。年賀状という
風習すら、風習っていうのか、習慣すらどんどん廃れつつあるというような状況なのですから、むしろ今、１
９９０年代の最大の成果であるそのウェブが持っている、その電子図書館的な性格というようなものにこそ、
やはり教育にとっての価値の非常に大きな部分があるというところにいったらいかがかなというような勝手な
こと申しました。しかし本当にたくさん勉強させていただきまして有難うございます。 

 
宮澤： 
 
ということでですね、普通は司会がしめるということなんでしょうが、どうやってしめくくったら良いのか
よくわからないのですが、今日の議論の中ではコメンテーター、パネリスト、会場を含めて学校でメールを使
うか使わないか別にすれば、危険性や使い方、モラルの部分に関して全く教えなくていいという意見はなかっ
たと思います。これから学校の学習環境は急激に変わるでしょうし、必然性もいろいろ出て来るかとは思いま
すが、やはりこういう議論を通して、世の中が良い方向にいって欲しいと祈っております。今回の議論を踏ま
えて教員いろいろも検討して行くべきかと思っています。このあとの議論はもう一人の司会者がしめてくれる
と思います。今回皆さん方にアンケートをお渡ししています。３月１１日にもう一度、同種のフォーラムを開
催する予定ですので、こういう点を次回取り上げて欲しいなど記入して頂ければ、次回はアンケートの内容を
考慮したいと思っていますので宜しくお願い致します。 

 
中島： 
 
大阪でやってますのでね、開催地元のこともいっときますと、大体ですね、この会やるのにですよ、大変だ
ったんですよ。(会場笑)４ヵ月前にやるの決まったんですね。それ以来メールを、私フォーラム準備っていう
フォルダに貯めてたんですね。なんと８つのメーリングリストをつくらはりましてですね、１３００通のメー
ルが飛び交う訳ですよ。要するにお前は大阪でアレンジメントをせえと言われたら、その１３００通に目を通
す訳ですよね。たまにお返事書くという、随分私もインターネット大人になって来たなというメールをもう４
年も使ってるという事ですからドッグイヤーで言うと１６才、高校生かなと思います。一つだけちょっと意見
言わせて欲しいですけれども、やはり危ないのは分かるんですけれども、さっき１３００通のメールの中に危
ないメールは殆んどなかったかな。SPAMとかあったんですけれども、「この野郎」とかですね、「あほ」とか
いうメールはなかったんです。要するに危ない相手と、最初しなければいいんじゃないかなと思うんですね。
技術的に可能な事なんで、だから校庭で自転車にのるようなことから始めたらいいんじゃないかなとは思いま
す。ただ言える事は我々は教師として早くインターネット大人になって、メール位はちゃっちゃと使えた上で
ですね、こういう話をしないといけないなというふうに訴えたいとは思います。それでですね、今日前にこう
一杯字が並んでいます。今日の議論をメーリングリストでやるとものすごく大変なんですね。喋ること書かな
いといけないし、読まないといけないし、何日もかかると思うんですけれどもただこの遠い遠い大阪まで出て
来なくていいということと自分の好きなときに好きなだけ書けると、今日は時間が無いので発言させないとい
うことも絶対ないのでやはりそういうメーリングリストなんかもうまく使ったら良いんじゃないかなとおもい
ます。なんてうまくまとめたつもりでございますが、今日はこの訳の分かんないテーマに勇気をもって挑んで
くれましたこのパネリスト、それからコメンテータの方々に是非暖かい拍手をお願いしたいと思います。 

 
 (会場拍手) 
 
それからたくさん貴重な意見いただいたり、あるいは思っているのに言う機会がなかったという会場の皆様
にもですね、お礼とお詫びを申し上げてこの会を終りたいと思います。どうもありがとうございました。 
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総合司会： 
 
集中ディスカッションの方が終ったので帰られるようになっていますが、まだありますのでお待ち下さい。
すいません、私がさっさと出て来なかったのが悪いのですが。実は残すところ閉会のアナウンスなんですけれ
ども、そちらの方、一応机をのけるということなのでちょっと時間ありますので、その間にまだもしアンケー
トに記入できてない方がいらっしゃいましたら、必ず記入していただきましてお帰りの際に出口のところで、
きちっと箱を用意しておりますのでそちらのほうにお出し下さい。余った時間を利用して私がちょっと話して
おきますと、今日の来場者数なんですけれども、会場入り５００名です。もちろんみ皆さんもご存知のように
もっと行きたい、行きたいというメールが届き続けたんですけれども、もう人数が入れませんということで断
ってこの数です。実は本日の内容は、全てというか朝からインターネットにて、リアル中継致しました。出演
者、私も含めて全員署名をしまして、自分の顔が流れることに許可を出しました。もしそのなかでひとりでも
顔を出すのが嫌な人がいたら、そのときは暗い画面だったかもしれないんですけれども、そういうこともなく、
今日は無事リアル中継もされました。アナウンスの方は、もうそのリアル中継がスタートしてから教育関係の
メーリングリストでいまやってまっせということで、アナウンスしたんですけれどもそういうことでもそんな
急なアナウンスにもかかわらず、常に１０から１５サイトからのアクセスがあったということになっておりま
す。それではちょっとこちらのほうも５分程アンケートを書いてもらう時間というのを取ってたもんで、越桐
先生の方が来られ次第、来られてました、申し訳ございません。私がボケておりました。お待たせ致しました。
(会場笑) 

 
では最後に今日のフォーラムの実行委員長の越桐國雄先生よりまとめと閉会のアナウンスをお願いしたいと
思います。越桐先生、よろしくお願い致します。 

 
(会場拍手) 
 
１６：００ まとめと閉会 
 
越桐國雄(大阪教育大学） 
 
では最後に今日のフォーラムの実行委員長の越桐國雄先生よりまとめと閉会の 
アナウンスをお願いしたいと思います。越桐先生、よろしくお願い致します。 
(会場拍手) 
 
越桐： 
 
一応さっきからそこにちゃんと座ってお話を聞いていましたので、さぼっておりませんでしたので、すみま
せん、おことわりしておきます。私、今回のインターネットと教育フォーラム実行委員会の実行委員長という
ことになっております大阪教育大学の越桐と申します。僕の話は聞かなくても、皆さんアンケートのほう、書
いていただければそれで良いのですけれども、話のほうは適当に流していただいて、今アンケートを書く時間
だと、こういうふうに認識していただいたら良いと思います。子供の時に、小学校の時にですね、まさにその
交通安全教育を体験した世代なんですね。子供の時に始めて近くにちゃんと道路ができて横断歩道とかいうの
が始めて出来たんですね。学校で慌ててですね、校庭に横断歩道を作ってですね、皆で並んで横断歩道を渡る
練習をしました。そういう交通安全教育世代なんです。逆に道徳が苦手でですね、道徳の時間はなんか自分の
真相がえぐられるようなテーマがあったんですね。道徳だけはちょっと勘弁して欲しいということなんで、と
いうことで今日「情報倫理」というテーマも僕はあまり実は苦手かな、好きじゃないかなと思っているんです。 
 
でもやはりこの「情報倫理」というのが今やっぱり必要かなというのは半分くらい思っています。皆さんご
存知のように100校プロジェクトが５年前にスタートしました。ちょうど今年の３月にですね、新100校プロ
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ジェクトを終了しました。この５年間というのはまさに日本のインターネット教育利用の第１ステージ、実験
期だったと思います。この間にここにいらっしゃる大勢の先生方がまさに荒野を開拓するような感じで新しい
試みにチャレンジされたわけです。その熱気が今ここに来ているのだと思います。文部省は２００１年度まで
にということを、インターネットを全ての学校に、ということを言っていますからある意味ではどうやって繋
ごうかということは解決されつつあるわけですね。そうなってきますとですね、次の問題は何か、今年からは
第2ステージだというふうに認識していただければ良いかと思います。多分第2ステージは5年くらい続くん
だと思います。2001年では終らないんじゃないか、と思います。第2ステージで一番問題になるのは何か、と
言うと本当は最終目標は何かと言うと授業のなかでインターネットを普通の教科の中で自由に使っていけると
言うのが最終的な目標だと思うんですけれども、なかなかそこまで行きつかないですね。今日の話一つ聞いて
もですね、電子メールということに関してもいろんな意見があります。そういうことでですね、第2ステージ
の目標は何かと言うと、「情報倫理」というのはちょっと狭い意味にとられるかもしれないですけれども、もう
すこし広い意味でですね、「情報倫理」あるいは「情報> 安全教育」或は「メディアリテラシー教育」或はその
運用環境の問題というふうにガイドラインの問題と含めてですね、どうやって日本のこのインターネットの教
育利用を軌道に載せるか、という段階ではないかと思うんですね。文化自身がものすごく大きく変わって来て
いるので今日正しかったことは明日違っているかもしれないというなかでですね、実際の実践を積み上げてい
かなければならないという非常に難しいステージではありますけれども、これをクリアしないことにはですね、
最終段階にはいかないと。インターネットを学校で使うんだ、使いこなすんだという段階にはなかなかいかな
いと思うんです。そういうことで今回のテーマというのは非常に重要であったし、これだけの皆さんの御関心
をもっていただいたのではないかというふうに思います。 
 
私達の組織なんですけれども、今回実行委員会ということで組織していますけれどもその構成はですね、「イ
ンターネットと教育研究協議会」という組織とそれから先程出てらっしゃいます土屋先生や越智先生がやって
らっしゃいます学術振興会のほうの「情報倫理の構築プロジェクト」大学の研究者のプロジェクト、それから
皆さんよくご存知のコンピュータ教育開発センター、それから早稲田大学の教育支援プロジェクト、JERIC と
いうプロジェクトがありますがこの４つで共同で開催させていただきました。ご後援の方も文部省、通産省、
郵政省はじめですね、大阪府教育委員会、大阪市教育委員会等から頂いております。このなかで私達の「イン
ターネットと教育協議会」というのは何かということを簡単にお知らせしたいんですけれども、僕の説明を聞
くより実はこれを見て頂くのが一番早いかな、というふうに思うんです。でもそれで終っちゃうとちょっと失
礼なので一言言いますと、今約１００名くらいのメンバーがこの準備に携わって下さいました。これまでイン
ターネットと教育のことについてですね、全国、北海道から沖縄までいらっしゃるのですけれども、全国、そ
れから小中高養護学校、全校種網羅しているんですけれども、先進的な実践を担ってこられた先生方の集まり
です。ネットワークを使うことによってですね、人のネットワークが出来てしまったんですね。強力な全国組
織とまでは言えないかも知れないんですけれども各地域でですね、それぞれの地域の研究会を担ってらっしゃ
るような先生方のネットワークができつつあります。まだできたとは言えませんけれども、今出来ようとして
います。そういう組織でですね、今このフォーラムを開催させて頂いたわけです。引続きですね、こけるかも
しれませんけれども、その方向で頑張っていきたいと考えていて来年、先程御紹介あったかもしれませんけれ
ども、今回やっぱり参加できなかった先生方も多いので、来年の３月の１１日に早稲田、東京の早稲田でです
ね、まあこれの続編を、続きをやろうではないかと計画中であります。それからもう一つはですね、先程まだ
議論が消化不良でもっとやりたいという方いっぱいいらっしゃると思うんですけれども、あの議論の続きはじ
ゃあどうするかと言うと、実はここでオープンのメーリングリストをつくろうと計画しています。このなかで
続きをやる予定ですのでちょっとすぐは見えないかも知れないですけれどもしばらくここを注目して頂きたい
と思います。ここに新しい情報がどんどん出て来ると思います。できたら以降、大阪でも開きたいと思ってい
るんですけれども、これはまた自分の暇ができしだい考えることにしまして、とりあえずはこれを見て頂きた
いと思います。 
 
最後になりましたけれどもこのフォーラムにですね、今日も我々スタッフよりも早く朝からお待ち頂きまし
た先生方もいらっしゃいましてですね、このディスカッションでも積極的に発言頂いた今回の参加者の皆様方
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に深く感謝致したいと思います。次にですね、開催するにあたって応援を頂いた諸団体それからいろんな企業
の方にもですね、いろいろお世話になりました。それについては非常に感謝したいと思います。それからスタ
ッフの皆さん、昨日もここで夜どうしでですね、この準備に携わって下さいました。最後にスタッフの皆さん
にも感謝したいと思います。本当に今日はどうもありがとうございました。またお会いしましょう。 
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